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口

山
梨
県
立
甲
府
中
学
校

校
　
歌

作
詞
／
三

井
甲
之

作
曲
／

東
京
高
等
音
楽
學
院

べ

我
ら
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り
　

神
の
御
代
よ
り
一
系
の

皇
系
戴
く
我
國
に

生
ま
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ

皇
國
の
槃
え
は
天
地
と

共
に
窮
り
な
る
べ
し

二
、
大
和
島
根
に
山
め
ぐ
る

甲
斐
の
國
あ
り
水
青
き

郷
土
の
歴
史
顧
み
よ

我
ら
の
務
め
軽
か
ら
ず

見
よ
や
南
に
富
士
ヶ
嶺
は

皇
國
の
鎮
め
と
聳
え
た
り

三
、
大
海
原
の
揺
り
や
ま
ぬ

波
を
も
風
を
も
凌
ぎ
つ
つ

護
れ
皇
國
を
諸
共
に

國
民
阜
り
て
國
の
た
め

擁
ま
ず
萎
縮
ま
ず
牌
易
が
ず

進
む
ぞ
大
和
ど
こ
ろ
な
る

一
、

甲
斐
の
国
　

み
中
に
建
ち
て

古
へ
ゆ
　
雄
心
つ
た
へ

新
し
き
　
世
の
鑑
と
し

勉
め
て
む
　
こ
の
學
び
や
に

二
、

日
に
新
た
　
ま
た
日
に
新
た

い
や
高
き
　
の
ぞ
み
を
も
ち
て

佻
な
る
　
理
き
は
め

勣
む
な
む
　
若
人
わ
れ
ら

三
、
聳
え
た
つ
　
芙
蓉
の
た
か
ね

清
き
か
な
　
甲
斐
の
山
川
　

も
ろ
と
も
に
　
玉
と
磨
き
て

賛
く
べ
し
　
天
地
の
化
育
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清

冰

昭

ｌ

Ｆ ’

コ
ロ
ナ
と
共
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、

昨
年
は
（

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
二
年
ぶ
り
の
総
会
と
講

演
会
が
開
催
で
き
た
。
２
年

に
亘

る
太
田
清
士
幹
事

長
、
上
田
俊
彦
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
尽
力

い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
昭
和
5
7年
卒
当
番
幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
と

そ
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
役
員
・
学
年
幹
事
の

皆
様
に
改
め
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

総
会
で
は
平
成
元
年
卒
で
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
恒
吉

（
中
込
）
恵
子
さ
ん
に
、
北
九
州
か
ら
お
越
し
い
た
だ

き
「
私
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
今
後
へ
の
期
待
」
と
題
し

て
、
貴
重
な
経
験
を
基
に
お
話
を
頂
い
た
。

ま
た
昭
和
5
3年
卒
の
勝
村
良
一
君
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
誕
生
の
き
れ
い
な
ビ
デ
オ
放
映
を

披
露
さ
れ
た
。

母
校
の
小
林
俊
一
郎
校
長
と
丹
沢
良
治
同
窓
会
長
か

ら
素
晴
ら
し
い
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
の
ご
挨
拶
も
拝
聴
出

来
た
。
参
加
人
数
に
制
限
が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

当
番
幹
事
同
士
の
絆
が
深
ま
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は

慶
賀
に
堪
え
な
い
。

今

年

の
東
京
同

窓
会
は

キ
ー

ワ
ー

ド
を

「
未

来

才
章
」
と
「
絆
」
と
し
た
。
同
窓
会
は
単
な
る
昔
を
懐

か
し
む
場
で
な
く
、
絆
を
再
認
識
し
、
未
来
の
為
に
何

か
役
立
つ
繋
が
り
の
場
で
あ
り
た
い
と
の
願

い
を
込
め

た
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
知
恵
を
絞
り
、
３

年
ぶ
り
に
懇
親
会
を
含
む
総
会
を
開
催
す

る
運
び
と

な
っ
た
。

例
年
の
半
数
程
度
の
参
加
に
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
第
6
2回
総
会
と
懇
親
会
が
滞
り
な
く

実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
我
が
東
京
同
窓
会
が
未
来
に
繋
が

る
組
織
と
な
る
よ
う
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

べr｀　　　 ｜

･･　　　 ｜

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

っ

て

途

絶

え

て

し

ま

っ

た

東

京

同

窓

会

・
懇

親
会

を

３
年

ぶ
り

に
復

活

さ

せ

、
甲

府

中
学

・
甲

府

一

高

の
絆

を

再

確
認

す

る
こ

と

。

そ

れ

が
我

ら
5
8年

卒

当

番

幹

事

の

最

大

の

使

命

で

あ

る

。

テ

ー

マ

「

未

来
F
i

ｒ
ｓ
ｔ
‐

絆

と

い
う

宝

物

を

胸

に

頑

張

る

じ

や
ん

け

～

」

に

は

、
当

番

幹

事
各

メ

ン

バ
ー

の
熱

い

想

い

が
込

め
ら

れ

て

い

る

。

「
甲

府

は
中

止

に
な

っ
た

の
に
本

当

に

懇
親

会

を

や

る
の
か
？
」
　「
感
染
対

策
は
大

丈
夫
か
？

」
　「
広

告
費

が
な

か

な

か
集

ま

ら
な

い
」
と

い

っ
た

様

々
な

難
題

を

前

に

、
議

論
が
日
付
を

ま
た

い
だ
こ
と

も
一
度

や
二

度
で

は
な

い
。

懇

親
会

の
催
し

の
中

に
、

日

新

鐘

の
企

画

の
中

に

、

我

々
の
想

い
を
感
じ

て

い
た
だ

け
た
ら
幸

い
で
あ

る
。

一

方

で

、
「
伝

統
」
に

は
「

変

革
」
も

ま

た
必

要
不

可

欠

。

「
未

来

の
東

京

同

窓
会

の

あ
り

方

を

模
索

す

る
」
こ

と

が

裏

テ

ー

マ
で

あ

る

。
今

風

に
言

え

ば
、

サ
ス

テ

ィ

ナ

ブ
ル

な

同

窓

会

運

営

へ

向

け

た
改

革

は

喫

緊

の

課

題

だ

と

思

う

。

私

は

今

回

、

大

勢

の
平

成

卒

世

代

の

後

輩

た

ち

と

会

っ
て

彼

ら
の

声

に
耳

を

傾
け

て

み

た
。

詳

細

は
控

え

る

が
、

彼

ら

に
は

彼

ら
な

り

の
真

っ
当

な
理

屈

が

あ

る
こ

と

が
よ

く
分

か

る
。
世

代

間

の

ギ

ャ
ッ

プ
を

ど

う
埋

め

る
の

か

？

そ
こ

に
持

続
可

能

な
同

窓

会

の

ヒ

ン
ト

が
隠

さ

れ

て

い

る
。

最

後

に
、

不

肖

の
当

番

幹
事

長

に
愛

の
あ

る
助

言

を
下

さ

っ
た
先

輩

方

を

は
じ

め

、
協

力

し

て

い
た

だ

い
た

全

て

の

皆

様
に

感

謝

い

た
し

ま
す

。

東

京

同
窓

会

が
末

永

く

続

く

こ

と
を

祈

念

し

つ

つ
、
次

学

年

の

精
鋭

た

ち

に

バ
ト

ン

を

渡
す

こ

と

と
し

ま

す

。

２
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甲

府

中

学

・
甲

府

第

一
高

等

学

校

東

京

同

窓

会

が
、

当

番

幹

事

の
皆

様

と

役

員

の

方

々

の

御

尽

力

に

よ

り

、

東

京

都

内

の
会

場

と

オ
ン

ラ

イ

ン

を

併

用

し

開

催

さ

れ

ま

す

こ

と

、

衷

心

よ

り

お
慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

同

窓

生

の

皆

様

に

は

、

日

頃

よ

り

物

心

両

面

に

わ

た

る
御

支

援

・

御

協

力

を

賜

り

、

心

よ

り

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

お

陰

様

で

、

コ

ロ

ナ

禍

の
制

約

の

中

で

も

、

教

育

活

動

を

着

実

に

前

に

進

め

る
こ

と

が

で

き

、

在

校

生

た

ち

も

コ

局
生

ら

し

く

学

業

に

部
活

動

に

活

発

に
取

り

組

ん

で

い

ま
す

。

文

科

省

指
定

の

「

地
域

と

の
協

働

に

よ

る
高

等
学

校

教

育

改

革

推
進

事

業

（

グ
ロ

ー

カ
ル

型

）
」

も

三
年

目

を

迎

え

、

多
彩

な
探

究
活

動

を

展

開
し

て

い
ま

す

。

進
学

に

関

し

て

は

、
令

和

三
年

度

卒

業
生

も

、

国
公

立

大

学
合

格

者

一

言

一
名

、

私

立
大

学

四
二

二

名

と

健
闘

し

、

近
年

安

定

し

た

実
績

を

残

す
こ

と

が
で

き

て

い
ま

す

。

部

活

動

で

は

、
文

化

局

が
昨

年

度

の

県

高

校

芸

術

文

化

祭

に

お

い

て

県

下

最

多

の

八

部

門
（

吹

奏

楽

、
合

唱

、

筝

曲

、
美

術

工

芸

、
書

道

、
新

聞

、
放

送

、
文

学

）
で

最

高

賞

を

受

賞

し

、
今

夏

の

全

国

総

合

文

化

祭

へ
参

加

し

ま

す

。

ま

た

体

育

局

で

は

、
昨

夏

の
イ

ン

タ

ー
（

イ

に

山

岳

、
弓

道

、
空

手

、
ア

ー
チ

ェ

リ

ー

が

出

場

す

る

な

ど

各

種

大

会

で

健

闘

し

て

い

ま

す

。
昨

年

度

コ

ロ

ナ

の

た

め

に

中

止

し

た

伝

統

の

強

行

遠

足

は

、
今

年

度

は

十

月

一

日

こ
一
日

に

、
男
子

は

小

諸

、
女

子

は

小

海

ま

で

の
本

来

の

コ

ー
ス

で

実

施

を

予

定

し

て

い
ま

す

。

今

後

も

生

徒

・

教

職

員

一
丸

と

な

っ

て

、

甲

府

一
高

の
歴

史

と

伝

統

を

継

承

し

、

更

な

る

進

化

を

期

し

て

取

り

組

ん
で

参

り

ま

す

。

結

び

に

東

京

同

窓

会

の

益

々

の

御

発

展

と

、

同

窓

生

の
皆

様

の

御

健

勝
を

祈

念

し

、
御

挨

拶

と

さ
せ

て

い
た

だ

き

ま

す
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昭和20 年代半ばからは「普通科」のみの高校であった甲府一高に、平成3年度に「英語科」が、平成28 年度

には「英語科」 から改編して「探究科」が設置されました。母校は未来に向けて進化を続けています。

「探究科」という名称が耳慣れないという方もいらっしゃるかもしれません。

どんな学習をするのでしょう？　目指すものは何でしょうか？

令和3年度探究科主任の山本尉滋先生にうかがいました。

Ｑ

探

究

科

で

は

ど

ん

な

こ

と

を

学

ぶ

の

で

す

か

？

探
究
科
で
は
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
に
、
「
グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
」
と
よ
ば
れ
る
週
２
時
間
（
３
年
次
は
週
１

時
間
）
の
授
業
を
中
心
と
し
て
探
究
活
動
を
行
い
ま

す
。
１
年
次
の
前
期
に
は
問
い
の
立
て
方
や
資
料
収
集

の
方
法
、
取
材
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な
ど

探
究
活
動
の
基
礎
を
学
び
、
行
政
や
大
学
・
企
業
と
連

携
し
た
数
多
く
の
講
演
会
、
先
端
企
業
へ
の
訪
問
な
ど

を
通
し
て
考
え
方
の
幅
や
視
野
を
広
げ
ま
す
。

探
究
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
入
り
口
と
し
て

『
農
』
を
題
材
と
し
て
取
り
組
み
、
農
林
水
産
省
や
連

携
大
学
の
講
演
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
見

つ
け
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
調
査
・
研
究
な
ど
行

ｊ

ｌ

し

『
農
業
新
聞
』
と
し
て
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

理
論
と
実
践
、
双
方
の
活
動
に
よ
っ
て
、
「
課
題
発
見

力
」
、
「
論
理
的
思
考
力
」
や
「
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
、
「

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
カ
」
等

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
１
年
の
後
期
か
ら
行
う
課
題

研
究
は
、
探
究
科
の
探
究
活
動
の
中
核
を
な
す
も
の
で

す
。
人
文
・
社
会
科
学
分
野
か
ら
自
然
科
学
分
野
ま

で
、
幅
広

い
分
野
の
中

か
ら
各
自
で
決
め
た
研

究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、
課
題
解
決
に
向
け

て

取

り

組

む
と

と

も

に
、
２
年
生
に
な
る
と

「
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

等
を
養
成
し
ま
す
。
そ

の
成
果
は
、
２
年
次
の

海
外
研
修
旅
行
に
お

い

て
英
語
で
現
地
の
高
校
生
に
発
表
す
る
機
会
や
、
３
月

に
行
う
『
山
梨
ブ
ラ
ン
ド
サ
ミ
ッ
ト
』
と
題
し
た
研
究

発
表
大
会
で
実
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
探
究
科
の
設
置
の
目
的
は
？

甲
府
第
一
高
校
探
究

科
は
、
平
成
2
8年
度
に

そ

れ

ま

で

の

英
語

科

（
Ｉ
ク
ラ
ス
）
を
改
編

し
て
、
Ｉ
学
年
２

ク
ラ

ス

の
専
門
教
育
学
科
と

し
て
設
置
さ
れ
、
令
和

４
年
度
で
７

年
目
を
迎

え
ま
す
。

英
語
科
時
代
か
ら
世
界

で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
指
し
、
英
語
を
中
心
と
し
た
文
系
科
目
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
資
質

を
生
徒
に
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
文
系
理
系
に
偏
る

こ
と
な
く
力
を
つ
け
る
必
要
性
や
自
ら
課
題
を
発
見
し

解
決
を
探
る
能
力
を
養
う
と
い
う
観
点
を
も
と
に
、
先

進
校
の
視
察
等
も
参
考
に
、
探
究
科
へ
の
学
科
改
編
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
校
は
、
令
和
２
年
度
に
文
部
科
学
省
か
ら

「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事

業
（
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）
」
の
指
定
を
受
け
、
行
政
や
企

業
、
大
学
や
高
校
、
地
域
の
小
中
学
校
等
で
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
を
構
成
し
、
多
様
な
人
た
ち

と
協
働
的
に
探
究
を
進
め
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指

す
推
進
拠
点
校
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
事
業
の
目
標
と
し
て
「
や
ま
な
し
創
世

に
資
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
、

４
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探
究
科
の
生
徒
は
日
々
の
学
習
や
部
活
動
と
と
も
に
、

探
究
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

探

究

科

と

切

口

Ｑ

ａ

の

関

り

に

つ

い

て
　

教

え

て

く

だ

さ

い

。

Ｊ｛

｝（
ｙ

（
７
回

訟

Ｆ

呂

ぞ
｛

｝ｅ
ｖ
ｅ
１
０
ｐ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
（
い
日

Ｆ

）

と

は

皆

さ

ま

ご

存

じ

の

通

り

、

「

持

続

可

能

な

開

発

目

標

」

の

こ

と

で

あ

り

、
2
0
1
2

年

の

国

連

会

議

「

リ

オ

＋
2
0

」

に

お

い

て

合

意

さ

れ

、

現

在
1
7

の

目

標

が

打

ち

立

て

ら

れ

て

い

ま

す

。

甲

府

第

一

高

等

学

校

は

、

英

語

科

時

代

か

ら

帥
し

９

に

関

連

付

け

た

探

究

活

動

に

取

り

組

み

始

め

ま

し

た

。

本

校

の

探

究

活

動

で

は

、

上

位

課

題

・

中

位

課

題

・

下

位
課
題
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
下
位
課
題
を

掘
り
下
げ
て
み
る
と
、
実
は
世
界
に
も
共
通
す
る
、
も

し
く
は
連
鎖
す
る
上
位
課
題
（
帥
し
Ｐ

）
に
結
び
つ
く
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
身
近
な
課
題
の
解
決
は
、

世
界
レ
ベ
ル
の
課
題
の
克
服
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。
世
界
の
課
題
７
０
９

と
身
近
な
課
題
を
リ
ン
ク

さ
せ
、
各
学
年
約
1
5の
グ
ル
ー
プ
が
多
種
多
様
な
探
究

課
題
を
設
定
し
、
仲
間
と
協
力
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
等
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

探

究

の

テ

ー

マ

は

ど

の

よ

う

に

決

め

る

の

で

し

ょ

う

か

？

１
年
生
の
前
期
の
活
動
を
通
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
す
。

『
農
』
を
題
材
に
し
た
探
究
か
ら
派
生
す
る
社
会
課
題

を
き
っ
か
け
と
す
る
者
、
自
分
の
興
味
や
進
路
に
関
連

付
け
る
者
、
先
輩
た
ち
の
探
究
を
受
け
継
ぐ
者
な
ど
、

探
究
テ
ー
マ
の
決
め
方
は
様
々
で
す
。

Ｑ
学
校
外
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

探
究

科

の
生

徒
た

ち

は
、
「
社
会
課
題
は
現
場

に
あ
り
！
・
」
の
精
神
の
も

と
、
積
極
的
に
校
外
へ
実

地
調
査
に
出
か
け
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
実

際
に
体
験
し
て
み
た
り
し

て

い
ま

す
。

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
や
新
聞
、
書
籍
。

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
だ
け
で
は
な
く
、
現

場
か
ら
は
実
感
の
伴
う
生
の
情
報
が
収
集
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
学
や
企
業
主
催

の
帥｛
｝９

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

グ
ラ

ム
に
参
加

し
て

全
国

の
高
校
生
と

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
先
端

の
研
究
・
技
術
を
体
験
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
し
て
、
自
ら
見
聞
を
広

げ

る
生

徒
も

い
ま
す

。
さ
ら

に
、
自
治
体

や
Ｘ
ｔ
Ｏ
法

人
、
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
イ

ベ
ン
ト

の
開
催

や
、

探
究
活
動
に
関
連
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
な

ど
、

学
校
外

の
活

動
も

多
岐

に
わ
た

っ
て

い
ま

す
。

Ｑ

生

徒

の

皆

さ

ん

の

取

り

組

み

の

様

子

は

い

か

が

で

す

か

？

学

年

が

進

む

に

つ

れ

て

変

化

は

あ

り

ま

す

か

？

探
究
科
の
生
徒
は
、
「
甲
府
第
一
高
校
探
究
科
で
探

究
活
動
を
し
た
い
」
と
い
う
強
い
希
望
を
も
っ
て
入
学

し
て
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
仲
間
や
教
員
と
と
も
に
熱

心
に
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
探
究
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
最
初
は
人
前
に
て
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手

な
生
徒
も
い
ま
す
が
、
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
機
会
を
重
ね
る
ご
と
に
積
極
的
に
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
生
徒
も
い
ま
す
。
時
に
は
仲
間
や
教
員
、

外
部
の
方
か
ら
厳
し
い
意
見
を
も
ら
い
、
探
究
活
動
で

壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と
で
考
え
方
の
深
さ
や
視
野
が
広

が
り
、
大
き
く
成
長
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ま

た
、
下
級
生
は
、
先
輩
の
発
表
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
凄
さ
に
影
響
を
受
け
、
先
輩
の
背
中
を
見
な

が
ら
前
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
探
究
活
動
に
も
自
主
性
が

増
し
て
い
き
ま
す
。
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
な
ど
実
地
調
査
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
実
地
調
査
や
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
後
に
、
今
ま
で

の
自
分
た
ち
の
探
究
内
容
を
自
ら
振
り
返
っ
た
り
で
き

５



第62 回 甲府中学・甲府一一高 東京同窓会

る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ

探

究

活

動

を

き

つ

か

け

に

卒

業

後

の

進

路

を

決

め

た

例

は

あ

り

ま

す

か

？

探
究
活
動
が
き
っ
か
け
で
探
究
内
容
に
興
味
・
関
心

を
抱
き
、
更
に
深
め
た
い
と
考
え
て
関
連
し
た
学
部
・

学
科
へ
進
学
す
る
事
例
は
多
々
あ
り
ま
す
。
探
究
活
動

を
推
薦
入
試
や
総
合
型
選
抜
入
試
に
活
用
し
て
大
学
に

進
学
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。
高
校
入
学
以
来
取
り
組
ん

で
き
た
探
究
活
動
や
探
究

内
容
が
評
価
さ
れ
て
合
格

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
探
究
活
動
で
社
会

に
目
を
向
け
、
自
分
た
ち

の
知

ら
な
い
職
業
を
知

り
、
社
会
課
題
を
知
る
こ

と

で
、
進
路
を
考
え

る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
大
学

で
は
課
題
発
見
型
・
探
究

型
の
授
業
が
多
く
、
高
校

で
の
探
究
活
動
で
培
っ
た
力
（
課
題
発
見
力
や
解
決
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
）

が
大
学
で
の
学
び
に
大

い
に
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
卒
業
生
の
声
も
多
く
耳
に
し
ま

す
。
高
校
卒
業
後
の
進
路
や
人
生
に
、
探
究
活
動
が
役

立
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

探

究

科

の

研

修

旅

行

に

は

ど

の

よ

う

な

特

色

が

あ

り

ま

す

か

？

例
年
、
探
究
科
の
研
修
旅
行
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ

島
や
台
湾
な
ど
で
海
外
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
探
究
成
果
を
現
地
の
高
校
生
や
企
業
に
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
国
際
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
国
内
で
の
研

修
旅
行
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
探
究
科

研
修
旅
行
も
国
内
に
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
海
外
研
修
で

体
験
で
き
る
内
容
に
近
い
よ
う
に
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

Ｑ

今

後

の

目

標

に

つ

い

て

教

え

て

く

だ

さ

い

甲
府

コ
局
で
は
、
県
内
で
最
も
早
く
探
究
教
育
に
取

り
組
み
、
平
成
2
6年
度
～
3
0年
度
の
文
科
省
｛
ｙ
Ｑ
｝｛

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
「

イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
以
降
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学

校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）
」
事
業
を

経
て
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
探
究
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
後
者
の
グ
ロ
ー
カ
ル
型
事
業
は
令
和
４
度
が

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
培
っ
て
き
た
様
々

な
ノ
ウ
（

ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
重
ね
、
魅
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
普
及

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
高
校
生

や
国
外
の
同
朋
と
気
軽
に
交
流
で
き
る
時
代
に
な
っ
た

と
も
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
ス
キ
ル
を
高
め
、
生
徒
が
主

体
的
に
有
意
義
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
輩
の
皆
さ
ん
の
、

そ
れ
ぞ
れ
学
び
た
い
テ
ー
マ
で
存
分
に
探
究
を
進
め

て
い
く
姿
が
頼
も
し
く
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

６
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山梨には、

もう何年も帰ってないな…
今年のゴールデンウィークは、３年ぶりに新型コロナによる行動

制限がありませんでした。久しぶりの自由な大型連休を､旅行や近

場へのお出かけで楽しんだ方も多かったのではないでしょうか。

みなさん、山梨に､甲府に､お帰りになりましたか。最後に山梨に

帰ったのはいつだったんだろう、もう何年も帰ってないな､と思っ

ていませんか。　　　　　　　　　　　　　　　……………

知らぬ間に､山梨は｢富士の国　 やまなし｣と名乗り、｢ワイン県宣

言｣を行っています。私たちが知っている山梨は､大きく変わって

きています。新しい魅力を発信しつづけています。

鳥もつ煮や昇仙峡､桃の花だけではないのです。

このようななか､山梨在住の同窓生に、甲府の、古くてちょっと新

しいスポットや、山梨で味わえるワインや料理を紹介してもらい

ました。

魅力いっぱいの山梨に帰ろう。

７
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ｉ

－
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の
真
ん
中
に
鉄
道
を
通
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
か

つ
て
の
面
影
が
再
現
さ
れ
た
城
郭
は
、
古
の
甲
府
城
を

再
現
し
た
も
の
。
皆
さ
ん
是
非
、
こ
こ
で
時
代
を
遡
っ

て
く
だ
さ
い
。

北
日
の
城
門
を
抜
け
る
と
、
こ
こ
に
も
市
長
が
皆
さ

ん
に
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
甲
州
夢
小
路
で
す
。
石
畳
や
古
材
を
見
事
に
配
し

た
街
並
み
に
飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
が
立
ち
並
び
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
甲
府
城
下
町

の
風
情
が
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
こ
こ
一
帯
は

市
長
が
お
っ
し
ゃ
る
通

り
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
で

し
た
。
甲
府
城
の
城
門
を
抜

け
、
甲
州
夢
小
路
を
歩

い
て
み
れ
ば
、
江
戸
・

明
治
・
大
正
・
昭
和
と

幾
時
代
も
の
甲
府
が
体

験
で
き
る
の
で
す
。

市
長
「
甲
州
夢
小

路

は
、
観
光
立
県
山
梨
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
。
こ
こ

に
く
れ
ば
、
山
梨
の
特

色
が
い
ろ
い
ろ
体
験
で
き
る
た
め
、
都
市
観
光
と
な
っ

て
甲
府
駅
周
辺
の
集
客
に
役
立
っ
て
い
る
ん
で
す
」

そ
の
集
客
力
は
、
観
光
客
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
友
人
に
も
、
帰
省
の
折
は
ま
ず
こ
こ
に
寄
っ
て
ご

飯
を
食
べ
て
実
家
に
帰
る
と
い
う
友
人
が
何
人
も
い
ま

す
。
ど
う
で
す
か
、
帰
省
の
折
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？

お
昼
を
頂
い
た
の
は
、
山
梨

県
産
の
食
材
だ
け
で
運
営
す
る

山
梨
レ
ス
ト
ラ
ン
「
メ
リ
メ

ロ
」
。
全
て
の
食
材
が
山
梨
産

と
い
う
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
を

味
わ
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、

］`
且

貼

付

言

し
み
が
深

市
長

「
昔
は
乾
杯
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
、

ト
リ
ビ
ー
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
…

今
、
山
梨
の
ワ
イ
ン
の
醸
造
所

の
レ
ベ
ル
が
高
い
か
ら
是
非
、

乾
杯
は
、
ワ
イ
ン
か
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
」

こ
こ
に
も
3
9歳
の
歳
の
差
を

実
感
し

ま
し
た
。
僕
ら

の
場

合
、
一
杯
目
か
ら
（

イ
ボ
ー
ル

が
多
い
ん
で
す
が
…
。

新

た

な

暮

ら

し

方

の
提

案

続
い
て
や
っ
て
き
た
の
は
、
甲
府
市
を
一
望
で
き
、

葡
萄
畑
に
囲
ま
れ
た
愛
宕
山
の
中
腹
で
し
た
。

市
長
「
こ
こ
は
、
東
京
同
窓
会
の
人
た
ち
に
、
新
た
な

甲
府
と
の
付
き
合
い
方
を
提
案
し
た
い
場
所
な
ん
で

す
」そ
こ

に
建
っ
て

い

た
の
は

、
古
民
家
を

改
築
し

た
シ
ェ
ア
（

ウ
ス

が
二

棟
と
イ

ベ

ン
ト

ス
ペ
ー
ス
が
一

棟
。こ
こ
で
展

開
さ
れ

て

い
る
の
は
、
「
結

（
ゆ
い
）
」

事

業

。

ち

ょ
っ
と

、
昔

の
口

本

の
生
活

を
取
り
込

み

な
が
ら
暮
ら
す
こ

と
を
目

指
し

て

い
る

の
で
す
。

９
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事
業
を
展
開
す
る
の
は
大
原
勝
一
さ
ん
。
実
は
こ
の

方
も
昭
和
5
8年
卒
の
甲
府
一
高
同
窓
生
で
し
た
。

大
原
「
入
居
希
望
者
は
、
会
社
員
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
方
な
ど
実
に
様
々
で
す
。
甲
府
は
東
京
か
ら
も
近
い

で
す
し
、
地
方
都
市
か
ら
持
続
可
能
な
暮
ら
し
方
が
発

信
で
き
る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
ま
す
」

市
長
「
東
京
同
窓
会
の
方
で
も
、
高
齢
の
ご
両
親
の
面

倒
を
見
る
た
め
に
平
日
は
東
京
、
週
末
は
甲
府
と
い
う

風
に
二
重
生
活
を
送
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
…

甲
府
市
で
は
、
移
住
対
象
者
に
補
助
や
助
成
金
を
出
す

な
ど
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
」

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
本
当
に
私
た
ち
の
生
活
へ
の
向

き
合
い
方
も
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

東
京
と
甲
府
の
二
拠
点
生
活
や
リ
モ
ー
ト
生
活
を
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
古
民
家
で
豊
か
な
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を

送
る
の
も
人
生
を
変
え
る
選
択
肢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
古
民
家
で
驚
き
だ
っ
た
の
が
五

右
衛
門
風
呂
。
僕
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
体
験
。
樋

口
市
長
は
、
薪
を
竹

筒
で
吹
い
て
湯
を
沸

か
し
た
経
験
も
あ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
も

実
感
す
る
昭
和
と
平

成
の
違
い
。

し
か
し
こ
こ
で
五

右

衛

門

風

呂

に

浸

か
っ
て
、
甲
府
盆
地

の
煌
び
や
か
な
夜
景

を
眺
め
る
・：
こ
れ
だ

け
は
、
ど
の
時
代
も

共

通
に

最

高
で

す

ね
。

甲
府

の
文

化

発
信

基

地

を
再

認
識

続
い
て
や
っ
て
き
た
の
は
、
山
梨
県
立
美
術
館
。
言

わ
ず
と
知
れ
た
「
ミ
レ
ー
」
の
名
画
が
代
名
詞
で
す
。

し
か
し
、
美
術
館
に
は
入
ら
ず
、
市
長
が
真
っ
先
に

指
差
し
だ
の
は
大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
し
た
。

作
品
名
「
ザ
　
ビ
ッ
グ

ー
ア
ッ
プ
ル
Ｚ
Ｏ・
合
」

世
界
で
活
躍
さ
れ
る
甲
府
市
出
身
の
現
代
美
術
作

家
、
佐
藤
正
明
さ
ん
の
作
品
で
す
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
県
立
美
術
館
創
立
3
0周
年

の
記
念
に
佐
藤
さ
ん
が
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

そ
う
、
市
長
に
は
ミ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
他

の
素
晴
ら
し
い
も
の
に
も
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
る
の
で
す
。

市
長
「
そ
こ
で
私
か
紹
介
し
た
い
の
が
、
甲
府
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ハ
ウ
ス
で
す
」

こ
こ
県
立
美
術
館
周
辺
一
帯
は
、
昭
和
5
3年
に
美
術

館
が
開
館
し
て
か
ら
文
化
的
成
熟
度
を
高
め
、
山
梨
の

文
化

の
中
心
と
も
言
え

る
場
所

で
す
。
そ
こ

に
2
0
2
0

年

の
１９一

月
、
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
甲
府

ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（

ウ
ス
で
す
。

こ
こ
に
展
示

さ
れ
て

い
る
の

は
、
館
長
の
田
辺
文
子
さ
ん
が
長

年
収
集
し
て
き
た
ア
ー
ト
フ
ァ
ン

驚
き
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

入

目
を
入

っ
て
ま
ず
目
に
つ

く
の
は
、
パ
リ
で
活
躍
し
た
日
本
人
画
家
、
藤
田
嗣
治
氏

の
作
品
。
藤
田
氏
渾
身
の
様
々
な
猫
作
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
甲
府
市
出
身
の
佐
藤
さ
ん
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
こ
に
飾
ら
れ
る
絵
画
は
作
品
選
び

か
ら
見
せ
方
ま
で
、
佐
藤
さ
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
だ
そ

う
で
す
。
佐
藤
さ
ん
の
作
品
を
一
番
良
い
状
態
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
辺
館
長
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
と
て
も
貴
重
な
も
の

ば
か
り
で
、
あ
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
フ
ジ
子
・

ヘ
ミ
ン
グ
の
絵
画
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
で
も

一
際
目
を
引
い
た
の

は
、
エ
ル
メ
ス
の
ス

カ
ー
フ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
し
た
。

エ

ル

メ

ス
第

一

号

は
、
1
9
3
7

年
。

こ
こ
に
は
、
1
9
4
0

年
の
ス
カ
ー
フ
か

ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ

10
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れ
て
お
り
、
1
9
6
4

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
ス
カ
ー
フ
な
ど

全

て

が
貴

重
品

ば
か

り
。
エ
ル
メ
ス
好
き
に

は
た
ま
ら
な
い
世
界
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ル
メ
ス
の
ス
カ
ー

フ
、
こ
こ
に
も
先
輩
か

ら
の
有
難

い
教
え
が
あ
り
ま
し
た
。

服
部
「
樋
口
先
輩
は
奥
様
に
エ
ル
メ
ス
の
ス
カ
ー
フ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？
」

市
長
「
あ
る
よ
、
一
度
だ
け
・：
」

服
部
「
喜
ば
れ
ま
し
た
か
？
」

市
長
「
何
か
悪
い
こ
と
し
た
ん
で
し
よ
、
だ
っ
て
（
笑
）
」

子

供

の
頃

の
思

い
出

に
再

会

…

そ
し
て
、
最
後
に
や
っ
て
き
た
の
は
遊
亀
公
園
の
中

に
あ
る
甲
府
市
立
動
物
園
で
し
た
。

こ
こ
は
全
国
で
４
番
目
に
古
い
動
物
園
と
し
て
１
９

１
９
年
に
オ
ー
プ
ン
。

当
時
は
、
山
梨
だ
け
で

は
な
く
長
野
や
静
岡
か

】
ら
も
家
族
連
れ
が
押
し

」
か
け
、
子
供
た
ち
は
珍

ｙ
し
い
動
物
た
ち
に
目
を

丸
く
し
た
そ
う
で
す
。

’
　
私
も
小
さ
い
頃
、
家

一
族
や
友
達
と
何
度
も
訪

れ
た
記
憶
の
あ
る
こ
の

場
所
。
皆
さ
ん
の
、
脳

‘
も
甲
府
市
立
動
物

一（

黙

罹

緯

よ

な
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
き
な
象
を
間
近
で
見
た
感
動
・：
動
物
と
触
れ
合
っ

た
思
い
出
…
家
族
で
撮
っ
た
貴
重
な
記
念
写
真
・：

ど
れ
も
か
け
替
え
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

市
長
「
こ
の
1
0
0

年
続
く
動
物
園
を
未
来
の
子
供
達

に
ず
っ
と
残
し
た
い
…
小
さ
な
子
供
た
ち
に
、
バ
ー

チ
ャ
ル
で
は
な
く
、
実
物
を
体
験
す
る
感
動
を
い
つ
ま

で
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
の
で
す
」

そ
う
し
た
強
い
思
い
の
も
と
、
こ
の
市
立
動
物
園
は

こ
の
秋
か
ら
、
４
年
ほ
ど
の
改
修
期
間
に
入
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
甲
府
市
立
動
物
園
で
刻
ん
だ
懐
か
し
い
思

い
出
と
再
会
す
る
な
ら
猶
予
は
あ
と
わ
ず
か
。
ラ
ス
ト

何
ヶ
月
か
は
無
料
開
放
と
な
る
そ
う
で
す
。

最

後

に

今
回
、
樋
口
市
長
と
巡
っ
た
場
所
は
、
甲
府
に
新
た

な
活
力
を
生
み
出
す

于
不
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
3
9年
の
歳
月
を
超
え
た
新
た
な
「
絆
」

は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
僕
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び

の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
樋
口
市
長
か
ら
、
東
京
同
窓
会
の
方
々
に
寄

せ
る
思
い
と
は
・：

市
長
「
少
子
高
齢
化
、
地
方
の
衰
退
な
ど
が
叫
ば
れ
る

中
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
人
々
の
多
く
が
、

甲
府
中
学
、
甲
府
一
高
生
で
す
。

ど
う
ぞ
、
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
お
帰
り
の
際
は
地

域
の
活
力
の
ア
ッ
プ
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」

以
上
、
市
長
の
お
供
は
山
梨
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

服
部
廉
太
郎
で
し
た
。
山
梨
に
お
帰
り
の
際
は
、
是
非

私
も
ご
晶
瑕
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲州夢小路

〒400-0031 山梨県甲府市丸の内|丁目IL25http://kosh
ｕyｕｍｅｋｏｕji.ｃｏｍ＝

結 （ ゆ い ）　　　　　　　　ﾕ
……
…ﾚﾉ………=万

https://r-shoei. ｃｏｍ/y ｕi/　 ………………
…
………=………

甲 府 ミ ュ こ ジ ア ム ハ ウ ス

〒400-0065 山 梨 県 甲 府 市 貢 川 ２ 丁 目 ｜ －17https://kof

ｕ- ｍｕs ｅｕｍ-ho ｕsｅ.cｏｍ

甲 府 市 立 遊 亀 公 園 附 属 動 物 園

〒400-0865 山 梨県 甲府 市太 田 町10- ｜https://

ｗｗｗ.city.kofｕ･yamanashi.jp/z ｏｏ/
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シ

ニ

ア

ソ

ム

リ

エ
　
　
　
　

吉
村

幸
一

2
0
0
5
年
に
資
格
を
取
得
（
当
時
の
シ
ニ
ア

ー
ワ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
。
勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
勤
務
。

学
生
時
代
に
ワ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち
、
趣
味
と
し
て
ワ

イ
ン
関
連
の
本
を
読
ん
で
勉
強
を
始
め
、
仕
事
で
は
バ
イ

ヤ
ー
業
務
、
店
舗
出
店
と
様
々
な
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
を
販
売
す
る
仕
事
で
の
ソ
ム
リ
エ
の
役
割
は
、

プ
ロ
と
し
て
の
知
識
、
経
験
を
ふ
ま
え
て
個
々
の
ワ
イ
ン

の
個
性
（
特
徴
）
を
正
確
に
理
解
し
、
そ
の
ワ
イ
ン
の
持

つ
良
い
点
（
魅
力
）
を
消
費
者
の
方
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
、
ま
た
食
事
と
の
相
性
（
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
）
な
ど
、
よ

り
一
層
そ
の
ワ
イ
ン
が
楽
し
め
る
提
案
を
し
て
、
ワ
イ
ン

と
い
う
素
晴
ら
し
い
お
酒
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
紹
介
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本ソムリエ協会

ソムリエバッジ

愛用のソムリエナイフ

前
職
で
は
、
酒
類
全
般
を
扱
い
、
絶
対
的
な
上
位
品
質

で
い
え
ば
外
国
産
が
優
位
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
勉
強
し
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
の

世
界
に
挑
戦
す
る
成
長
ま
で
の
過
程
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
日
本
ワ
イ
ン
の

良
い
点
を
知
り
、
勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
日
本
ワ
イ
ン
だ

け
を
売
る
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
問
し
て

購
入
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
と
の
接
客
と
、
日
本
ワ
イ
ン

の
良
さ
を
伝
え
る
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
造
り
手

清

水
　

昌
行

シ
ミ
ズ
酒
販

代
表
取
締
役

私
（
吉
村
）
が
清
水
君
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

3
9年
前
か
ら
、
シ
ミ
ズ
酒
販
の
店
舗
が
所
在
す
る
甲
府

市
里
吉
地
区
の
甲
州
種
ぶ
ど
う
を
１
０
０
％
使
用
し
た
ワ

イ
ン
を
県
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
委
託
醸
造
。
毎
年
地
元
の
方

に
地
元
の
ぶ
ど
う
で
作
っ
た
ワ
イ
ン
を
届
け
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
長
く
販
売
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
山
梨

ヌ
ー
ボ
ー
（
新
酒
）
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
時
代
に
、

収
穫
し
た
ぶ
ど
う
を
そ
の
年
の
内
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ワ
イ

ン
に
仕
上
げ
て
販
売
す
る
、
一
歩
先
行
く
商
品
で
し
た
。

現
在
で
は
地
産
地
消
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
も
当
た

り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
軒
の
酒
販
店
が
毎

年
2
0
0
0
本
（
現
在
）
の
ワ
イ
ン
の
販
売
を
3
9年
間
も

継
続
で
き
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
ワ
イ
ン
が
多
く
の
方

に
認
め
ら
れ
て
い
る
な
に
よ
り
の
証
（
あ
か
し
）
で
す
。

農
家
の
方
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
ワ
イ
ン
の
品
質
も
ワ

イ
ナ
リ
ー
任
せ
に
せ
ず
、
納
得
の
い
く
ワ
イ
ン
造
り
を
更

新
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
甲
府
市
の
認
証
す
る
「
甲
府

之
証
」
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

’
　

Ｗ
ｔ

Ｋ
Ｆ

‘州

．Ｘ
　
　

ｊ
゛

―

』

『
…

…

ｙｙ－
‘‐

一

’‐
　

ｊ
　
卜

”

¨
９

回
　

マ

里
吉
２
０
２
１
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
コ
メ
ン
ト
（
吉
村
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
）

輝
き
が
あ
り

、
透
明
感
の
あ
る
、
無
色
に
近
い
色
合
い
。
粘
性
は
さ
ら
っ

と
し
て
お
り
、
若
々
し
さ
や
軽
さ
を
感
じ
さ
せ

る
外
観
で
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
さ
わ
や
か
な
柑
橘
系
や
青
リ
ン

ゴ
の
よ
う
な
生
き
生
き
し

た
香
り
や
白
い
花
の
よ
う
な
や
さ
し
い
香
り
を
感
じ
ま
す
。

味
わ
い
は
軽
く

、
酸
は
穏
や
か
で

甲
州
種
に
よ
く
あ
る
苦
み
や
え
ぐ
み
も

少
な
く
き
れ
い
な
味
わ
い
で
す
。
フ
ル

ー
ツ
を
思
わ
せ
る
心
地
よ
い
風
味
と

後
味
に
は
や
さ
し
さ
や
ま
ろ
や
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
余
韻
は
短
く
あ
っ
さ
り

し
て
い
る
の
で

、
と
て

も
飲
み
や
す
く

、
今
ま
で
ワ
イ
ン

を
飲
ん
で

い
な
か

っ
た
方
に
も
お
す
す
め
の
ワ
イ
ン
で
す
。
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フ

レ

ン

チ

シ

ェ

フ

山
田
　
真
治

ぶ

ど
う
畑

の
中

の
フ

レ
ン
チ

レ

ス
ト

ラ
ン

「
キ
ュ

イ
エ

ッ
ト

」
オ

ー
ナ

ー

シ
ェ
フ

近
年
、
料
理
で
は
テ
ロ
ワ

ー
ル
　（
そ
の
土

地
の
地
域

性
）
が
、
と
て
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
も
現
在
、
山

梨

ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
の
追

及

・
実
現
を
テ

ー
マ
に
し

て
、
県
内
の
複
数
の
シ
ェ
フ

と
県
の
観
光
振
興
課
と
で
チ

ー
ム
を
つ
く
り
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
山
梨
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
の
が
、
や
は
り

ワ
イ
ン
で
す
。
近
年
の
県
産

ワ
イ
ン
の
質
の
向
上
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
県
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
努
力
が

あ
り
ま
す
。

山
梨
県
内
に
複
数
点
在
し
て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ

ン
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
私
達

料
理
人
が
っ
く
る
料
理
や
県
産
食
材
に
あ
る
テ
ロ
ワ
ー
ル

と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
山
梨
の
食
と
ワ
イ
ン
の
魅
力

を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山

梨

県

産

ワ

イ

ン

の

ト

レ

ン

ト

最
近
の
山
梨
の
ワ
イ
ン
業
界
は
、
先
駆
的
な
各
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
次
の
世
代
の
方
が
そ
の
意
思
を
継
ぎ
、
海
外
で
醸

造
の
修
行
を
す
る
な
ど
し
て
、
高
品
質
な
山
梨
県
産
ワ
イ

ン
を
生
み
出
し
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
製
造
免
許
の
緩
和
に
よ
り
、
異
業
種
か

ら
ワ
イ
ン
醸
造
に
参
入
す
る
新
規
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
近
代
的

な
設
備
を
保
有
）
も
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
個
性
的
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
（
小
規
模
）
ワ
イ
ナ

リ
ー
も
増
え
、
大
手
メ
ー
カ
ー
に
は
で
き
な
い
、
自
己
主

張
の
あ
る
ワ
イ
ン
造
り
を
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
イ
ル
も
無

濾
過
、
野
生
酵
母
、
有
機
栽
培
な
ど
様
々
な
切
り
口
で
、

個
性
的
な
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
ワ
イ
ン
」
と
し
て
純
国
産
ワ
イ
ン
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
運
も
高
ま
り
、
大
手
か
ら
小
規
模
な
各
ワ
イ
ナ
リ

ー
ま
で
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
県
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
、
様
々
な
ワ
イ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

日

本

ワ

イ

ン

コ

ン

ク

ー

ル

国
産
ぶ
ど
う
を
１
０
０
％
使
用
し
た
日
本
ワ
イ
ン
を
対
象

と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
が
例
年
７
月
頃
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

赤
・
白
・
日
本
品
種
な
ど
1
2部
門
で
専
門
家
の
審
査
に

よ
り
金
・
銀
・
銅
（
全
部
門
で
約
２
０
０
点
が
受
賞
）
な

ど
が
決
ま
り
ま
す
。
山
梨
の
ワ
イ
ン
も
数
多
く
受
賞
し
て

い
ま
す
。
意
外
に
も
、
価
格
の
高
い
ワ
イ
ン
が
金
賞
を
独

占
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
賞
や
銅
賞
の
ワ
イ
ン

を
含
め
て
セ
レ
ク
ト
す
れ
ば
、
お
い
し

い
ワ
イ
ン
が
手
に

入
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

ワ
イ
ン
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ユ

吉村シニアソムリエ

のアドバイス

ポ イ ン ト

ワ イン の 色と 素材 の 色

味 付け が 同 じ要素 の

も のを 合 わせ るこ と　

肉 一 牛 鹿 猪

○
魚 ― 鮪 鰹

……………………………
旨 味や 味わ い の　

強さ が ある の で　

そ れに 負け ない　

赤 ワイ ン

肉 ― 鶏 豚

魚 ― 鯛 平 目
Ｏ

……………………………
味 わい が淡 白 な　

の です っき り と　

し た白 ワイ ン

ア

ワ

ビ

の

煮

貝

＊

醤
油
ベ
ー
ス
の

淡
い
味
付

け
。

＊
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
甲
州
種
の
オ
レ
ン
ジ
タ
イ
プ

（
皮
の
要
素
の
入
っ
た
）
の
ワ
イ
ン
。

甲

州

鳥

も

つ

煮

＊

素
材
は
白

身
だ
が
コ
ク
の

あ
る
味
付
け

。

＊

軽
め
の

ベ
リ

ー
Ａ

。

八

ヶ

岳

の

白

カ

ビ

系

の

チ

ー

ズ

＊
独
特
の
風
味
の
あ
る
味
わ
い
。

＊

旨
味
の
多

い
シ
ュ

ー
ル

ー
リ
ー
製
法

（
澱
の

要

素
を
活

か
し

た
醸
造

方
法
）
の

甲
州
種
の

ワ
イ
ン
。

山
田
シ
ェ
フ

の
提
案

＊
八
ヶ
岳
山
麓
の
鹿
肉
の
ソ
テ

ー
　
　
　
　

゜

１

二

ソ

ー
ス
ポ
ア
ブ
ラ

ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

ゴ

’

ｊ`
　
　
　
　

狙
’

＊
グ
レ
イ
ス

・
あ
け
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

回
　

｛

中
央
葡
萄
酒

（
グ
レ
イ
ス
ワ
イ
ン
）
　
　
　
　

謬

＊
八
ヶ
岳
湧
水
鱒
と
ホ
ワ
イ
ト

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

蕗
の
蔓
ピ
ュ
レ

＊
穂
坂

甲
州
＆

ヴ
ィ
オ
ニ
エ

マ
ル
ス
　

穂

坂
ワ
イ
ナ
リ

ー

果
実
味
が
豊
か
で
ビ
ロ
ー
ド

の
よ
う
な
タ
ン
ニ
ン
、
ほ
の
か

な
ス
パ
イ
ス
香
が
魅
力
の
北
杜

市
明
野
産
の
赤
ワ
イ
ン
は
、
牛

メ
が
細
か
く
柔
ら
か
な
八
ヶ
岳

山
麓
の
鹿
肉
の
ソ
テ
ー
、
黒
コ

シ
ョ
ウ
を
効
か
せ
た
ソ
ー
ス
と

よ
く
合
い
ま
す
。

ご
匹

桃
な
ど
の
フ
ル

ー
ツ
と
白
い
花

の
香
り
、
果
実
味
に
富
み
ふ
く
ら

み
の
あ
る
味
わ
い
が
印
象
的
な
韮

崎
市
穂
坂

産
の
白
ワ
イ
ン

。

余
韻

は

ブ
ル

ー
テ

ィ

ー
な

酸

味

と
心

地
よ

い

苦

み

が
な

が

く

続

き
ま

す

。
ね

っ

と

り
と

し

た

食

感
の

旨

味
の

あ

る

八
ヶ

岳

湧

水

マ
ス

と

蕗
の

蔓

の

ほ

ろ
苦

さ

と
よ
く
合
い
ま
す
。
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･･7



祝 第62 回

甲府中学・甲府一高

東京同窓会

昭和55 年度卒業　二宮　公俊

起
て
撃
て
勝
て

甲
府
コ
局
　
コ
局

そ
の
名
ぞ
我
が
母
校

仰
ぐ
芙
蓉
の
峰
さ
や
か

寫
天
ま
さ
に
轟
か
む

見
よ
精
鋭
の
集
へ
る
を

結
べ
る
眉
に
必
勝
の

誓
ひ
は
固
し
わ
れ
ら
が
精
鋭

お
お
起
て
撃
て
勝
て

甲
府
コ
局
　
コ
局

そ
の
名
ぞ
我
が
母
校
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ぶ拓

二:
轟

万尽,々 のあ
10 代 の 頃 の 夢 が 自 分 を 育 て て く れ た 、 高 校 時 代 に そ の 後 の人　 、　　　　　　　　　　

………………
…………･･

生 を 決 め る 出 来 事ヵ
£･
つ な 、 振 り返 る と そ の よ う な 感 慨 を 覚　y 、 、…………………∧:j,j｡二

＼S j'j･lii 
‘ 2 
‘Sil

え る 二 と があ り ます
レ 白L

か 持
フ て ゛ る 現 在 まで の そ れ ぞ れ

ｙ ＼　11111　
糧 嚢IL

の 道 程 の 物 語。　　　　 ………'｡‥　　　､
‥

同窓生3人に高校時代、そしてぞの後の歩みと今について

語っていただきました。　　　　　　　　　　………
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こ ‾`¶

第62 回 甲府中学・甲府一高 東京同窓会

2
5年
ぶ
り
の
帰
郷

「

山

梨

の

皆

さ

ん

、

帰

っ
て

き

ま

し

た
Ｉ

Ｉ
・
」

と

盆

地

か

ら

富

士

山

ま

で

一

望

で

き

る
甲

府

城

か

ら
叫

ん

だ

番

組

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

。
2
0
2
1

年

春

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

甲

府

の

「

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

か

い

ド
キ

」

の
キ

ャ
ス

タ
ー

と
し

て
、

甲

府
一
高

卒
業

以

来
2
5
年

ぶ
り

に

山

梨

の

地

に

戻

っ

て

き

ま

し

た

。

番

組

は

月

曜

か

ら

金

曜

ま

で

夕

方

６

時
1
0
分

か

ら

、

最

新

の

ニ

ュ

ー

ス

や

話

題

、

ス

ポ

ー

ツ

や

気

象

情

報

な

ど

を

県

内

向

け

に

お

伝

え

す

る
5
0
分

間

の

生

放

送

。

す

で

に

お

目

に

か

か

っ

て

い

る

か

も
し

れ

ま

せ

ん

ね

。

毎

日

、

甲

府

の

。
中

心

”

の

変

化

を

感

じ

な

が

ら
平

和

通

り

を

歩

い

て

通

勤

、

山

梨

再

発

見

の

た

め

放

送

の
合

間

を

縫

っ

て

取

材

に
も
出
掛
け
、
大
好
き

な
故
郷
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
仕
事
が
で
き
る
喜

び
を
噛
み
締
め
る
日
々

で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
根
幹

は
「
皆
さ
ん
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
報
道
」
。

こ
の
１
年
、
コ
ロ
ナ
禍

を
生
き
抜
く
た
め
に
ど

う
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

伝
え
る
の
か
が
番
組
の

中
心
で
す
ね
。
災
害
か

ら
命
を
守
る
防
災
・
減

災
へ
の
思
い
も
強
く
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

敢
え
て
高
い
レ
ベ
ル
に
身
を
置
く

一
高
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
現
在
の
自
分
の
礎
は
山
梨
で
の
サ
ッ
カ
ー
経

験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
時
代
は
朝
練
に
始
ま
り
、

夕
方
の
部
活
動
を
終
え
る
と
、
夜
は
塚
田
雄
二
監
督
（
韮

崎
高
出
身
、
元
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
監
督
）
が
教
え
る

Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
自
転
車
を
3
0分
こ
い
で
通
い
、

校
の
優
秀
な
選
手
だ
ち
と
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。
Ｕ
ス

で
は
中
学
生
と
し
て
県
内
初
の
海
外
遠
征
も
経
験
し
ま

た
。
前
年
ま
で
強
化
校
だ
っ
た
一
高
進
学
が
決
ま
る
と

校
に
電
話
し
て
頼
み
込
み
、
入
学
式
を
待
た
ず
し
て
サ

カ
ー
部
の
練
習
に
参
加
し
（

イ
レ
ペ
ル
な
先
輩
た
ち
の
ツ高し ポ他中

に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
１
年
生

の
冬
に
は
県
ベ
ス
ト
８
メ
ン
バ
ー
の
Ｉ

人
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
正
直
、
上
手

な
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
敢
え
て
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
に

身
を
置
き
一
流
か
ら
学
び
世
界
を
広
げ

る
、
こ
の
精
神
だ
け
は
持
ち
続
け
人
間

と
し
て
の
成
長
に
繋
げ
て
き
た
の
だ
と
今
振
り
返
る
と
思

い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
結
び
付
け
て
く
れ
た
の
も
サ
ッ
カ
ー
で
し

た
。
大
学
時
代
の
就
職
活
動
中
、
自
分
に
は
何
か
で
き
る

の
か
、
強
い
気
持
ち
で
働
け
る
の
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

か
、
自
問
自
答
の
末
に
導
き
出
し
た
答
え
は
サ
ッ
カ
ー
へ

の
恩
返
し
で
し
た
。
Ｗ
杯
に
Ｊ
リ
ー
グ
、
最
も
中
継
し
て

い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
そ
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
伝
え
る
仕
事
を
し
よ

う
と
が
む
し
や
ら
に
掴
み
に
い
き
、
何
と
か
ご
縁
を
頂
い

た
の
で
す
。

。ス
ポ
ー
ツ
魂
゛
を
仕
事
に

熊
本
、
前
橋
、
東
京
、
名
古

屋
、
東
京
、
岡
山
、
甲
府
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
渡
り
歩
い
て
き
た
放
送

局
で
す
。
地
方
で
高
校
サ
ッ

カ
ー
や
高
校
野
球
な
ど
を
取
材
し
、
若
手
の
登
竜
門
で
あ

る
甲
子
園
で
の
実
況
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、
念
願
か
な
っ

た
最
初
の
東
京
は
、
朝
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
「
お
は
よ
う
日

本
」
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
仕
事
で
し
た
。
紅
白
の

司
会
を
何
度
も
務
め
た
阿
部
渉
ア
ナ
や
、
今
は
あ
さ
イ
チ

の
Ｍ
Ｃ
を
し
て
い
る
鈴
木
奈
穂
子
ア
ナ
ら
と
共
に
日
本
の

朝
に
情
報
を
届
け
ま
し
た
。
朝
の
番
組
は
夜
中
２
時
半
起

床
の
過
酷
な
生
活
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
頂
い
た
チ
ャ
ン

ス
、
私
は
と
り
わ
け
サ
ッ
カ
ー
取
材
に
奔
走
。
全
国
の

様
々
な
方
が
見
て
く
れ
る
番
組
で
、
サ
ッ
カ
ー
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
人
に
日
本
代
表
戦
な
ど
を
ゲ
ス
ト
解
説
者
の
力

を
借
り
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
そ
の
面
白
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
海
外
で
の
仕
事

を
通
じ
、
他
競
技
の
魅
力
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。
あ
の
浅

田
真
央
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
2
0
1
0
年
カ
ナ

ダ
で
の
バ
ン
グ
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
現
地
キ
ャ
ス

タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
リ
ー
グ

ー
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
投

手
の
挑
戦
、
韓
国
ゴ
ル
フ
の
強
さ
の
秘
密
を
探
る
た
め
に

ソ
ウ
ル
に
飛
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
必
ず
実
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現
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
私
に
と
っ
て
Ｊ
リ
ー
グ
が

開
幕
し
た
高
校
１
年
の
時
か
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
サ
ッ
カ
ー

の
キ
ン
グ
カ
ズ
こ
と
三
浦
知
良
選
手
へ
の
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

カ
ズ
さ
ん
が
通
う
東
京
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
ー
ツ
の

お
店
に
自
ら
頼
み
込
み
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会
場
を
セ
ッ
テ
イ

ン

グ

し

ま

し

た

。

メ

チ

ャ

ク

チ

ャ

、

か

っ
こ

よ

か

っ
た

で

す

（
ミ

ー
（

Ｉ

で

す

ね
・：
笑

）

。

私

は

ト

ッ

プ

ア

ス

リ

ー
ト

の

言

葉

の
力

に

は

、

全

て

の
人

に

通

じ

る
も

の

が

あ

る

と

ず

っ
と

信

じ

て

い

る

の

で

す

が

、

数

々

の
栄
光
を
掴
ん
で
き
た
当
時
4
4歳
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
選
ん

だ
言
葉
は
「
何
を
し
て
き
た
か
で
は
な
く
、
今
、
何
か
で

き
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
て
い
く
か
だ
」
。
こ
れ
は
今
で

も
私
の
心
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

命
を
守
る
報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
ヘ

東
京
で
の
4
4年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
担
当
卒
業
の
際
、
私
は

報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
へ
の
転
身
を
決
意
し
ま
す
。
き
っ
か
け

は
ス
ポ
ー
ツ
担
当
だ
っ
た
最
中
に
起
き
た
2
0
1
1
年
の

東
日
本
大
震
災
。
も
っ
と
救
え
た
命
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
未
曽
有
の
大
災
害
に
直
面
し
た
我
々
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
皆
の
思
い
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
災
害
対
策
基
本

法
で
、
報
道
機
関
で
唯
一
、
指
定
公
共
機
関
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
通
信
、
輸
送
な

ど
と
共
に
緊
急
時
に
国
民
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
根
幹
で
あ
る
命
を
守
る
報
道
で

役
に
立
ち
た
い
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
名
古
屋
で
報

道
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
経
験
を
積

み
、
２
度
目
の
東
京
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

報
道
の
中
枢
、
ニ
ュ

ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
通
称
一
Ｎ
Ｃ
）
の
席
に
着

き
ま
し
た
。
午
前
1
0時
や
正
午
の

全
国
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
様
々
な

報
道
に
携
わ
り
ま
し
た
。
関
東
東

北
豪
雨
、
熊
本
地
震
、
口
永
良
部

島
の
火
山
噴
火
。
ま
た
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る
Ｊ

ア
ラ

ー
ト
　（
有
事

の
緊

急
情

報
）
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
式
の
３
時
間
生
中
継
と

い
う
仕
事
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｃ
で
は
ひ
と
時
も
気
が
休

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
れ
ば

す
ぐ
に
ス
タ
ジ
オ
に
飛
び
込
み
、
災
害
だ
け
で
な
く
事

件
・
事
故
、
政
治
、
経
済
、
常
に
国

内
外
問
わ
ず
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
重

要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
即
放
送
と
な
り

’

ま
す
。

い
わ
ゆ
る
プ
レ
イ
キ
ン

グ

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
ど
れ
だ
け
お
役
に

立
て
た
か
は
視
聴
者
の
方
々
の
ご
判

断
で
す
が
、
私
自
身
も
ア
ナ

ウ
ン

サ
ー
と
し
て
大
き
く
視
野
を
広
げ
る

こ
と

が
で
き
た
３
年
間
、
後
半
は

ニ
ュ
ー
ス
７
に
も
参
加
し
仲
間
た
ち

と
Ｎ
Ｃ
を
守
り
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に

2
0
1
8
年
、
岡
山
に
赴
任
し
た
年
の
７
月
、
西
日
本

豪
雨
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
。
特
に
被
害
が

大
き
か
っ
た
の
は
倉
敷

市
真
備
町
で
す
。
私
は

直

後

に
被

災
地

に
入

り
、
水
の
恐
ろ
し
さ
、

高

齢
者

避

難

の
難
し

さ
、
何
よ
り
私
た
ち
は

異
常
気
象
の
時
代
を
生

き
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
ど
う
し
た

ら
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
被
災
し
た
方
々
に
話
を
聞
く
中
で
最
も
重
要

だ
と
思
っ
た
こ
と
は
「

。前
も
っ
て
”
安
全
な
場
所
に
移

動
す
る
こ
と
」
で
す
。
特
別
警
報
な
ど
危
機
が
迫
っ
て
か

ら
動
く
の
で
は
遅
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
住

む
地
域
の
浸
水
や
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
知
り
正

し
く
恐
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
を
胸
に
戻
っ
て
き
た
山
梨
。
ふ
る
さ
と
の
減

災
の
た
め
、
ま
ず
私
は
山
梨
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
報
道
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
山
梨
の
人
た
ち

は
災
害
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
大
き
な
水
害
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
過
去
の
歴
史
は
そ
う
で
な
い

こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
私
か
着
目
し
た
の
は
「
自
然
災

! の 川 害?

土 ｀伝i

石 大 承ﾔ

流 武 碑
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でl

先 水
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人 害 －:
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漂 詐

: そ 和 や
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歴 村 士

牡

づ

=

j
前

,719 佃 帚爾llrW9 閤IFI.

芦　･I=……･
‘!ﾀ…゙……゛･．

ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
の
カ
ズ
さ
ん
と
同
じ
年
、
「
何
を

き
た
か
で
は
な
く
、
今
、
何
か
で
き
る
の
か
」
を
常

い
か
け
、
故
郷
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

さ

て

、
2
0
2
2

年

度

、
Ｎ

Ｈ

Ｋ

甲

府

「

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

か

い

ド

キ

」

は

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

。

。
山

梨

の

み

ん

な

の
チ

ャ

ン

ネ

ル

”

を

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

に

、

若

い

皆

さ

ん

を

含

め

、

よ

り

幅

広

い
世

代

の

方

々

に

親

し

ん

で

も

ら
え

る

よ

う

、

様

々

な

市

町

村

か

ら

の
生

中

継

や

観

光

グ
ル

メ

の

情

報

な

ど

強
化

し

、
Ｔ
ｗ
i
ｔ
ｔｅ
ｒ
な

ど

を

通

し

て

番

組

へ

ど

ん

ど

ん

参

加

し

て

も

ら

う

仕

掛

け

も

考

え

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

も

ち

ろ

ん

、

私

に

は

山

梨

で

培

わ

れ

た

サ

ッ

カ

ー

魂

が

宿

り

続

け

て

い
ま

す

。

サ

ッ

カ

ー

へ

の
恩

返

し

と

し

て

ヴ

ァ

ン

フ

ォ

ー

レ

甲

府

の

試

合

を

取

材

し

ス

ポ

ー

ツ

の

情

報

も

充

実

さ
せ

て

い
き

ま

す

。

最

後

に

甲

府

一

高

同

窓

生

の

皆

さ

ん

に

ワ

ガ

マ

マ

な

お

願

い

を

さ

せ

て

く

だ

さ

い

。

今

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

甲

府

公

式

Ｔ
ｗ
i
ｔ
ｔｅ
ｒ
（
ア

カ

ウ
ン

ト

④
コ
回
－
回

収
に
）

で

の
発

信

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

の

望

月

へ

の

激

励

も

込

め

て
！
・

。
フ

ォ

ロ

ワ

ー

”

に

な

っ

て

い
た

だ

け

れ

ば

嬉

し

い
で
す
。
山
梨
の
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
更
新
し
て
い
て
、

い
ド
キ
の
動
画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ

て

み

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

ん
、
こ

ん
な
と
こ

ろ
取
材

た
ら
？・
な
ど
地
域
の
情
報

教
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て を し

ぜ` て皆 ク

校
生
・
大
学
生
の
皆

さ
ん
！・
将

Ｎ

Ｈ

Ｋ

で

一

緒

に
働

き

ま

せ

か
？
Ｏ
Ｂ
訪
問
い
つ
で
も
お
待

し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ご
連

は
下
記
か
ら
お
願
い
し
ま
す
！

絡 ち ん 来 在 ひ み さ し か

ＮＨＫ甲府 ・問合せhttps://ｗｗｗ.nhk.ｏr.jp/kofu/contａｃt/
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東
邦
音
楽
大
学
、
及
び
同
大
学
院
特
任
准
教
授
と
し
て
指
導

の
傍
ら
、
打
楽
器
奏
者
、
音
楽
家
と
し
て
ソ
ロ
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る
河
野
玲
子
さ
ん
。

教
え
子
で
あ
る
斎
木
薫
さ
ん
（
東
邦
音
楽
大
学
大
学
院
・
器

楽
表
現
コ
ー
ス
管
打
楽
器
領
域
・
打
楽
器
専
攻
）
の
ご
協
力

に
よ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
現
し
ま
し
た
。

音
楽
と
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

父
が
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
、
母
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聞
く
の

が
好
き
で
、
家
で
も
よ
く
音
楽
が
流
れ
て
お
り
、
自
然
と
６

歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
先
生
で

ピ
ア
ノ
の
他
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
基
礎
的
な
こ
と
を
幅
広

く
教
え
て
く
れ
、
で
き
よ
う
に
な
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
自
信

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
自
分
で

作
曲
し
た
曲
を
弾
き
語
り
す
る
、
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

初
め
て
人
前
で
演
奏
を
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
進
み
ま
し

た
が
、
激
し
く
自
信
を
失
い
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
ま

し
た
。
「
全
国
に
は
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
人

が
い
る
の
か
」
と
。

そ
れ
で
音
楽
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

中
学
に
進
学
す
る
と
バ
ス
ケ
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
憧
れ

の
先
輩
が
い
て
「
ス
テ
キ
ー・
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
。

意
外
で
す
ね
、
ど
う
や
っ
て
打
楽
器
と
出
会
っ
た
の
で
す
か
？

ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
は
続
け
て
い
ま
し
た
。
作
曲
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
山
梨
県
で
い
つ
も
一
位
を
頂
戴
し
て
い
て
、

音
楽
自
体
が
嫌
い
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
す
。
ほ

ど
な
く
し
て
担
任
の
先
生
に
「
君
は
ど
う
考
え
て
も
音
楽
系

だ
ろ
う
？・
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
素
質
が
あ
る
！
」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
っ
さ
り
と
吹
奏
楽
部
に
転
部
し
ま
し
た
。

で
「
打
楽
器
と
運
命
の
出
会
い
」
と
言
い
た
い
の
で

ま
わ
り
は
楽
器
が
決
ま
っ
て
い
る
状
態
で
、
余
っ
て

い ず

るがそ楽 こ`

器
は
打
楽
器
だ
け
だ
っ
た
の
で
仕
方
な
く
（
笑
）
。
楽
譜
が

読
め
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
シ
ロ
フ
ォ
ン
（
木
琴
）
を
担
当

し
、
弾
い
て
い
く
う
ち
に
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
幼
馴
染
も

打
楽
器
で
、
切
磋
琢
磨
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

マ
リ
ン
バ
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
中
学
生
の
時
で
し

た
。

親

に

「

欲

し

い
！

」

と

言

っ

た

ら

、

あ

っ

さ

り

Ｏ

Ｋ

が
出

て

（
笑

）

。

買

っ

て

も

ら

っ

た

マ
リ

ン

バ
を

学

校

に

置

か

せ

て

も

ら

い
、

ひ

た

す

ら

練

習

し

ま

し

た

。

「
河

野
さ
ん

と

い
え

ば
マ
リ

ン

バ
」

と

い
う
印

象
が
強

い
で

す

が
、
こ
こ

に
出
会
い
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
。

そ
し
て
一

高
へ
入
学
し
て
か
ら
も
吹

奏
楽
部
へ
？

偶

然

に

も

、

高

校

も

幼

馴

染

と

一

緒

に

な

り

、

二

人

で

吹

奏

楽

部

の

打

楽

器

パ
ー

ト

に

入

り

ま

し

た

。

マ

リ

ン

バ

専

門

に

と

い

う

思

い

は

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

ド

レ

ミ

、

と

音

階

の

あ

る

鍵

盤
打

楽

器

な

の

で

、

メ

ロ

デ
ィ

ー

が

弾

け

る

、

と

い
う

理

由

で

も

興

味

を

持

ち

ま

し

た

。

音

域

が

広

く

、

柔

ら

か

で

温

か

く

、

深

い

響

き

の

音

色

の

マ

リ

ン

バ

に

憧

れ

て

い

ま

し

た

。

当

時

は

マ

リ

ン

バ

を

持

っ

て

い

る

学

校

も

少

な

く

、

そ

の

頃

の

一

高

に

も

マ

リ

ン

バ

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

当

時

の
吹

奏

楽

部

の
部

室

は
旧

日

新

ホ

ー

ル

の
２

階

に

あ

り

、
先

輩

方

が

大
変

厳
し

か

っ

た
り

、
夏

は

蒸
し

風

呂

の

よ

う

に
暑

か

っ

た
り

、

と

思

い
出

深

い
場

所

で
す

。

２

年

生

の

時
に

吹

奏

楽

コ

ン

ク

ー
ル

や

ア
ン

サ

ン

ブ
ル
コ

ン

テ

ス

ト

に

初
出

場

し

た

ら
、

い
き

な
り

県

大

会

を
突

破
し

関

東

大
会

ま

で

進

む

こ

と

が
で

き

ま
し

た
。

一

高

の
吹

奏

楽

部

も

私

の
打

楽

器

も

注
目

を

浴

び

、
今

思

え

ば
ま

さ

に

「
井

の

中

の
蛙

」

な

の

で
す

が
、

そ

の
頃

は
自

信

と

意

欲

の
塊

み

た

い
な
と

こ

ろ

が

あ
り

ま

し

た

。
　

そ

の
勢

い
も

あ

っ
て

、

２
年

生

の
終

わ
り

に
音

大

受

験

を
決

意

し

ま
し

た
。

音
大
の
受
験
は
ス
ム
ー
ズ
で
し

た
か
？

蕎

大

に
行

き

た

く

て

、

３

年

生

か

ら
毎

週

、

上

日

に

東

京

ま

で

通

い
ま

し

た

。

音

楽

の

勉

強

、

太

鼓

の

レ

ッ

ス

ン

、

ピ

ア

ノ

が

忙

し

く

、

疲

れ

切

っ
て

甲

府

に

戻

り

、

月

曜

日

は

ふ

ら

ふ

ら

で

遅

刻

し

た

り

（
笑

）

。

恥

ず

か

し

な

が

ら

数

学

は

赤

点

を

取

っ

て

し

ま

い
、

先

生

に

は

ご
迷

惑

を

お

か

け

し

ま

し

た

。

共

通

一

次

試

験

も

懸

命

に

や
り

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

不

合

格

に

な

り

、

当

時

実

技

を

習

っ

て

い
た

先

生

の

縁

で

武

蔵

野

音

楽

大

学

に
入

学

し

ま

し

た

。

そ

こ
で

、
甲

府
を

離
れ
て

東
京
生

活

を
は
じ

め
た

わ
け
で

す
よ

ね
。
い
か
が
で
し

た
か
？

受
験
に
失
敗
し
た
こ
と
で
逆
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
と

に
か
く
練
習
し
ま
し
た
。
寮
で
朝
食
前
に
練
習
、
朝
食
後
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に
も
練
習
、
授
業
の
後
も
ひ
た
す
ら
練
習
。
も
ち

ろ
ん
夕

食
後
も
練
習
。
音
大
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
の
カ
ラ
ー
み
た
い

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
れ
を
全
く
無
視
し
て
、

と
に
か
く
「
自
分
の
演
奏
を
し
た
い
！
・
」
と
い
う
一
心
で

打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
先
生
が
自
由

に
や
ら
せ
て
く

れ
た
の
も
本
当
に
あ
り

か
た
か
っ
た
で

す
。

卒
業
後
は
ど
の
よ
う
な
道
を
考
え
て
い
ま
し
た
か
。
音
大
の
打
楽
器

と
い
う
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
を
目
指
す
印
象
が
あ
り
ま
す
が
。

新

設

の

デ
ィ

プ

ロ

マ
コ

ー

ス

の

あ

る

学

校

に

入

り

ま

し

た

。

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

を

目

指

す

人

も

多

か

っ
た

の

で

す

が

私

は

「

ソ

ロ

で

や
り

た

い
！

」

と

思

い

、

日

本

管

打

楽

器

コ

ン

ク

ー

ル

を
受

け

て
３

位

に
入

賞
し

ま
し

た

。

コ

ン
ク
ー
ル

に
入
賞
し

て
ま
す
ま
す
意
欲
的
に
活
動
し
て

い
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

そ

う

思

っ

て

い
た

矢

先

、

人

生

の

転

機

が

突

然

訪

れ

ま

し

た

。

母

が

脳

腫

瘍

で

余

命

一

年

と

宣

告

さ

れ

た

の

で

す

。

母

が

病

気

に

な

っ

た

こ

と

も

シ

ョ

ッ

ク
で

し

た

が
、

そ

れ

以

上

に
闘

病

中

の

母

が

ど

ん

な

音

楽

も

受

け

入

れ

る

こ

と

が
で

き

な

く

な

っ

た

事

実

に

衝

撃

を
受

け

ま

し

た

。

全

て

の

価

値

観

が
変

わ

っ
て

し

ま

う

よ

う

な

出

来

事

で

し

た

ね

。

「
私

の

や

っ

て

い

る

翌
日
楽

”

と

は

一

体

何

な

の

だ

？

」
　「

音

楽

は

健

康

な

人

だ

け

の

も

の

な

の

か

？

」

と

。

こ

こ

で

、

初

め

て

音

楽

の

意

味

と

真

剣

に

向

き

合

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

と

同

時

に

、

自

分

の

「

音

」

に

対

し

て

も

向

き

合

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

母

の

入

院

先

の

近

く

に

部

屋

を

借

り

て

、

そ

こ

に

マ

リ

ン

バ
だ

け

を

置

い

て

ひ

た

す

ら

練

習

し

ま

し

た

。

毎

日

、
　
　
　

＝
　
’

毎

日

、

「

ド

レ

ミ

フ

ァ

ソ

」

、
　
　

『
暇
　

い

。

た

だ

こ

れ

だ

け

を

録

音

し

て

、
　
　

゛
　

匹
ｇ
・

納

得

い
く

メ

ロ

デ
ィ

ー

が

聞

こ
　

；；
g
1
1
；
ｉ
Ｓ

え

る

ま

で

や
り

続

け

ま

し

た

。

皿

……
　

……

そ

し

て

出

し

た

結

論

は

「

私

は
　

儀

‘
野

人

を

幸

せ

に

す

る

音

楽

を

や
　
　
　

｛
Ｊ
。。。
’

ヽ
。

る

！

｝

と

い
う

こ

と

で
し

た
Ｉ
　
　
　

’
ヽ
。
。。

。

こ

れ

は

母

が

遺
し

て

く

れ

た

も
　

。
ｔ

”

の

だ

と

思

っ
て

い
ま

す

。
　
　
　
　
　

Ｓ
　
　
・
’

お
母

さ
ま

の
ご

病
気

に
よ

り
、

今
　
　
　

；
ｊＸ
I

ま
で
思
っ
て

い
た
音
楽
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て
、
演
奏
活
動
に

も

変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
？

母
は
一
年
半
の
闘
病
生
活
の
末
、
自
宅
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
母
5
6歳
、
私
は
2
5歳
の
時
で
し
た
。
音
楽
、
音
と

向
き
あ
う
よ
う
に
な
っ
て
、
打
楽
器
と
い
う
枠
を
こ
え
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
恩
師
が
「
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
っ
て
く
れ
て
。

落
ち
込
ん
で
い
た
私
を
励
ま
す
意
味
だ
っ
た
と
思
う
の
で

す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
打
楽
器
奏
者
と
し
て
出
演
を

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
音
楽
の
扉

を
開
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
音
楽

家
、
指
揮
者
、
ソ
リ
ス
ト
か
ら
学
ぶ
も
の
は
多
く
、
同
じ

知
れ
ず
で
す
が
、
必
死
に
踏
ん
張
り
ま

だ
女
性
の
打
楽
器
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
少

る
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
東
京
フ
ィ
ル

楽
団
、
東
京
都
交
響
楽
団
、
ア
ン
サ
ン

全
国
の
様
々
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
出
演

だ
き
、
そ
の
経
験
が
今
日
の
私
を
形
成

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

強
く
感

の
た
び

陣時 と
をは も
切 ま数

上
父
響

な
ど
、

を
い
た

と
い
っ

河

野
さ
ん

は
世
界

初

の
マ
リ

ン

バ
と
吹
奏

楽
の
コ

ン
チ

ェ
ル

ト

を
、
2
0世
紀
を
代
表
す
る
作

曲
家
ア
ル
フ

レ
ッ
ド

ー
リ
ー
ド
に
委

嘱
し
、
世
界
初
演
奏

と
レ
コ

ー
デ

ィ
ン
グ
を
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う

い
う
い
き
さ
つ
で
し
た
か
？

（

マ
リ

ン

バ
と
吹

奏

楽

の

た

め

の
コ

ン

チ

ェ
ル

テ
ィ

ー

ノ

示

協

奏
曲
）
」
と

い
う

曲

な

の

で

す

が

、

こ

れ
も

母

の

こ

と

が
き

っ

か

け

で

す

。

健

常

者

だ

け

で

は

な

く

、

病

を

抱

え

て

い

る

人

、

心

が

弱

っ

て

い

る
人

に

も

届

く

、

打

楽

器

の

曲

、

マ

リ

ン

バ

の

曲

が

当

時

ど

こ

を

探

し

て

も

な

か

っ

た

。

ど
う

に

か

し

て

自

分

か

届

け

た

い
、

な

ら

ば

書

い

て

も

ら

お
う

、

と

い
う

気

持

ち

で

し

た

。

世

界

的

作

曲

家

の

り

Ｉ

ド

氏

に

快

諾

し

て

い

た

だ

き

、

ま

た

た

く

間

に

リ

ー

ド

氏

自

身

の

指

揮

で

レ

コ

ー

デ
ィ

ン

グ
、

世

界

初

演

、

同

タ

イ

ト

ル

の
の
し
の
リ

リ

ー
ス

と

続

き

夢

の
よ

う

で

し

た

。

河

野
さ
ん

の
、
こ

の
曲
と
演
奏
に
惹
か
れ
て
マ
リ
ン

バ
を
始

め
、

指
導
し
て

ほ
し

い
、

と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

か
く

い
う

私
も
そ

の
一
人

で
し

た
。
教
え
る
時
に
心
掛
け
て

い
る
こ

と
な

ど

は
あ
り
ま
す
か
？

音
大
は
演
奏
家
を
育
て
る
場
所
で
す
が
、
音
楽
を
通
じ

て
感
性
を
磨
き
、
人
間
力
を
高
め
、
社
会
に
出
て
生
き
抜

く
力
を
つ
け
る
場
所
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
、
「
表
現
の
扉
」
と
い
う
も
の
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
開

け
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
。
そ
の
扉
を
様
々
な
方
法
で

ノ
ッ
ク
し
た
り
、
鍵
を
与
え
た
り
し
て
、
開
か
せ
よ
う
と

思
っ
て

い
ま
す
。
扉

が
開

い
て
視
野

が
広
が
っ
て
く
る

と
、
今
度
は
自
ら
「
音
楽
の
扉
」
を
叩
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
を
知
る
と
共
に
、
他
者
を
も
知
っ
て
い
く

…
。
音
楽
に
よ
っ
て
自
分
を
磨
き
続
け
る
素
晴
ら
し
さ
、

表
現
す
る
喜
び
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら
本
望
で
す
。

私

に
も
ま
だ
ま
だ
閉
じ
た
ま
ま
の
扉

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
演
奏
家
と
し
て
も
教
育
者
と
し
て
も
、
そ
の
「
音
楽

の
扉
」
を
叩
き
続
け
、
真
の
演
奏
家
を
目
指
す

べ
く
活
動

し
て
い
き
た
い
と
持
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
高
生
、
同
窓
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
音
楽
の
基
盤
は
間
違

い
な
く
一
高
時
代
に
あ
り
ま

す
。
一
高
の
自
由
な
校
風
や
素
晴
ら
し
い
先
生
方
、
同
級

生
、
先
輩
、
後
輩
に
恵
ま
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
く
れ

る
環
境

が
あ
っ
た
こ
と
に
、
た
だ
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
の
一
高
生
の
み
な
さ
ん
に
も
、
好
き
な
こ
と
や
、

興
味
が
あ
る
こ
と
に
と
に
か
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ

し
い
、
と
伝
え
た
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
演
奏
活
動
や
交

流
が
制
限
さ
れ
る
日
々
が
続

い
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
て

ま
た
同
窓
会
の
皆
さ
ま
と
発
信
し
合
え
る
こ
と
、
一
高
を

誇
り
に
思
え

る
こ
と
は
本
当

に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
い
ち
ば
ん
印
象
的
だ
っ

た
の
は
「
音
楽
の
扉
」
、
こ
の
言

葉
で
し
た
。
そ
の
扉
は
河
野
さ
ん

の
「
愛
情
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
加
わ
っ
て
こ
そ
開
か
れ
て
い
く

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
河
野
さ
ん

の
想
い
が
届
き
、
打
楽
器
や
マ
リ

ン
バ
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

な
ら
幸
い
で
す
。
　
（
斎
木

薫
）

聞き手の斎木薫さんと
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一
高
で
の
一
番
の
思
い
出
は
強
行
遠
足
で
す
。
そ
れ

は
、
卒
業
後
3
9年
を
経
た
今
で
も
、
貴
重
な
体
験
と
し

て
私
の
中
に
残
り
、
人
生
の
道
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

強
行
遠
足
で
の
途
中
棄
権
1‐
 
1

ｙ
』友
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

初
め
て

の
強
行
遠
足
は
、
途
中
棄
権
と

い
う
情
け
な

い
結
果
で
し
た
。
夜
明
け
す
ぐ
に
、
野
辺
山

の
２
つ
先

の
海
の
口
と

い
う
検
印
所
で
リ
タ
イ
ア
を
申
し
出
て
、

そ
の
ま
ま
電
車
に
乗

っ
て
甲
府
の
自
宅
に
戻

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
高
か
ら
の
距
離
は
6
3
趾

、
小
諸
は
遥
か

彼
方
で
し
た
。
足
の
痛
み
は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
心
が
弱
か

っ
た
の
は
明
白
で
し
た
。
夜
の

闇
と
寒
さ
の
中
で
集
団
か
ら
遅

れ
、
「
こ
の
ま
ま
続
け

て
も
小
諸
ま
で
は
行
き
着
け
な
い
、
ど
こ
か

の
検
印
所

で
制
限
時
間
に
な
る
」
と
思
い
、
自
ら
歩
く
こ
と
や
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
は
も
う
少
し
歩
け
た
と

思
い

ま
す
。
そ
の
時
、
私
の
母
親
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
協
力
し
て
小
諸

の
一
つ
手
前
の
三
岡
検
印
所
で
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し

た
。
他

の
親
御
さ
ん
の
子
ど
も
は
次
々
と
通
過
し

て
い

く

の
に
、
昼
近

く
に

な

っ
て

も
私
は
姿

を
現
し

ま
せ

ん
。
心
配
し
た
人

が
、
手

前
の
検
印

所
の
幾
つ
か
を
車

で
周

っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
現
れ
な
い
の
も
そ
の
筈

で
す
。
私
は
そ
の
時
間
に
は
甲
府
で
布
団
を
か
ぶ
っ
て

寝
て
い
ま
し
た
。
母
親
に
情
け
な

い
思

い
を
さ
せ

た
こ

と
も
、
私
の
心
に
は
ず
っ
し
り
と
残
り
ま
し
た
。

２
年
生
の
強
行
遠
足
で
は
「
必
ず
小
諸
に
行
く
」
と

い
う
目
標
を
立
て
ま
し

た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
ず
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
運
動
部

で
活
躍
し
、
強
行
遠
足

で
も
１
年
生

か
ら
1
0位
以
内
で

ゴ
ー
ル
し
て
い
る
友
人

に
思

い
切
っ
て

「
ど
う
し
た
ら

小
諸
に
行

き
着
け
る
の
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
そ

の
時

の
友
人
の
答
え

が
「
足
を
前
に
出
せ

ば
い
い
ん
だ
よ
」

と

い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
、
そ
の
言
葉
を
聞

い
た
時

に
、
ス
ト

ン
と
俯
に
落
ち

る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
彼

の
言
葉
を
信
じ
、
無
心

に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
足
を
前
に

出
す
こ
と

だ
け
に
集
中
し
ま
し
た
。
幸

い
に
２
年
、
３

年
と
小
諸
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
１
年
次
の
検
印
カ
ー
ド
に
は
大
き
く
「
落
」
と

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
な
く
捨
て
ら
れ

ず
、
今
で
も
手
元
に
残

っ
て
い
ま
す
。

大
学
進
学
と
研
究
者
の
道

氏名唯戻 ｑｔ斡１零●9 組1９

I 
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強 行 遠 足 検 印 カ ー ド

一
高
を
卒
業
後
は
京
都
大
学
の
薬
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
。
そ
の
頃
に
注
目
を
集
め
て
い
た
生
命
科
学
や
遺

伝
子
工
学
な
ど
の
言
葉
に
惹
か
れ
た
の
が
薬
学
部
を
選

ん
だ
理
由
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
研
究
室
は
モ
ル
ヒ
ネ

な
ど
の
鎮
痛
薬
の
分
野
で
有
名
な
教
室
を
選
び
ま
し

た
。
若
い
助
手
の
先
生
と
連
日
夜
中
ま
で
実
験
す
る
な

ど
、
こ
の
教
室
で
は
だ
い
ぶ
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
修
士

課
程
の
後
は
製
薬
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
教
授
か
ら
、
「
学
会
の
懇
親
会

で
偶
然
に
隣
り
合
わ
せ
た
先
生
か
ら
、
京
大
薬
学
部
か

ら
人
を
採
り
た
い
と
言
わ
れ
た
。
君
に
興
味
は
な
い

か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
先
生
は
公
立
の
研
究
機
関
で
あ
る
東
京
都
神
経

科
学
総
合
研
究
所
の
部
長
で
あ
り
、
米
国
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
学
者
の
研
究
室
で
業
績
を
挙
げ
、
鳴
り
物
入
り
で
日

本
に
戻
っ
て
来
て
い
た
高
名
な
研
究
者
で
し
た
。
偶
々

そ
の
頃
に
、
後
任
の
部
長
候
補
と
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
し

た
方
が
京
大
薬
学
部
出
身
で
あ
り
、
次
世
代
の
若
い
ス

タ
ッ
フ
も
同
門
・
同
窓
の
方
が
上
手
く
い
く
だ
ろ
う
と

の
組
織
運
営
上
の
理
由
か
ら
、
学
会
で
隣
り
合
わ
せ
た

私
の
教
授
に
声
を
か
け
た
様
で
す
。

就
職
を
前
に
し
て
教
授
か
ら
「
三
洋
君
、
研
究
者
は

年
に
数
回
賢
く
な
れ
ば
い
い
、
あ
と
は
馬
鹿
に
な
っ
て
手

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
だ
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
ふ
と
、
強
行
遠
足
で
友
人
か

ら
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
研
究
の

道
も
小
諸
へ
の
道
も
、
正
し
い
方
向
に
足
を
出
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
な
の
だ
、
と
学
び
ま
し
た
。
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神
経
難
病
の
研
究

私
か
就
職
し
た
頃
は
、
神
経
難
病
と
呼
ば
れ
る
原
因

不
明
の
病
気
の
一
部
が
遺
伝
子
異
常
に
よ
り
発
症
す
る

こ
と
が
分
か
り
、
神
経
疾
患
の
研
究
が
一
気
に
発
展
し

た
時
期
で
し
た
。
研
究
所
に
は
、
多
く
の
若
い
医
師

が
、
こ
の
新
し
い
研
究
に
取
り
組
む
た
め
に
集
ま
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
研
究
所
の
隣
に
は
神
経
疾
患
の
専
門

病
院
が
あ
り
、
そ
こ
で
私
は
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
と
い
う
病
気
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
運
動
神
経
が
主
と
し
て
侵
さ
れ
る
疾
患
で

す
。
中
年
期
以
降
に
発
症
し
、
感
覚
や
認
知
機
能
は
正

常
に
保
た
れ
た
ま
ま
で
、
自
分
の
意
志
で
体
を
動
か
す

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
病
気
が
進
む
と
、
外
界
と

の
意
思
疎
通
や
呼
吸
も
困
難
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
体

の
中
に
自
分
が
閉
じ
込
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
は
、
多

く
の
専
門
医
が
「
最
も
過
酷
な
疾
患
」
と
形
容
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
有
効
な
薬
剤
や
治
療
法
は
現
在
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と

は
、
新
た
な
治
療
法
の
開
発
に
必
須
の
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
私
は
研
究
所
で
新
た
に
で
き
た
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
研
究
チ

ー’
ム
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
病
気
の

基
礎
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｓ

は
現
在
で
も
私
の
ラ
ボ
の
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

研
究
所
で
は
部
長
か
ら
直
接
に
研
究
の
手
解
き
を
受

け
ま
し
た
。
予
想
外
の
結
果
や
困
難
に
直
面
し
た
時
。

「
研
究
に
は
３
つ
の
戦
い
が
あ
る
」
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
１
つ
め
は
「
自
分
と
の
戦
い
」
つ
ま
り
克
己
心
で

す
。
２
つ
め
は
「
競
争
相
手
と
の
戦
い
」
で
す
。
研
究

で
は
一
番
乗
り
は
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
２
番
目
以
降
は

あ
ま
り
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
３
つ
め
が
「
研
究
対
象

（
自
然
）
と
の
戦
い
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
番
難
し
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
（
我
々
の
領
域
で
は
人
体
・

生
命
）
に
は
法
則
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
大
概
美
し
い
も

の
で
す
が
、
自
然
は
そ
の
姿
を
や
す
や
す
と
は
見
せ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
研
究
者
は
実
験
と
思
索
に
よ

り
、
諦
め
ず
に
自
然
へ
の
問
い
か
け
を
続
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
や
は
り
「
足
を
前
に
出
し
続
け
た
者
」
だ

け
に
自
然
は
そ
の
神
秘
を
見
せ
て
く
れ
る
と
教
わ
り
ま

し
た
。

研
究
者
か
ら
大
学
教
員
へ

研
究
所
に
は
、
途
中
の
２
年
間
の
米
国
留
学
も
含
め

て
1
6年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
一
方
で
こ
の
間
に
、
薬
学

部
で
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
薬
剤
師
養
成
課

程
は
2
0
0
6

年
に
４
年
制
か
ら
６
年
制
へ
と
変
わ

り
、
そ
の
前
後
で
全
国
の
薬
学
部
の
数
は
4
7か
ら
7
1へ

と
急
増
し
ま
し
た
。
こ
の
薬
学
部
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
に

伴
う
教
員
の
異
動
も
相
次
ぎ
、
私
の
身
近
で
も
、
共
立

薬
科
大
学
で
助
教
授
を
し
て
い
た
京
大
の
後
輩
が
、
関

西
の
新
設
薬
学
部
へ
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

彼
と
は
以
前

か
ら
共
同
研
究

を
し
て
い
た
縁

で
、
私
は
後
任

と
し
て
共
立
薬

科
大
学
へ
の
異

動
を
誘
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、

そ
れ
ま
で
大
学

教
員
に
な
る
こ

と
は
全
く
考
え

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
4
0歳

を
目
前
に
し
て

研
究
者
と
し
て

の
自
己
の
先
行

き
に
不
安
を
覚

え
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
思
い
切
っ
て
こ
の
話
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
2
0
0
5

年
４
月
に
私
は
助

教
授
と
し
て
共
立
薬
科
大
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
覚
悟

は
し
て
い
た
も
の
の
、
研
究
所
と
大
学
で
は
そ
の
環
境

は
大
き
く
異
な
り
、
講
義
や
実
習
の
準
備
で
目
が
回
る

よ
う
な
忙
し
さ
に
、
す
ぐ
に
異
動
し
た
こ
と
を
後
悔
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
本
当
に
「
し
ま
っ
た
」
と
思
い

ま
し
た
。

ｆ

Ｃ

合
併
と
コ
ロ
ナ
禍

異
動
し
て
１
年
く
ら
い
す
る
と
、
共
立
薬
科
大
学
と
慶

唐
義
塾
大
学
と
の
合
併
交
渉
が
耳
に
大
っ
て
き
ま
し
た
。

学
内
は
賛
否
両
論
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
新
任
助
教
授
の
私
は
全
く
蚊
帳
の
外
で
し
た
。
異
動

か
ら
２
年
後
の
2
0
0
7
年
に
私
は
教
授
に
昇
任
し
、
そ
。

の
１
年
後
の
2
0
0
8
年
に
共
立
薬
科
大
学
は
合
併
に
よ

り
慶
庖
義
塾
大
学
の
薬
学
部
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
ブ
ラ
ン
ド
の
威
力
と
い
う
も
の
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
慶
庖
義
塾
大
学
薬
学
部
の
偏
差
値

は
い
き
な
り
私
大
薬
学
部
の
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
口
の
悪
い
先
輩
に
は
、
「
三
滓
は

棚
ぼ
た
」
と
言
っ
て
か
ら
か
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
縁

と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
不
思
議
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
令
和
元
年
1
0月
か
ら
思
い
が
け
ず
所
属
の
学

部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
部
長
の
仕
事

は
、
「
挨
拶
（
Ａ
）
、
会
議
（
Ｋ
）
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応

（
Ｔ
）
」
な
の
で
す
が
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
う
ち

に
、
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
モ
ー
ト
化

な
ど
の
目
前
の
課
題
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
は
少
子
化
の
加
速
と
い
う
大
学
の
存
立
基
盤

を
揺
る
が
す
深
刻
な
問
題
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
本

の
年
間
出
生
数
は
、
こ
の
4
0年
間
で
穏
や
か
に
減
少
し

続
け
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
頃
（
約
２
０
０
万

人
）
の
半
数
以
下
、
2
0
1
9

年
に
は
9
0万
人
を
割
り

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
み
控
え
の

影
響
で
、
2
0
2
0

年
、
2
0
2
1

年
は
8
4万
人
と
さ

ら
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
は
従
来
の
予
想
よ
り

ぢ
1
0年
早
い
速
度
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
今
、
大
学
は

危
機
感
を
持
っ
て
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、
歩
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
か
大
学
教
員
に
な
っ
て
か
ら
1
7年
が
経
過
し
、
研

究
所
に
勤
め
て
い
た
期
間
よ
り
も
長
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
学
生
と
一
緒
に
研
究
す
る
こ
と
で
、
自
分

と
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
研
究
に
没
頭
し
て
い
た

頃
と
は
別
の
沢
山
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
学

び
続
け
、
歩
み
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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立
口

ｉ

。万

１

Ｒ

‥
１ １
″
」
刮こ夢中

教室に行かない日はあっても部活に出ない日はなかった…

そんな思い出をもってぃる同窓生もいるでしょう。高校時代

の多くの時間を先輩、後輩、同学年の仲間と過ごし、強い絆

を育んだ場所、部活動。今の一高生も熱心に打ち込んでいま

す。

令和３年度は、弓道部が女子団体でインターハイ決勝トーナ

メントに進出したこと、野球部が選抜高校野球大会における

「21 世紀枠」山梨県推薦校に選出されたことなどが話題と

なった年でした。

また、令和４年７月31日から東京都で開かれる全国高等学　、

総合文化祭には、－高から県下最多の８部門（吹奏ｘ

μ

ア カペラ部 美術部 書道部 写真部 文学吝CU;F

市
郎

筝曲部）の出場が決定してい ます。「文化部ｒr ンターハ

イ」とも呼ばれる晴れ舞台。全国の仲間た　回 交゙流を深め、

切磋琢磨できる貴重な機会で日頃の活　　成果を存分に発揮

してほしいです。　　　　　　　　

と　　　

ノ
。゙’

―高の44の部活動の中から、今回 ま５つの運動部と９つの文

化部を取り上げて、活動のづ 嵩をご紹介します。j ぞ ～
二. 扇 宗 一．
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弓
道
部
で
は
、
技
術
と
個
人
の
人
格
を
磨

き
、
全
国
に
通
じ
る
人
づ
く
り
・
集
団
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
た
ち
で
部
を
運
営
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
先
を
読
む
力
や
行
動
力
な
ど
、
将
来
重
要

と
な
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
は
、
毎
日
切
磋
琢
磨
し

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
潟
県
で
の
イ
ン
タ
ー
（

イ
や

茨
城
県
で
の
全
国
選
抜
大
会
、
東
京
都
で
の
関

東
個
人
選
手
権
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
（

イ
女
子
団
体
出
場

は
3
7年
ぶ
り
４
回
目
、
新
人
戦
女
子
団
体
優
勝

は
4
9年
ぶ
り
２
度
目
で
、
全
国
選
抜
出
場
は
初

出
場
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
（

イ
で
は
、
予
選
を

突
破
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ー
回

戦
で
は
、
予
選
２
位
通
過
の
学
校
と
あ
た
っ
て

し
ま
い
、
惜
し
く
も
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
選
抜
大
会
は
残
念
な
が
ら
あ
と
１
本
と
い

う
と
こ
ろ
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
関
東
個
人
で
は
出

場
し
た
女
子
３
名
の
う
ち
１
名
が
準
決
勝
進
出

を
果
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
部

活
動
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、
こ
の

よ
う
な
大
会
に
出
ら
れ
た
こ
と
は
今
後
に
つ
な

が
る
大
き
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
結
果
が
残
せ
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
き
な
大
会
に
出
ら
れ
る
こ
と
を

含
め
、
多
大
な
る
協
力
や
応
援
に
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
良
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弓
道
部
部
長
　
西
川
絢
野

空
手
部
は
、
現
在
二
年
生
一
名
、
一
年
生
四

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
た

め
、
他
校
と
比
べ
て
練
習
で
き
る
内
容
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
一
人
一
人
の
課
題
の
改
善
に
適
し
た
練

習
や
体
力
強
化
の
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
主
体
的
に
考
え
、
効
率

良
く
練
習
を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
、
猛
威
を
奮
っ
て

い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

若
干
収
ま
り
、
県
総
体
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
中
で
も
特
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
六
月
に
男
女
共
に
団
体
形
・
組
手
で

千
葉
県
で
の
関
東
大
会
に
、
八
月
に
男
女
個
人

形
で
富
山
県
で
の
イ
ン
タ
ー
（

イ
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
一
高
空
手
部
の
男

女
イ
ン
タ
ー
（

イ
出
場
は
約
十
年
ぶ
り
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
を
聞
い
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
大
会
で
は
甲
府
一
高
、
山
梨
県
の
代

表
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
胸
に
、
正
々
堂
々

と
勝
負
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

県
外
の
強
豪
校
の
選
手
と
同
じ
舞
台
に
立
ち
、

戦
っ
た
経
験
は
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
も
技
術

も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
部
と
し
て
大
き

く
成
長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
同

時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
に
出
場
で
き
る
こ
と

へ
の
有
り
難
さ
や
沢
山
の
応
援
し
て
下
さ
る

方
々
の
存
在
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
今
年
度
の
経
験
を
活
か
し
、
周
り

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
野
英
莉
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「
2
1世
紀
枠

山
梨
県
代
表
選
出
報
告
」

2
0
2
1

年
Ｈ
月
９
日
、
第
9
4回
選
抜
高
等

学
校
野
球
大
会
の
2
1世
紀
枠
山
梨
県
代
表
選
考

会
議

が
行
わ

れ
、

本
校
野
球
部

が
選
出
さ

れ

た
。
平
成
且
年
、
1
6年
に
続
く
３
度
目
の
選
出

で

あ
っ
た
。
困
難

な
環
境

の
克

服
、
文
武
両

道
、
強
豪
校
と
の
対
戦
に
よ
る
惜
敗
、
創
意
工

夫
し
た
練
習
、
こ
の
４
つ
を
評
価
し
て
い
た
だ

い
た
結
果
で
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
は
「
心
は
ひ

と
つ
甲
子
園
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
れ
に
恥
じ
な

い
よ
う
な
チ
ー
ム
づ
く
り
、
大

会
結
果
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

短
い
練
習
時
間
の
な
か
無
駄
を
省
き
、
必
要
性

の
高

い
練
習
の
選
択
を
実
践
し
結
果
へ
繋
げ
る

取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
2
1
世
紀
枠
と
し
て
の
関
東
代
表

選
出
に
は
至
ら
ず
、
甲
子
園
は
夢
で
終
わ
っ
て

し
ま

っ
た
。
し
か
し
半
世
紀
に
渡
り
遠
の
い
て

い
る
甲
子
園
再
挑
戦
へ
の
大
き
な
一
歩
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
日
々
の
取
り
組
み
を

評
価
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
ナ
イ
ン
の
大

き
な
励
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
プ
ラ
イ

ド
を
持
ち
、
様

々
な
場
面
で
行
動
す
る
責
任
も

身
に
付
い
た
。

平
成
1
4年
、
1
6年
に
選
出
さ
れ
た
チ

ー
ム
に

は
ま
だ
遠
く
及

ば
な
い
が
、
今
回
の
結
果
で
少

し
で
も
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
表
す
こ
と

が
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
皆
様
に
も
っ

と
よ
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

野
球
部
顧
問
　

小
田
切
孝
之

日
ご
ろ
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
外
部
練
習
場

使
用
料
の
補
助
、
大
会
派
遣
費
の
補
助
等
様
々

な
形

で
ご
支
援
い
た
だ
き
非
常
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
男
子
２
名
、
女
子

３
名
の
計
５
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
部
員
数
を
増
や
し
て
活
動
を
行
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
生
徒
数

が
全
体
的
に
減
っ
て

き
て
い
る
こ
と
や
練
習
場

が
校
内
に
無
く
生
徒

の
目
に
触
れ
る
機
会

が
少
な

い
こ
と
、
道
具
が

高
額
と
い
っ
た
状
況
も
あ
り
、
な
か
な
か
部
員

数
を
増
や
す
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

練
習
は
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内

の
施
設
で

行
っ
て
お
り
、
今
は
東
海
人
甲
府
高
校
、
甲
府

城
西
高

校
に
も
ア

ー
チ

ェ
リ

ー
部

が
あ
る
た

め
、
そ
こ

の
生
徒
と
と
と
も
に
練
習
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
緊
張
感
を

持
ち
な
が
ら
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
合

い
、
ど

の
学
校
の
生
徒
も
目
を
外
に
向
け
関
東
、
全
国

の
舞
台
等

、
県
外

の
大
会
で
活

躍
で
き

る
よ

う
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
イ
ン

タ
ー
（

イ
に
お
い
て
個
人
3
6

位
、
関
東
大
会
に
お
い
て
個
人
９
位
の
成
果
を

上
げ
る
生
徒

が
出
ま
し
た
が
、
団
体
と
し
て
は

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
部
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
部
全
体

の
実
力
を
上

げ
、
団
体
と
し
て

も
結
果
を
残

し
、
同
窓
会
の
皆
様
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

顧
問
　

花
輪
秀
剛
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山
岳
部
は
、
安
全
に
登
山
を
行
う
た
め
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
読
図
や
気
象
知
識
な
ど
の
学
科
に
加

え
、
日
々
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
炊
事
、
幕
営

技
術
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校

山
岳
部
闘
・
0
0に
よ
り
構
成
さ
れ
る
鶴
城
山
岳

会
の
先
輩
方
と
の
登
山
合
宿
を
定
期
的
に
実
施

し
、
実
践
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
山
梨
県
総

合
体
育
大
会
で
は
、
男
子
は
初
優
勝
、
女
子
は

９
大
会
連
続
優
勝
を
果
た
し
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
狭
い
登
山

道
に
お
け
る
登
山
活
動
や
、
テ
ン
ト
を
張
り
炊

事
を
行
う
な
ど
山
岳
部
本
来
の
活
動
は
大
き
く

制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
仲
間
と
同
じ
苫
労

を
経
験
し
、
同
じ
壮
大
な
景
色
を
眺
め
、
自
然

の
雄
大
さ
の
中
で
「
自
分
」
と
い
う
存
在
を
知

る
」
と
い
う
山
岳
部
本
来
の
目
標
達
成
に
は
程

遠
い
活
動
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
の
、
総
合
体
育
大
会
に
お
け
る
結
果
は
私
た

ち
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
希
望
の
光
と
な
っ
た

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
、
通
常
の
活
動
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
勉
強
や

部
活
動
が
出
来
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統

を
紡
い
で
い
く
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
筝
曲
部
は
２
年
生
１
名
、
１
年
生
４
名

の
計
５
名
（
令
和
３
年
度
）
で
活
動
し
て

い
ま

す
。
全
員
初
心
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ

れ
が
積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
達
５
名
全
員
が
芸
文
祭
初
出
場
た
っ
た
た

め
、
早
く
か
ら
芸
文
祭
に
向
け
た
練
習
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
多
く
の
時
間
を
練
習
や
綿

密
な
話
し
合

い
に
費
や
し
て
令
員
が
一
致
団
結

し

た
か
ら
こ
そ
掴
み
取

れ
た
「
芸
術

文
化
祭

賞
」
だ
と
思
い
ま
す
。

総
文
祭
に
出
場
す
る
に
あ
だ
っ
て
の
私
達
の

抱
負
は
、
山
梨
県
代
表
と

い
う
自
覚
を
も
っ
て

練
習
に
励
ん
で
技
術
を
向
上
さ
せ
、
本
番

に
悔

い
の
な

い
、
よ
り
よ

い
演
奏

を
す

る
こ
と

で

す
。
こ

れ
か
ら
も
妥
協
す

る
こ

と
な
く

、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筝
曲
部
部
長
　

松
木
友
佳

筝
曲
部
の
顧
問
と
な
り
、
早
２
年
が
過

ぎ
ま

し
た
。
伝
統
あ
る
甲
府
第
一
高
校
の
伝
統
あ
る

筝
曲
部
、
と

い
う
こ
と
で
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し

た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。

生
徒
た
ち

は
、
外
部
指
導
者
の
内
田
美
幸
先
生
の
も
と
、

非
常
に
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み
、
初
心
者
・

経
験
者
を
問
わ
ず
、
確
か
な
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
は
部
員

が
５
名
と
な
っ
て
し

ま
い
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
少
な
い
人
数
の
中
で

で
き
る
限
り
の
努
力
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
よ
う
と
し

て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
令
和
３
年

度
の
芸
術
文
化
祭
賞
受
賞
と
総
文
祭
出
場
権
獲

得
で
す
。
ど
う
し
て
も
受
賞
を
逃
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
し
た
。

夏
の
総
文
祭
で
も
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

筝
曲
部
顧
問
　
森
岡
博
美
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れ術　 こ年くくスす活マ開ま体験前歌イ以は力新１今活るコＸ
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ま
動し個マＺ

場年祭まル活押てと々披１演ら卜だコ店ななすが中すにて性のＯ
権にでしで動し仲のに露ル奏れをい口街地が ゜　`で な゚いあ もΞ
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獲わ芸 ゜ 毎` て良流謝 ゛ をい た経禍での　` 習 ．　`立 部` れ ヅ

得
し
ま
し
た
。
ま
た
先
日
行
わ
れ
た
山
梨
ヴ
ォ
ー

カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
１
位
の
金

賞
を

い
た
だ
き
、

関
東

大
会

に
も
出
場
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
歌
に
磨
き
を
か
け
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち

を
胸
に
、

誇
り

を
も
っ
て

私
達
ら
し

い

（

Ｉ
モ
ニ
ー
を
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ

れ

か
ら
も
仲
間
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
笑
顔
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

音
楽
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま

す
。
　
　
　
　
　

ア

ー
カ
ペ
ラ
部
部
長
　

長
沼
穂

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及
に
よ
り
、
誰
で
も
簡

単
に
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
、
写
真
部
の

部
員
も
3
0名
を
超
え

ま
し
た
。
先
輩
か
ら
後
輩

へ
撮
影

技
術
を
伝

授
で
き

る
よ

う
に
な

っ
た

り
、
部
員
同
士
で
撮
影

に
出
か
け
た
り
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
学
校
行
事
も
減
っ
て
し
ま
い
撮

影
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
員
は

生
活
の
中
で
被
写
体
を
見
つ
け
撮
影
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
夏

、
３
年
の
渡
迢
聡
君
が
全
国

総
文
祭
和
歌
山
大
会
に
出
品
、
３
年
の
竹
内
怜

生
君

が
関
東
人
会
に
出
品
し
審
査
員
特
別
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
令
和
４
年
度
に
は
全
国
総
文
祭
東
京
大
会

に
３
年
山
本
沙
枝
さ
ん
と
２
年
の
中
洋
美
結
さ

ん
の
２
名
が
出
品
し
ま
す
。
２
年
連
続
全
国
大

会
出
品
は
一
高
写
真
部
の
歴
史
の
中
で
も
快
挙

と
言
え
ま
す
。
ま
た
各
時
期
の
県
の
審
査
会
で

も
、
こ
こ
２
年
は
毎
回
団
体
２
位
～
５
位
に
入

賞
し
続
け
、
層
の
摩
さ
を
評
価
し
て

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

一
高
写
真
部
の
部
員
は
、
自
分
の
撮
り
た
い

物
を
自
由
に
撮
る
と
い
う
校
風
が
あ
り
、
高
校

生
ら
し

い
規
格
に
囚
わ
れ
な
い
写
真

が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
「
人
」
を
撮

る
よ
う
に

呼

び
掛
け
合

い
、
高
校
生
に
し
か
撮
れ
な
い
写

真
を
撮
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
豊
か

な
感
性
を
持
つ
生
徒
が
多
く
、
写
真
を
プ
リ
ン

ト
し
て
互
い
に
評
価
し
合
う
時
間
も
楽
し

い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
校
内
の
至
る
所
に
写
真

が
展
示

さ
れ
、
部
員
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
写
真
を
通
じ
て
感
性
を
磨
い

て
い
き
ま
す
。

顧
問
　

安
達
栄
子
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甲
府
第
一
高
校
美
術
部
で
は
、
主
に
平
日
の

朝
練
と
放
課
後
練
を
軸
と
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
朝
練
で
は
７
時
3
5分
か
ら
デ
ッ
サ
ン

を
中
心
に
技
術
力
を
高
め
、
放
課
後
練
で
は
そ

れ
を
生
か
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
向
け
て
の
作

品
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
油
絵
な
ど
の
平
面

作
品
だ
け
で
な
く
、
身
の
回
り
に
あ
る
素
材
を

生
か
し
た
立
体
作
品
や
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

よ
う
な
感
覚
の
半
立
体
作
品
な
ど
に
も
挑
戦
す

る
な
ど
、
個
性
を
生
か
せ
る
形
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
作
品
の
制
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
甲
府

第
一
美
術
館
」
と
し
て
、
校
舎
の
廊
ド
や
階
段

等
に
部
員
の
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
展
示
の
作
業
を
通
し
、
作
品
を
大
切

に
扱
う
心
構
え
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
展

示
を
見
た
人
が
感
想
を
言
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
作
品
制
作
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
日
々
行

い
、
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
受
賞
を
重
ね
、
県
芸
術
文
化
祭
で

は
1
3年
連
続
芸
術
文
化
祭
賞
、
皿
年
連
続
全
国

大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
も
す
べ
て
部
員
一
人
一
人
が
真
剣
に
絵
と
向

き
あ
っ
た
こ
と
と
、
顧
問
の
石
田
先
生
の
熱
意

あ
る
ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
。

総
文
祭
は
、
全
国
の
高
校
生
の
（

イ
レ
ペ
ル

な
作
品
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
前
回
の
総
文
祭

和
歌
山
大
会
に
も
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
そ
こ
で
見
た
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
群

に
圧
倒
さ
れ
、
今
回
の
県
芸
祭
な
ど
の
作
品
制

作
に
向
け
て
、
気
持
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
総
文
祭
東
京
大
会
で
は
、
頂

い
た
機
会
を
大
切
に
、
経
験
す
べ
て
を
作
品
に

昇
華
さ
せ
る
よ
う
な
心
構
え
で
臨
み
た
い
で

す
。

美
術
部
　
２
年
　
堀
田
陽
生

私
た
ち
文
学
部
で
は
、
定
期
的
に
部
会

を
開
き
、
様
々
な
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
す
作
品
に
対
し
て
部
員
同
士
で
互
評
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て

か
、
こ
こ
数
年
の
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術

文
化
祭
で
は
、
最
高
賞
で
あ
る
芸
術
文
化

祭
賞
や
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
も
果
た

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
一
高
祭
で

は
、
部
誌
を
作
成
し
て
販
売
し
て
お
り
、

昨
年
は
前
売
り
だ
け
で
完
売
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
個
人
で
も
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
、
日
々

創
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
も
昨
年
度
の
山
梨
県
芸
術
文
化
祭
・

詩
部
門
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
東
京
大
会
に
出
場
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
総
文
祭

で
は
、
多
く
の
作
品
に
触
れ
、
自
分
の
中

の
新
た
な
作
品
の
材
料
と
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
自
分
か
得
意
と
す
る
詩
だ
け
で
な

く
、
散
文
な
ど
の
他
部
門
の
作
品
か
ら
も

創
作
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

………　　　　　　　　　　　　　　　　Lit ｅrａtｕrｅ 文学部

私
か
普
段
作
品
を
作
る
際
に
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
、
日
常
の
何
気
な
い
シ
ー
ン

や
感
情
の
揺
れ
な
ど
、
誰
も
が
一
度
は
体

験
し
た
こ
と
が
あ
る
心
情
や
物
事
を
中
心

に
言
葉
を
綴
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

は
、
日
々
の
生
活
を
送
る
中
で
、
自
分
が

触
れ
た
言
葉
や
ふ
と
し
た
瞬
間
に
思
い
付

い
た
言
葉
を
、
作
品
を
作
る
時
の
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
メ
モ
帳
に
書
き
残
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
詩
専
用
の
ノ
ー

ト
に
自
分
か
感
じ
た
思
い
を
率
直
に
書
き

出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
心
の

中
に
溜
ま
っ
た
感
情
の
渦
を
思
う
ま
ま
に

書
い
た
作
品
を
、
日
を
改
め
て
自
分
自
身

で
推
敲
す
る
こ
と
で
、
ま
た
そ
の
作
品
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
「
詞
」
を
大
切
に
し

て
、
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
自
身
の
中
に
あ
る
感

性
を
大
切
に
し
、
発
想
力
豊
か
に
日
々
の

創
作
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
文
学
部
　
２
年
　
小
野
莉
水

４
'
｡ｒ
 
９
 
４

√マ

盾
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私
達
、
座
援
團
吹
奏
楽
部
は
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
活
動
自
粛
や
演
奏
機
会
の

減
少
に
活
動
を
妨
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
過
去
の
先

輩
方
が
積
み
重
ね
た
成
果
と
部
訓
の「
向
上
心
」
を

胸
に
、
自
分
達
の
能
力
や
個
性
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
よ
う
と
日
々
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
１
年
生
部
員
1
9名
を
迎
え
入
れ
、
５
月

に
２
年
ぶ
り
に
一
般
の
お
客
様
に
演
奏
を
聞
い
て

頂
く
こ
と
が
出
来
た
第
6
2回
定
期
演
奏
会
の
開
催

か
ら
今
年
度
の
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
６

月
に
は
Ｉ
、
２
年
生
の
み
で
、
初
の
本
番
で
あ
る

∵
局
祭
で
の
発
表
や
、
７
月
に
は
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
山
梨
県
大
会
に
お
い
て
銀
賞
受
賞
、
甲
府

西
高
校
吹
奏
楽
部
さ
ん
と
の
合
同
練
習
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
や
大
会
を
経
験
す
る
度
に
、
当
初
感
じ
て

い
た
活
動
へ
の
不
安
や
部
活
動
運
営
上
の
不
甲
斐

な
さ
は
、
自
信
と
希
望
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
矢
先
に
猛
威
を
振
る
っ
た
の

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
活
動
の
停
止
と

縮
小
は
２
ヶ
月
程
続
き
、
明
日
へ
と
進
も
う
と
一

致
団
結
し
て
い
た
私
達
を
散
り
散
り
に
し
て
し
ま

う
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
活
動
内

容
に
工
夫
を
重
ね
、
迎
え
た
1
0月
の
芸
術
文
化
祭

で
は
、
委
嘱
作
品
で
あ
る「
エ
ス
タ
ー
テ
～
蒼
寫
の

風
」
を
演
奏
し
、
芸
術
文
化
祭
賞
な
ら
び
に
、
2
0
2
2

年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
、
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
（
と
う
き
ょ
う
総
文
2
0
2
2

）
　へ
の

推
薦
を
８
年
ぶ
り
に
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
も
Ｆ
Ｍ
甲
府
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
番
組
へ
の
出

演
や
、
１
月
の
山
梨
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
新
人

戦
銀
賞
受
賞
な
ど
、
例
年
よ
り
は
少
な
い
本
番
の

機
会
で
し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
機
会
を
大
事
に
活

動
し
て
参
り
ま
し
た
。

総
文
祭
に
出
場
す
る
際
に
は
、
私
達
の
活
動
を

日
々
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
に
感

謝
し
て
、
山
梨
県
代
表
と
し
て
堂
々
と
演
奏
し
、

会
場
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
を
時
間
を
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
活
動
の
参

考
に
な
る
よ
う
な
実
り
の
あ
る
機
会
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
日
々
練
習
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

私
達
、
座
援
團
吹
奏
楽
部
へ
の
応
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
長
　

有
井
啓
悟

甲
府
一
高
放
送
部
は
、
現
在
１
年
生
５
名
、

２
年
生
６
名
、
３
年
生
４
名
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
兼
部
の
部
員
も
多
い
で
す
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す

主
な
活
動
は
学
校
行
事
の
撮
影
の
ほ
か
、
年

３
同
行
わ
れ
る
県
大
会
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け

て
番
組
制
作
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
朗
読
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
３
年
度
は
８
月
に
和
歌
山

県
で
行
わ
れ
た
全
国
総
文
祭
ヘ
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
部
門
と
朗
読
部
門
が
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
関
東
放
送
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
録
音
し
た
デ
ー
タ
で
の
審
査
で

し
た
が
、
朗
読
部
門
で
優
良
賞
に
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
の
夏
、
東

京
で
行
わ
れ
る
全
国
総
文
祭
へ
昨
年
に
引
き
続

き
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
で
出
場
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
大
会
で
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

学
校
内
で
の
活
動
は
地
味
な
活
動
で
あ
ま
り

表
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
最

近
は
、
学
校
行
事
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
が
増

え
、
機
材
接
続
の
手
伝
い
や
撮
影
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
学
校
外
で
も
、
地
元
の
放
送
局

Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
や
テ
レ
ビ
山
梨
企
画

の
高
校
生
Ｃ
Ｍ
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

目
下
の
願
い
は
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
部

活
動
が
通
常
ど
お
り
で
き
る
こ
と
と
、
番
組
制

作
の
た
め
の
編
集
パ
ソ
コ
ン
が
古
い
た
め
、
壊

れ
ず
に
働
い
て
く
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
甲
府

一
高
の
放
送
部
が
今
後
も
途
絶
え
る
こ
と
な

く
、
活
動
で
き
る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
で
思
う
よ
う
に
部
活
動
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
次
の
大
会
に
向
け
少
し
ず
つ
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

29

j



’¶

第62 回 甲府中学・甲府 町烏東京同窓会

ダ
ン
ス
は
体
育
の
授
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
同
好
会
か
ら
始
ま
り
、
先
輩
方
の
お
か

げ
で
ダ
ン
ス
部
が
で
き
て
、
今
私
た
ち
が
活
動

で
き
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
時
間
が
か

な
り
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
目
指

し
て
い
た
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
も
延
期
や
縮
小
、
ま
た
は
中
止
に

な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、
家
で
で
き
る
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
や
る
こ
と
で
、
集
ま
っ
て
で
き
る
短
い

時
間
の
部
活
動
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

個
々
に
憧
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ダ
ン
サ
ー
の

動
画
を
見
な
が
ら
日
々
研
究
し
、
努
力
し
て
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
の
構
成
は
、
部
員
全
員
で
意
見
を
言

い
合
っ
て
作
品
を
作
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
試

行
錯
誤
し
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
と
き
の
達
成

感
は
と
て
も
大
き
い
で
す
。
特
に
学
園
祭
で
の

ダ
ン
ス
は
、
曲
の
雰
囲
気
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を

自
分
だ
ち
な
り
に
解
釈
し
、
衣
装
や
小
道
具
も

工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
を
編
集
し
て
み
ん

な
が
知
っ
て
い
る
曲
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
も

考
え
て
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
き
の
た
め
に
、
基
礎

練
習
を
し
っ
か
り
行
い
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
で
き
る
喜
び
を
爆
発
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

ダ
ン
ス
を
み
ん
な
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
感
謝
の
気

持
ち
を
も
っ
て
活
動
し
、
ダ
ン
ス
部
を
後
輩
た

ち
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
令
和
３
年
８
月
に
は
全
国
総
文
祭
和
歌

山
大
会
に
３
年
の
生
原
志
歩
さ
ん
の
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
芸
術
文
化

祭
で

は
２
年

の
駒
田
彩
乃
さ
ん
の
作
品

『
臨
小
島
切
』
が
芸
術
文
化
祭
賞
３
点
の

う
ち
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
駒
田
さ
ん
は
、

非
常
に
繊
細
な
線
で
書
か
れ
た
美
し
い
仮

名
文
字
の
作
品
を
何
日
も
か
け
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
全
国
総
文
祭

東
京
大
会
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
を
部
員
全

員
が
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
一
人
で

も
多
く
の
人
の
心
に
残
る
よ
う
な
作
品
を

作
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
長
　

熊
谷
綾
奈
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４ 月 ８口

入学式
４

令和2年は､新型コロナウィルス感染拡大に伴う臨　・

時休校期間が延長される中で式は中止となりまし　゜
たが､令和3年は入学式が行われ､普通科182 名､探　゜

究科56名の合計238名が本校の門をくぐりました。　
：

5 月3 日
吹 奏 楽 部 定 期 演 奏 会

４月15 日

第62 回 甲府中学・甲府一高 東京同窓会

： 応援練習
●　

●　

●　

●　

●　

●

I

コロナ対策で､観客人数の上限を定員の半分とし　・
ましたが､YCC 県民文化ホールの大ホールで､２年　・
ぶりに有観客で演奏会を行いました。

５月29 日
同 窓 会 定 期 総 会

同窓会奨学生の２年生５名､３年生４名に､定期総
会の中でそれぞれ12万円の奨学金が授与され､代
表者が､御礼と決意の言葉を述べました。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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昨年は行えなかった応援練習ですが､今年は生

徒会の生徒を中心とした上級生の指導の下､新
入生は校歌や応援歌､手拍子など真剣に取り組
みました。今年は､体育館およびグラウンドで行

いました。

５月12 日～14 日

山 梨 県 高 校 総 合 体 育 大 会

山梨県下各会場で熱戦が繰り広げられました。

学校対抗得点では､男子は12 点で総合順位は目
位､女子は総合得点４点で19位でした。登山が男
女とも優勝しました。
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６月27 日

ア ・ カ ペ ラ 部 定 期 演 奏 会

YCC県民文化ホールの小ホールで､ジブリソングを
メドレーにした演出をメインに､またリモート映
像とリアルのステージをコラボにした定期演奏会
を行いました。

フ月21 日

同 窓 会 奨 学 生 １ 年 生 授 与 式

令和3年度から､新たに｜年生５人にも奨学金が授

与されることになり、２、３年生と同様一人12万円

が授与されました。同窓会の皆様のおかげて､一高
同窓会奨学金もますます充実してきました。

10月２日

強 行 遠 足

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

６月20 回～22 日

一 高 祭

令和2年は中止になった一高祭ですが､令和3年
は実施することができましたい 日目は､学校
で､クラス企画､文化局展示等を行いました。２
回目はYcc 県民文化ホールで､壮行会の後､文
化局発表､午後は学年ごとにクラス発表を行い
ました。３日目は､グラウンドで､借り人競争、
背中渡り、リレーなどを行いました。

i盛‾̈ ｏ̈ い･(　　　　-I　　゛I'岬゙o二卜　にに　
、　……り
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フ月12 日

全 国 高 等 学 校 野 球 選 手 権 山 梨 大 会

第103回山梨大会がフ月10日から始まり､一高は12
日に日本航空高校と対戦(無観客試合)し､2対
3で敗れました。初回､2回と|点ずつ得点しまし

たが､３回､フ回､９回とし点ずつ得点され､残念
ながら一歩及びませんでした。

９月旧日

一 探 未 来 フ ォ ー ラ ム

探究科卜 ２年生を対象として､アドバイザー講

師として､小林是綱様(NPO 法人地域資料デジタ
ル化研究会理事長､S38卒)と中村和彦様(山梨大
学副学長､S53卒)をお迎えして実施しました。｢
ポストコロナ時代に生きる私たちの未来｣を主
題に 活発な討議が行われました。

予定していた強行遠足は中止になりました。
令和2年同様､県内｜日コースで計画をしていま

したが､新型コロナウィルスの感染拡大防止を講
ずる中で､残念ながら中止となりました。３年生

は､男子は小諸､女子は小海までのコースの強行
遠足を経験せずに卒業することになりました。10

月８日・15 日

新 書 ス ピ ー チ

普通科総合的な探究の時間では、３年間新書の

読書を中心に探究活動を行ってい ます。新書ス
ピーチは､|･２年次に｜度ずつ､自分が読んだ新
書について､全員がその内容や自分の意見など

を文章にまとめ､原稿を見ずに発表するもので
す。
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10月j6日
イングリ ッシュプレゼンテーション

実 践 セ ミ ナ ー

県内から招へいしたALT(Asssistant Language　lTeacher)
に対して､探究科の２年生が英語でプレ　？

ゼンテ ーションを行い ました。

その後､ネイティブ`スピーカーであるALT 力ヽら実質
的な アド バイスを受けるこ とで、プレゼンテー

ションカの充実を図りました。

第42回山梨県高等学校芸術文化祭が開催され､令

和４年の夏､東京で行われる全国総合文化祭に、
吹奏楽部､ア･カペラ部､美術部､書道部､写真部、
文学部､放送部､筝曲部が出場することになりま

した。

日月 凶日

ＬＧＢＴ 講 演 会

女装パフォーマーのブルボンヌさんを講師に招
き､LGBT 講演会が行われました。
ソルボンヌさんは｢自分らしさが社会を変え

る｣を
テーマに､他者との違いを受け入れることが大切
であること、ありのままの自分でよいことを生徒
に伝えてくれました。

12月24日
崎 田 哲 教 頭 先 生 を 偲 ぶ 会

2 月28 日
同 窓 会 入 会 式 ・ 表 彰 式

同窓会入会式･表彰式とも視聴覚室で行い、３年生
は教室でリモート参加、卜 ２年生は自宅でリモー
ト参加しました。
来賓の臨席はなく、同窓会入会式での同窓会長の

あいさつは､ビデオメッセージで行われました。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

山梨県高等学校芸術文化祭

12月８日～10 日

研 修 旅 行 （普 通 科 ・ 探 究 科 ）

普通科･探究科とも､三重･和歌山方面へ2泊3日の
研修旅行に出かけました。
２年前までは､行き先が普通科は沖縄､探究科は海
外でしたが､昨年から新型コロナウィルスの影響
を受け､普通科･探究科とも研修旅行先が変更にな
りました。

゜ ９月13日に亡 ＜なられた､崎田哲教頭先生（S60 卒）：
を偲ぶ会が視聴覚室で行われました．

． 学校長挨拶の後､同窓会顧問 大西勉先生､県教育
． 委員会事務局 権太正弘先生､生徒会長 木

戸虎太郎
－ ･-･¶』II　　　-’●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

君が追悼の言葉を述べ ました。

｜月|ﾌ 日

共 通 テ ス ト 自 己 採 点

３年生は、ｊ月15､16 日に行われた令和４年度大学

入学共通テストの自己採点を行いました。

理科系科目を中心に昨年より平均点が下がる科目
が多く、生徒は厳しい表情で自己採点に臨んでい
ました。

刎

訓
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●

普通科187 名､探究科65名､合計252名が卒業しまし
た。来賓の臨席はなく、PTA会長の祝辞も印刷をし
て配付しました。コロナ禍での高校生活は､思うよ

うにいかないこともたくさんありましたが､将来
へ希望をもって巣立っていきました。

●

●

●

●

●

●

－

‐

－

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

３月19 日

山 梨 ブ ラ ン ド サ ミ ッ ト

に２年生および３年生の該当の探究科の生徒が
探究成果を発表しました。
視聴覚室や百周年記念館、｜年生から３年生まで
の教室を使用し､分散会場でリモート配信も利用
しての発表会でした。２年生の英語プレゼンテー
ションの班には､県内ALTの講評もあり、さらに充
実しました。

同窓会奨学金給付制度

一高の一年のなかでも紹介がありましたように 同窓会より奨学金を給付レ 生徒の皆さんの夢の実現

を後押ししています。令和3年度奨学生の話を聞きました(学年は令和3年度のものです)。

探
究
科
　

１
年
　

堀
内
　

美
佑

こ
の
度
は
、
「
同
窓
会
奨
学
金
」
の
奨
学
生

に
選
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
新
入
生
５
名
も
対
象
と
し
て

い
た
だ
き
、
入
学
早
々
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝

し
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
の
時
、
新
た
に
こ
の
よ
う
な
制
度

が
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
ま
さ
か
自
分

が
対
象

者
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、

選
ば
れ
た
時
は
嬉
し
さ
と
共
に
身

が
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。
授
賞
式
の
後
、
母
校
の
中
学

校
を
訪
れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
も
大
変
喜

ん
で
く
だ
さ
り
、
３
年
間
ご
指
導

い
た
だ
い
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
分
散
登
校
の
た
め
、
な
か
な

か
ク
ラ
ス
全
員
が
揃
う
こ
と
が
な
く
、
部
活
動

や
様

々
な
行
事
も
中
止
と
な
り
、
本
来
の
学
校

生
活
と
は
ほ
ど
遠
い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
目
標
を
見
失
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

こ
ん
な
時
こ
そ
今
何
を
す
べ
き
か
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い

ま
す
。
一
高
で
の
学
び
の
中
で
将
来
に
繋
が
る

も
の
を
得
て
、
世
の
中
に
貢
献
出
来
る
人
間
に

な
り
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
毎
日
で
す
が
、
置
か

れ
た
場
所
で
し
っ
か
り
と
根
を
伸
ば
し
、
い
つ

か
大
き
な
花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

探
究
科
　

２
年
　
西
川
　

絢
野

私
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
一
級
建
築
士

に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

祖
父
母
の
家
の
設
計
図
を
見
た
こ
と
で
し

た
。

緻
密
に
書
か
れ
た
設
計
図
を
見
て
ど
う
し

た
ら

こ
ん
な
ふ
う
に
建
物
を
設
計
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
と
、
次
第
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
両
親
に
幼
い
こ

ろ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
旅
行
に
連
れ
て
っ
て
も

ら
う
こ
と

が
多
く
、
た
く
さ
ん
の
建
築
物
を
見

さ
せ
て
も
ら
う
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
も
特
に
、
光
の
美
術
館
を
見
た
と
き
の
衝

撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
と
き
か
ら
、
建

築
物
と
他

ジ
ャ
ン
ル
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た

建
築
物
を
建
て
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
都
市
・
建
築

デ
ザ
イ
ン
学
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
大
学
に
進
学
し

た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
今
の
甲
府
一
高
で
の
学
校
生

活

は
と
て
も
有
意
義
で
す
。
部
活
動
で
は
弓
道

部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
部
活
動
自
体
は
忙
し

く
大
変
で
す
が
、
毎
日
活
動
す

る
中
で
、
成
長

で
き
る
の

が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
勉
学
に
お

い
て
も
、
部
活
動
と
の
両
立
は
大
変
で
す

が
、

分
か
ら
な

い
こ
と
や
知
ら
な
い
こ
と
を
な
く
し

て
い
く
の
が
面
白

い
で
す
。
今
後
は
、
部
活
と

の
両
立
を
し
な
が
ら
も
、
希
望
の
大
学
に
進
学

す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
人
生
に
活
か

す
た
め
に
も
、
勉
学
に
励
ん
で
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。
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新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影

響
で
３
回
の
延

期
を
経
て
、
よ
う

や
く
３

年
ぶ
り
に
一
紅
会
主
催
「
第
2
3

回
春
の
講
演
会
」
は
、
令
和
４
年
３
月
１９一
日
（
土
）

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑

み
、
第
7
5回
一
紅
会
幹
事
会
終
了
後
、
幹
事
会
参
加

者

（
各
学
年
１
名
）
の
み
参
加
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
山
下
昌

彦
さ
ん
を
お
迎
え
し

『
建
築
家

か
ら
見
た
　

こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
』
と

い
う
テ
ー

マ
で
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
山
下

さ
ん
は
、
1
9
7
0

年

（
昭
和
4
5年
）
甲
府
一
高
を
卒
業
さ
れ
、

東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
に
進
み
、
1
9
7
6

年
同

大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
。
卒
業
後
は
、
松
田
平

田
設
計
に
在
籍

さ
れ
た
の
ち
、
ド
イ

ツ
の
フ
ォ
ン
・
ゲ

ル

カ
ン

ー
マ
ル

ク
事
務
所

を
経

て
、
1
9
8
9

年

に

Ｇ
Ｌ
建
築
設
計
を
設
立
。
現
在
に
至

っ
て
は
、
Ｕ
Ｇ
都

市

建
築

の
代
表
取

締
役

に
就
任

さ
れ
、
こ

れ
ま
で

に

１
０
０
件
ほ
ど
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
ら
れ
て

い
ま
す
。
み
な
と
み
ら
い
線
新
高
島
駅
や
、
大
崎

ウ
ェ

ス
ト

シ
テ

イ
タ
ワ
ー
ズ
、

ア

ク
シ
ア
麻
布

な
ど
、

ま

た
、
地
元

山
梨

に
お

い
て
は
、
山
梨
県
防
災
新
館
、
山

梨
県
立
図
書
館
、
山
梨
県
庁
内
の
公
園
化
の
設
計
、
甲

府
駅
南
口

駅
前

広
場

の
修

景

な
ど
に
携

わ
ら
れ
ま

し

た
。
講
演
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
山
下
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
に
携
わ
ら
れ
た
建
築
物
の
写
真
や
、
世
界
を
旅

し

て
集

め
ら

れ
た
写
真

、
ま

た
、
お
気

に
入
り

の
建

物
・
風
景
・
場
所
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
美
し
さ

と

情
景
に
魅
了

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
参

加

さ

れ
た
方

々
か
ら
「

世
界

旅
行
を
し

て

い
る
み

た

い
」
と

の
感
想
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

◆
ま
ち
を
大
切
に
す
る
建
築
家

前
半
は
山
下
さ
ん
の
代
表
的
な
建
築
物
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
作
は
千
葉
県
御
宿
近
く
に

あ
る
「
外
房

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
1
9
9
4

年
）
」

で
、
特
に
思
い
出
深
い
建
物
は
「
み
な
と
み
ら
い
線
新

36

去
る
３
月
1
2日
（
土
）
二
年
越
し
で
待
っ
て
い
た
「
第
2
3回
一
紅
会
主
催

春
の
講
演
会
」
を
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師
山
下
昌
彦
氏
に

は
、
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
度
重
な
る
延
期
で
、
心
も
折
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
る
主
催
者
側
の
私
達
を
、
い
つ
も
温
か
な
言
葉
で
励
ま
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
2
0
1
9

年
い１１
月
か
ら
幹
事
会
も
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
昨
年
1
0月
の
東
京
同
窓
会
に
な
ら
い
、
一
紅
会
も
Ｈ
月
の
Ｐ
Ｊ

臨

時
会
議
で
当
番
幹
事
を
5
7年
か
ら
5
8年
に
引
継
ぎ
、
そ
し
て
、
当
日
は
最
初

に
幹
事
会
、
終
了
後
続
い
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
感
染
対
策
上
、
参
加

者
は
各
学
年
幹
事
１
名
と
し
、
講
演
は
講
師
の
了
解
を
得
て
録
画
撮
り
し
ま

し
た
。
講
演
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
同
窓
生
に
は
、
一
紅
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
録
画
を
掲
載
し
、
ご
視
聴
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

通
常
な
ら
、
一
紅
会
は
年
３
回
の
幹
事
会
を
経
て
、
推
薦
さ
れ
た
講
師
に

講
演
を
依
頼
し
、
講
演
会
の
チ
ラ
シ
作
成
、
チ
ラ
シ
配
布
と
、
当
番
幹
事
を

中
心
と
し
た
Ｐ
Ｊ
メ
ン
バ
ー
で
準
備
し
、
講
演
会
当
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
は
、
幹
事
会
も
開
け
ず
、
Ｐ
Ｊ
メ
ン
バ
ー
が

臨
時
会
議
で
話
し
合
う
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
年
４
か
月
振
り
の
幹
事
会
で
は
「
お
久
し
振
り
で
す
Ｉ・
」
と
会
え
た
喜

び
に
溢
れ
ま
し
た
。
「
一
高
の
同
窓
生
の
力
は
、
他
と
は
違
う
の
よ
ね
。
そ

れ
は
絆
で
す
。
綿
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
絆
の
力
で
す
」
と
言
う
先
輩
の

言
葉
が
ズ
シ
リ
と
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
に
あ
っ
て
も
活
動
で
き

た
の
は
、
正
に
絆
で
す
。
今
年
の
同
窓
会
の
テ
ー
マ
「
未
来
苛
匹
～
絆
と
い

う
宝
物
を
胸
に
が
ん
ば
る
じ
ゃ
ん
け
～
」
は
、
こ
の
２
年
間
を
表
す
ぴ
っ
た

り
の
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
一
紅
会
主
催
春
の
講
演
会
」
は
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
こ
そ
、
長
く
続
い
て
い
て
、
私
達
幹
事
も
頑
張

れ
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
講
演
会
後
の
懇
親
会
で
更
な
る
絆
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
日
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
…
…
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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高
島
駅
（
2
0
0
3
年
）
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
同

駅
は
、
海
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
地
下
５

層
の
各
階
は
、
波
や
水
流
を
表
現
し
、
訪
れ
た
人
々
が
歩

い
て
楽
し
い
雰
囲
気
を
演
出
し
た
そ
う
で
す
。

山
下
さ
ん
は
、
人
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
よ
う
な
建
物

を
造
る
つ
も
り
は
な
く
「
ひ
か
え
め
で
美
し
く
て
居
心

地
の
良
い
空
間
を
つ
く
る
こ
と
」
を
、
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
建
築
家
と

し
て
標
榜
し
て
い
る
こ
と
は
「
ま
ち
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
　「
散
歩
を
す
る
こ
と
」
で
、
人
が
生
き
生
き
と
し

て
い
る
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
ウ
キ
ウ
キ
す
る
と
お
話

し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
下
さ
ん
は
、
少
年
時
代
か
ら
散
歩
を
す
る

の
が
好
き
で
、
甲
府
の
横
沢
通
り
や
朝
日
町
通
り
を
よ

く
歩
き
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
大
学
院
修
±
2
年

生
の
時
に
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
大
学
院
で
は
原
広
司
先
生
の
研
究
室
に
入
室
さ

れ
ま
し
た
。
（
原
研
究
室
の
後
輩
に
は
、
国
立
競
技
場

を
設
計

さ
れ
た
隈
研
吾

さ
ん

が
い
ら
し

た
そ
う

で

す
。
）
原
先
生
は
、
そ
の
後
著
名
な
建
築
家
に
な
ら
れ

ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
若
手
で
、
世
界
中
の
集
落
調
査

を

さ

れ

て

お
り

、

山

下

さ

ん

は

修
±
2

年

生

（
1
9
7
5

年
）
の
時
に
、
原
先
生
の
第
３
回
東
欧
中

近
東
集
落
調
査
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
総
勢
８
名
で

３
か
月
間
休
み
な
く
、
ド

イ
ツ

ー
ポ
ー
ラ
ン
ド

ー
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
・
（

ン

ガ
リ
ー
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

ー
ト
ル

コ
を
渡
っ
て
、
イ
ラ
ン
の

砂
漠
ま
で
進
み
ま
し
た
。

来
る
日
も
来
る
日
も
写
真

を
撮
っ
た
り
測
量
を
し
た

り
し
て
調
査
を
進
め
ま
し

た
。
こ
の
経
験
が
山
下
さ

ん
の
大
転
機
と
な
り
、
散

歩
好
き
に
な
っ
た
究
め
つ

け
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
は
松
田
平
田
設
計
に
就
職
さ
れ
ま
す

が
、
2
9歳
の
時
に
奥
様
と
ド
イ
ツ
に
渡
り
ま
す
。
ド
イ
ツ

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
ま
ち
に
出
か
け
て
行
っ
て
ま
ち

並
み
や
建
物
・
庭
園
を
見
て
回
っ
た
そ
う
で
す
。
帰
国
後

は
、
自
ら
都
市
と
建
築
の
バ
ラ
ン
ス
や
調
和
を
重
視
し
た

事
業
を
行
う
た
め
に
独
立
し
、
そ
の
後
合
併
に
て
Ｕ
Ｇ
都

市
建
築
の
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
同
社
は
都
市

計
画
と
建
築
設
計
が
両
立
す
る
日
本
で
も
珍
し
い
会
社
と

山
下
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

◆
山
梨
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

講
演
は
後
半
に
進
み
、
山
梨
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
と
い
う
内
容
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
山
下
さ

ん
は
、
山
梨
の
観
光
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

い
ず
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
れ

ば
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
方
々
が
戻
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
今
迄
は
日
帰
り
の
観
光
客
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の

方
々
を
通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
に
変
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
何
日
も
滞
在
し
て
そ
の
土
地
の
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
て
の
ん
び
り
す
る
農
村
観
光
や
、
ま
ち

に
滞
在
し
て
観
光
す
る
ア
ル
ペ
ル
ゴ

デ
ィ
フ
ュ
ー
ゾ

（
分
散
し
た
宿
）
。
後
者
は
、
ホ
テ
ル
機
能
が
町
中
に

分
散
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
、
お
風
呂
は
ま
ち
な

か
の
銭
湯
を
使
い
、
食
事
は
ま
ち
な
か
の
居
酒
屋
を
使

い
、
ま
ち
な
か
全
体
が
ホ
テ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

形
態
で
あ
る
。

そ
し
て
、
滞
在
型
観
光
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
や
す

く
、
リ
ピ
ー
ト
す
る
と
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ

れ
か
ら
は
マ
ル
チ
に
拠
点
を
構
え
て
い
く
時
代
に
な
っ

て
い
く
の
で
、
例
え
ば
都
市
部
と
田
舎
町
両
方
に
住
ま

い
を
持
っ
て
い
て
、
２
か
月
お
き
に
住
み
分
け
た
り
、

夏
と
冬
で
住
み
分
け
た
り
と
、
滞
在
型
観
光
は
そ
の
よ

う
な
住
み
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
考
え
る
と
、

観
光
と
滞
在
と
住
む
こ
と
の
間
に
は
垣
根
は
な
く
、
住

宅
も
み
ん
な
の
も
の
だ
と
捉
え
て
、
流
動
的
に
考
え
る

必
要
が
出
て
く
る
。

山
梨
が
進
む
べ

き
こ
と
は
、
ま
ち

や
農
村
を
山
梨
県

の
人
が
も
っ
と
楽

し
く
軽
や
か
に
住

ん
で
、
山
梨
県
外

の
人
が
も
っ
と
気

楽

に

滞

在

が
で

き
、
人
っ
た
り
出

た
り
が
で
き
る
流

動
性
の
あ
る
ま
ち

に
整
備
し
な
お
し

て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
山
梨

ら
し
い
魅
力
を
備

え
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
、
甲
府
の
旧
市
街
地
に
は
、

馬
刺
し
や
ワ
イ
ン
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
地
場

産
業
を
生
か
せ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
っ
て

も
よ
い
。
吉
田
や
台
ケ
原
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
、
と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
下
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
都
市
の

中
か
ら
お
気
に
入
り
の
場
所
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ

ー
ク
、
そ
し
て
日
本
の
伊
勢
や
倉
敷
、
ど
れ
も
美
し
く

魅

力

的

で

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

が

落

ち

着

い

た

際

は

ぜ

ひ

訪

れ

た

い
ま

ち

並

で

し

た

。

質

疑

応

答

で

は

、

３

名

の

方

の

質

問

に

山

下

さ

ん

が

答

え

ら

れ

、

講

演

会

を

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

今

回

の

講

演

会

の

模

様

は

録

画

さ

れ

、

東

京

同

窓

会

と

一

紅

会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

さ

れ

て

い
ま

す

。

ど

う

ぞ

ご

覧

く

だ

さ

い

。

（
昭
和
5
8年
卒
　

宇
津
木
吉
美

）

https://l kokai.kfl-tk.jp/20220312koenka しｍｏｖie.htｍl
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茂
田
　

優
作
　

平
成
2
5年
卒

私
は
４
年
前
に
山
梨
県
内

の
公
立
中
学
校
の
教
員
と
し

て
採
用
さ
れ
、
現
在
は
北
杜
市
立
小
淵
沢
中
学
校
で
３
年
生

の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
は
甲
府
市
立
東
中
学
校
で
３
年
生
の
担
任
を
し
て

い
た

た
め
、
受
験
や
卒
業
式
に
向
け
て
運
営
や
準
備
が
本
当
に
大

変
で
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
に
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
、
な
か
な
か
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
な

い
生
徒
も
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
す
べ
て
の
生
徒
が
無
事
に

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
安
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
現
在
は
北
杜
市
と

い
う
新
た
な
土
地
で
、
人
生
二

度
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
た
め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
特

に
山
梨
県
外
の
受
験
を
予
定
し
て
い
る
生
徒
が
何
人
も
お

り
、
高
校
と
の
や
り
と
り
や
慣
れ
な
い
書
類
の
作
成
に
苦
戦

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
３
月
無
事
に
卒
業
式
が
挙
式
で
き

る
よ
う
に
、
環
境
の
整
備
と
生
徒
の
心
の
ケ
ア
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
感
染
に
注
意
し
な
が
ら

過
ご
す
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
仕
事
柄
も
し
も
感
染
し
た
ら

多
く
の
人
に
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
た
め
、
手
洗
い
う

が
い
、手
指
消
毒
、
外
出
自
粛
な
ど
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
や
り
続
け
ま
し
た
。
幸
運
な
こ
と
に
身
近
な
人
に
陽
性

者
も
出
る
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
報
道

を
聞
く
た
び
に
「
明
日
は
我
が
身
だ
」
と
言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
と
の
生
活
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
今
の

教
育
現
場
で
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
実
施
し
、
生
徒
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

金
丸
　

和
富
　

昭
和
5
1年
卒

振
り
返
る
と
、
こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
自
宅

と
勤
務
先
・
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
行
き
来
の

繰
り
返
し
で
し
た
。

秋
山
　

直
哉
　

昭
和
5
9年
卒

そ
れ
ま
で
は
、
こ
れ
と
言
っ
て
、不
自
由
な
こ
と
も
、不
都

合
な
事
情
も
な
く
、
日
常
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
唯
一
、
あ

の
震
災
直
後
の
数
日
を
除
い
て
は
。

ま
た
、
２
年
前
は
、
半
年
く
ら
い
経
て
ば
、
い
つ
も
の
日
常

に
戻
れ
る
も
の
と
、
何
の
根
拠
も
無
く
妄
想
し
て
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
常
に
戻
れ
る
出
口
が
見
え
な
い

ま
ま
、
改
め
て
振
り
返
る
と
、
今
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
を
深
く
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
投
稿
依
頼
を
い
た
だ
い
た
か
ら
と

い
う
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
の
中
高
２
年
生
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
高
生
の

学
生
生
活
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す

る
と
、
平
凡
な
が
ら
も
幸
せ
だ
っ
た
と
思
え
る
学
生
生
活
を

想
い
出
し
ま
す
。

幸
い
、
仕
事
上
で
は
、
早
い
段
階
か
ら
リ
モ
ー
ト
勤
務
対

応
で
き
、
業
績
的
に
も
激
し

い
落
ち
込
み
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方

々
に
は
敬
意
を
表
す
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
定
年
退
職
ま
で
の
年
数
を
片
手
で
数
え
ら
れ

る
年
齢
に
な
り
、
そ
の
頃
も
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
か
も
し
れ
な
い

状
況
下
、
実
家
の
家
族
の
更
な
る
高
齢
化
も
あ
り
、
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
身
を
振
舞
う
べ
き
か
、
毎
日
の
よ

う
に
考
え
ま
す
が
、
取
り
巻
く
周
辺
事
情
も
あ
り
、（

ツ
キ

リ
し
た
目
標
を
立
て
た
ら
れ
る
よ
う
な
特
効
薬
が
見
つ
か

ら
な
い
で
お
り
ま
す
。

猪
股
　

利
史
　

令
和
３
年
卒

こ
の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て
先
を
読
む
こ
と
を
意
識
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
る
。

世
界
的
に
み
て
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
後
を
予
測
し
た

行
動
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た

個
人
的
な
経
験
と
し
て
自
分
に
と
っ
て
も
大
学
の
勉
強
を

高
校
生
の
頃
か
ら
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
頑
張

っ
て

お
こ
な
っ
た
こ
と
が
今
で
は
功
を
奏
し
て
い
て
、
現
在
大
学

の
勉
強
を
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
は
収
束
の
目
処
は
た
っ
て
は
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ

同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
て
先
を
見
据
え
て
考
え

る
こ
と
で
生
活
が
充
実
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
大
学
生
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
）

古
屋
　

愛
貴
　

昭
和
3
2年
卒

今
年
8
3歳
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
地
域
も
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
し
、
又
空
き
家
も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
仲
間

38
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の
集
ま
り
で
も
地
域
住
民
間
の
連
帯
感
の
希
薄
化
か
話
題

に
な
り
ま
す
。現
状
で
は
数
年
後
に
は
担
い
手
不
足
に
陥
り

自
治
会
も
自
然
消
滅
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
先

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
私
達
は

ど
ん
な
対
応
を
取
る
べ
き
か
不
安
で
す
。

令
和
２
年
７
月
、
8
1歳
を
含
め
５
名
の
有
志
で
防
災
検
討

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
防
災
は
行
政
の
立
場
か
ら
で
な
く
、

自
分
自
身
が
災
害
に
ど
の
様
に
対
応
す
る
の
か
考
え
、行
動

す
る
こ
と
、
各
自
の
自
覚
が
必
要
だ
と
、
今
ま
で
防
災
に
関

わ
り
の
な
い
私
達
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
防
災

検
討
会
は

地
震
、
水
害
に
絞
り
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

て
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
ー
　

私
達
の
レ
ベ
ル
に
合
う
防
災
規
約
、
計
画

書
等
の
作
成

ス
テ
ッ
プ
２

計
画
書
に
基
づ
く
運
営
方
法
、
防
災
組
織

の
検
討

ス
テ
ッ
プ
３
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
課
題
、
防
災
倉

庫
、備
品
購
入
管
理

ス
テ
ッ
プ
ー
の
作
成
は
令
和
３
年
1
0月
に
完
了
し
ま
し
た
。

後
は
自
治
会
総
会
で
予
算
を
含
め
て
審
議
の
予
定
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
は
令
和
４
年
２
月
９
名
で
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
た
に
４
名
の
方
が
検
討
会
へ
賛
同
し
て
頂
け

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
甲
府
市
で

推
奨
し
て
お
り
ま
す
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
取
り
入
れ
活

用
方
法
を
工
夫
し
、
住
民
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
も
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
は
自
守
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の
順
序
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
水
害
＝
避
難
、
地
震

＝
救
助
の
行
動
が
基
本
で

す
が
、
防
災
発
生
時
の
初
期
対
応
は
、
ま
ず
自
分
と
家
族
を

守
る
、
そ
し
て
近
隣
に
救
助
の
必
要
を
確
認
し
た
と
き
は
お

手
伝

い
を
す
る
。
自
治
会
は
住
民
へ
の
お
手
伝
い
、
必
要
に

応
じ
て
応
援
者
の
確
保
、
住
民
の
安
否
確
認
、
行
政
へ
対
応

（
共
助
）
を
す
る
こ
と
で
す
。
防
災
検
討
会
は
ま
だ
道
半
ば
で

す
が
私
も
健
康
で
あ
る
限
り
微
力
で
す
が
検
討
会
の
一
員

と
し
て
地
域
に
協
力
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

立
川
　

芽
依
　

令
和
４
年
入
学

一
高
は
学
習
の
面
で
充
実
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
強
行

遠
足
や
一
高
祭
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
行
事
、
充
実
し
た
部

活
動
、
１
４
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
社
会
に
出
る
た
め

の
様
々
な
力
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
と
考
え
志
し
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
自
分
が
得
意
と
し
て

い
る
表
現
す
る

こ
と
を
高
め
る
た
め
に
、
ア

ーカ
ペ
ラ
部
と

ダ
ン
ス
部
に
所

属
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
て
、
同
時
に
、
大
学
進
学
の
た

め
の
豊
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

勝
村
　

広
樹
　
平
成
2
4年
卒

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
2
0
2
0
年
３
月
に
海
外
駐
在
か
ら

帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
好
き
な
仕
事

を
好
き
な
土
地
で
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
と
、こ
れ
ま
で
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
環
境
に
ど
れ
ほ
ど
依
存
し
て

い

た
か
、
自
分
の
無
力
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
を
機
に
、今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
改
め

て
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、１
年
後
に
希
望
す
る
日
系
電
機

メ
ー
カ
ー
の
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
職
に
転
職
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
予
測
が
で
き
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
と

こ
と
ん
自
分
と
向
き
合
い
、こ
れ
か
ら
の
世
界
で
何
を
し
て

生
き
て
い
き
た
い
の
か
熟
考
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う

と
、
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
絶
望
的
な
セ
ン
ス
に
非

易
し
な
が
ら
も
、
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

大
変
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
『
荷
日
新
、
日
日
新
、
又
日

新
』
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
、
学
び
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

保
坂
　

律
夫
　

昭
和
6
1年
卒

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
ル
ー
ト
は
気
分
次
第
。

石
和
の
役
場
前
か
ら
笛
吹
川
沿
い
を
進
み
、
万
力
公
園
、
恵

林
寺
、
勝
沼
大
善
寺
。
車
ば
か
り
乗
っ
て
い
た
日
々
が
一
変
。

地
元
の
空
気
と
眺
望
を
楽
し
む
新
た
な
日
々
。
裏
路
地
に
あ

る
美
味
し

い
パ
ン
屋
も
発
見
し
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
秋
、

脊
髄
血
管
奇
形
と

い
う
聞

い
た
こ
と
の
な
い
病
気
に
。
下
半

身
に
若
干
の
麻
條
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
日
常
生

活
は
お
く
れ
て
い
ま
す
。
歩
く
ス
ピ
ー
ド
や
日
常

の
楽
し

み
方
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
変
化
も
一
興
。
人
生
飽
き

な
い
で
す
。
　
　
　
　
　
（
株
式
会
社
山
梨
放
送

編
成
局
）

井
上
　

ウ
ィ
マ
ラ
　

昭
和
5
3年
卒

コ
ロ
ナ
禍
が
騒
が
れ
始
め
た
頃
、
医
療
な
ど
の
最
前
線
で

―

―

頑
張

っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
人
た
ち
が
短
い
休
み
時
間
に

よ
り
良
い
休
息
を
と
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
指
導
者
た
ち
に
声
を
か
け
て
1
0
分
ほ
ど
の
短
い
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
、
知
り
合
い
の
編
集

者
が
担
当
し
て

い
る
医
療
雑
誌
の
Ｈ
Ｐ
上
に
誰
で
も
無
料

で
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
【
日
総

研
】
病
院
安
全
教
育
　

こ
の
時
期
に
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ
(
ｄ
ｔｐ
‐
n
i
ｓｓｏ
ｋｅ
ｎ
.ｃｏ
.
j
p
)
)

０

冒
頭
に
置
い
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
を
生
き
抜

く
た
め
の
情
報
ガ
イ
ド
」
に
は
、
東
日
本
大
震
災
以
来
ト
ラ

ウ
マ
ケ
ア
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
専
門
家
た
ち
と
続
け
て
き

た
被
災
地
支
援
か
ら
の
学
び
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
紹
介
し
て
あ
る
情
報
の
い
く
つ
か
は
、子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
い
る
小
学
校
な
ど
で
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
校
長
先
生
た
ち
に
届
け
て
お
き
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
る
第
６
波
が
押
し
寄
せ
子
ど
も
た
ち
が
通
う
小
学
校

で
も
陽
性
患
者
が
複
数
出
る
よ
う
に
な
っ
て
み
て
、「
病
気

↓

不
安
↓

差
別
」
と
い
う
連
鎖
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
日
本

赤
十
字
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
３
つ
の
顔
を
知
ろ
う

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る
た
め
に
」
と
い
う
資
料
を

届
け
て
お
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

家
族
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
専

門
領
域
で
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
は
な
い
か
と

常
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
な
い
こ
と

は
、
こ
う
し
た
非
常
事
態
の
中
で
も
実
践
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
非
常
事
態
を
想
定
し
て

日
常
生
活
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ラ
イ
フ
研
究
所
オ
フ
ィ
ス
・
ら
く
だ
主
宰
）

小
林
　

香
里
　

平
成
３
年
卒

塩
部
、緑
が
丘
、
美
咲
、
朝
日
町
…
…
半
径
２

』
圏
内
で
1
8

歳
ま
で
過
ご
し
た
私
。

２
年
前
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
以
前

か
ら
予
定
し
て
い
た
勤
務
先
の
会
社
の
移
転
に
よ
り
、
遠
距

離
通
勤
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
「
ほ
ぼ
山
梨
」
の
東
京
都
下
か

ら
新
宿
へ
）
無
理
ゲ
ー
ー・
と
思

い
ま
し
た
。
満
員
電
車
で
の

痛
勤
、
見
え
な
い
敵
と
の
闘
い
…
…
朝
早
く
夜
遅
い
帰
宅
の

毎
日
、
家
庭
内
で
の
主
婦
と
し
て
の
在
り
方
…
…
悩
み
多
き

２
年
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

39
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学

校

行

事

は

ほ

ぼ
中

止

、
入

学

式
・
卒

業

式

の

縮
小

、
部
活

動

の

大

会

の

制

限

、
在

宅

ワ

ー

ク
す

る
家

族

と

の
距

離

感

に

も

悩

み

ま

し

た

。
い

ろ

い

ろ

な
も

の

が
２

年

経

っ

て
当

た
り

前

に

な
り

、
み

ん

な

が

我

慢

我

慢

。
こ

れ

か

ら
し

ば

ら

く

は

こ

の

日

常

が

続

く

と

思

い
ま

す

。

同

窓

会

の

通

常

開

催

も

実

現

す

る

な

ら
、
コ

ロ

ナ

ウ
ィ

ル

ス

と

の

共

生

で
日

常

生

活

を

通

り

戻

せ

る

日

も

近

い
？

そ

う

願

い
今

日

も
「

痛

勤

」
し

て

い
ま

す

。

（

オ

リ

ッ

ク

ス

グ

ル

ー

プ

社

員

）

佐

野
　

直

樹
　

昭

和
5
4
年

卒

私

は

ま

ず

、
歴

史

に

お

け

る

パ
ン

デ
ミ

ッ

ク

の

期

間

と

そ

の

終

息

後

に

つ

い
て

調

べ

て

み

ま

し

た

。
2
0世

紀

は

じ

め

の
「

ス

ペ

イ

ン

風

邪

」
の

世

界

的

大

流

行

は

３

年

間

に

わ

た

っ

て

お

り

、
グ
ロ

ー

バ
ル

化

し

た

現

在

で

は
少

な

く

と

も

５

年

間

は

続

く

の

で

は

な

い

か
と

覚

悟

し

て

い
ま

す

。
い
っ

ぽ
う

、
1
4世

紀

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

ペ

ス
ト

の

大

流
行

後

に

ル

ネ

サ

ン

ス

が
始

ま

っ
た

よ

う

に
、
こ

の
コ

ロ

ナ

禍

後

に

も

か

な

ら

ず

新
し

い
時

代

が

や

っ

て

く

る

も

の

と

考

え

ま

す

。

石

橋

湛

山

先

輩

は

、
太
平

洋

戦

争

の

敗

戦

の
1
0
日

後

〒
・
）

の

昭

和
2
0
年

８

月
2
5
日

に
「
更

生

日

本

の

針

路

」
を

発
表

さ

れ

、「

単

に

物

質

的

の

意

味

で

な

い
科

学
精

神

に
徹

底

せ

よ

。

し

か

ら

ば

即

ち

い
か

な

る
悪

条

件

の
下

に

も

、
更

生

日

本

の

前

途

は

洋

々

た

る
も

の
あ

る
こ

と

必

然

だ

」
と

述

べ

ら

れ
ま

し

た
（
「
石

橋

湛

山

評

論

集

」
岩

波

文

庫

）
。
更

生

と

は
「

立

ち

直

る
」
と

い
う

意

味

で

あ

り

、
石

橋

先

輩

の

こ

の

言

明

は

現

在

の

難

局

に

も

大

い

に

通

じ

る

と

思

い
ま

す

。

次

に

、
私

は

テ

レ

ワ

ー

ク

は

全

く

未

経

験

で

し

た

が
、
山

梨

の

実

家

に

帰

省

し

て

い

て

も

東

京

の

勤

務

先

の

仕

事

が

で

き

、
会

議

に

も

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

出

席

で

き

て

お

り

、
き

わ

め

て

便

利

で

す

。
こ

れ

ま

で

長

年

続

い
て

き

た

向

都

離
村

（

都

へ

向

か

っ
て

村

を

離

れ

る
）
と

東

京

一

極

集

中

が
、
今

後

は

テ

レ

ワ

ー

ク
に

よ

っ

て

変

わ

っ
て

い

く

の

で

は

な

い
で

し

よ
ヽ
つ
か
？

そ

れ

で

は

皆

さ

ま

、
引

き

続

き

ご

健

康
・
ご

安

全

に
！
。

（
東

京

都
市

サ

ー

ビ
ス

勤
務

）
）

森

渾
　

善

人
　

昭

和
6
2年

卒

コ

ロ

ナ

の

自

粛

生

活

が

始

ま

っ

た

一

昨

年

の

春

、
愛

犬

（

ポ

メ

ラ

ニ

ア

ン
♂

）
と

の

生

活

が

始

ま

り

ま

し

た

。
子

ど
も

の

頃

か

ら

飼

っ
て

み

た

か

っ
た

も

の

の
、
5
0
歳

を

過

ぎ
て

や

っ

と
実

現

し

ま

し

た

。

そ

れ

ま

で

は

、
犬

や

猫

の

飼

い
主

が

ペ

ッ
ト

を
「
家

の
子

」

と

言

う

こ

と

に

す

ご

く

違

和

感

を

感

じ

て

い

ま

し

た

が

、

飼

っ

て

み

る

と

本

当

に

可

愛

く

、
ペ

ッ
ト

も

家

族

だ

と

実

感

し

ま

し

た

。
柱

や

じ

ゅ
う

た

ん

を

噛

っ

た

り

、
壁

紙

を

破

い

た

り

と

や

ん

ち

や
坊

主

な

と

こ

ろ
は

困

り

ま

す

が
、
帰

宅

す

る

と

大

歓

迎

し

て

く

れ

る
し

、
遊

ん

で

ほ

し

く

て

寄

り

添

っ

て

く

る

な

ど

、
可

愛

い
限

り

。

昨

年

の

春

、
次

女

も

進

学

で

家

を

出

て

、
夫

婦

だ

け

の
生

活

と

な
り

ま

し

た

が
、
愛

犬

が
居

る
こ

と

で

何

と

か

や

っ

て

い
ま

す

。
我

が
家

に

と

っ

て

犬

は

か

す

が

い

。

（

テ

レ

ビ
山

梨

勤

務

）

樋

口
　

正

俊
　

昭

和
6
1年

卒

荒

川

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ロ

ー

ド

で

ジ

ョ

ギ

ン

グ

に

励

む

日

々

で

す

。
昨

年

は

一

年

で

Ｉ

。
０

０

０
ｊ

を

突

破

。
苦

し

い

時

は

強
行

遠

足

の

涙

を

思

い
出

し

ま

す

。
コ

ロ
ナ

太

り

の
予

防
・
解

消

に

、
今

後

も

続

け

た

い
で

す

。（

山

梨

新

報

社

勤

務

）

落

合
　

祐

介
　

平

成
2
6年

卒

社
会

人

と

し

て

現

在

４

年

目

の

終

わ

り

に
差

し

掛

か
り

、

こ

の

２

年

間

で

は

若

手

か

ら

中

堅

と

呼

ば

れ

る
年

次

と

な

り

、
自

身

や

周

り

の

環

境

も

大

き

く

変

わ

り

ま

し

た

。
２

年

前

に

は
上

司

に

指

示

を
受

け

て

い
ま

し

た

が
、
今

は

２

人

の

後

輩

に

指

示

し

て

い

ま

す

。
ま

た

、
こ

の

半

年

で

Ｉ

Ｔ

系

の

資

格

を
２

つ
取

得

し

た

こ

と

も

あ

り

、
査

定

も

こ

こ

数

年

は

最

高

評
価

を

も

ら
え

る

よ
う

に

な
り

ま
し

た

。

今

年

は

転

職

に

向

け

活

動

し

て

い
ま

す

。
今

は

大

と

の
距

離

が

あ

る

時

期

で

す

が

、
ま

た

集

ま

れ

た

時

に

恥

ず

か
し

く

な

い
姿

が
見

せ

ら

れ

る

よ
う

励

み

た

い
と

思

い
ま

す

。

（

シ
ス

テ

ム

エ
ン

ジ

ニ

ア
）

上

矢
　

洋

久
　

昭

和
3
8年

卒

こ

の
原

稿

執

筆

を

幹

事

か

ら

依

頼

さ

れ

た

３

月

中

旬

、
口

シ

ア

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

侵

攻

し

、
多

く

の

市

民

が
生

死

を

さ

ま

よ
う

異

常
事

態

。
こ

の

よ
う

な
こ

と

が
2
1
世

紀

に

な

っ
て

も
許

さ

れ

る

の

か

と

、
世

界

中

の

多

く

の

市

民

と

同

じ

よ

う

に

怒
り

を

覚
え

、
一

人

ひ

と

り

の

市

民

が

何

も

で

き

な

い
状

況

に

無
力

感

を

感

じ

た

。
し

か

し

一

つ

だ

け

、
か

す

か

に

、
か

す

か

に

、
私

に

も

出

来

る

こ

と

が

あ

っ

た

。
私

は

学

者

で

は

な

い
が

、
私

な

り

の
民

主

主

義

の

理

論

を

つ

く

り

、
そ

れ

を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
を
通
し
て
2
2
年
間
実
践
し
た
結
果
を

本
に
纏
め
、
も
う
直
ぐ
（
４
月
）ン
日
回
目

に
て
出
版
す
る
か

ら
で
あ
る
。

民
主
主
義
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
人
、
も
し
く
は

政
党
が
、
権
力
を
握
っ
て
政
治
を
行
う
の
を
基
本
と
す
る
糾

度
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
従
っ
て
政
権
を
握
っ
た
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
が
独
裁
政
治
を
行
っ
た
例
が
あ
る
た
め
、
民
主
主
義
も

今
の
ま
ま
で
は
安
心
で
き
な
い
制
度
で
も
あ
る
。今
回
の
口

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
現
在
の
民
主
主
義
の
盲
点
を

つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
民
主
主
義
は
、王
政
、
独

裁
制
な
ど
の
強
権
政
治
に
対
し
て
、
市
民
が
長
い
年
月
を
経

て
育
ん
で
き
た
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
私
は
こ
の
民
主
主
義

は
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。甲
府

中
学
・
一
高
同
窓
会
が
行
わ
れ
る
７
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
が
、こ
の
一

大
事
を
他
人
事
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

多
く
の
市
民
が
活
用
す
る
新
し
い
時
代
で
あ
る
。こ
の
よ
う

な
時
代
を
想
定
し
て
ま
と
め
た
上
記
の
本
の
内
容
を
、
少
し

で
も
実
現
す
る
よ
う
に
余
生
を
過
ご
し
た
い
。
多
く
の
同
窓

生
が
私
の
長
年
の
想
い
を
ご
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、共
に
行

動
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長
）

勝
村
　

久
司
　

昭
和
5
5年
卒

こ
の
２
年
、
思
わ
ぬ
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
運
動
不
足
が
気
に

な
り
、
自
宅
近
所
の
散
歩
を
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
近
く
の

新
川
と

い
う
川
沿
い
に
遊
歩
道
を
発
見
。
そ
れ
は
川
筋
を
歩

く
信
号
の
無
い
道
で
、歩
き
だ
せ
ば
止
ま
る
こ
と
な
く
歩
く

こ
と
が
で
き
る
道
で
し
た
。
最
初
は
3
0分
く
ら
い
の
散
歩
が
、

つ
い
つ
い
歩
い
て
そ
の
う
ち
に
１
時
間
以
上
に
。
そ
ん
な
歩

き
な
が
ら
見
る
川
の
自
然
、
春
に
は
千
本
桜
と
も
言
わ
れ
る

見
事
な
桜
並
木
が
広
が
り
、
ま
た
川
魚
だ
け
で
な
く
、
季
節
毎

に
は
鴨
の
親
子
や
亀
、
蟹
も
見
か
け
る
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と

し
た
都
会
の
中
の
癒
し
を
感
じ
る
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
新
川
の
あ
る
江
戸
川
区

の
歴
史
に
も
興
味
が
沸

き
、
体
力
作
り
で
始
め
た
近
所
の
散
歩
も
、
飽
き
る
こ
と
な

く
ま
だ
ま
だ
続
け
ら
れ
そ
う
で
す
。
　

（
会
社
員
再
雇
用
）

中
込
　

知
佳
　
平
成
2
9年
卒

私
は
今
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
の
２
年
は
就
活
、
国
家
試
験
、
社
会
人
１
年
目
と
節
目
の
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時
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
り
、
リ
モ
ー
ト
で

の
授
業
や
就
活
、
病
院
実
習
が
な
く
な
っ
た
り
と
前
例
の
な

い
こ
と
ば
か
り
で
、
試
験
に
受
か
る
の
か
、
仕
事
は
通
常
通

り
始
ま
る
の
か
な
ど
不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
で
病
院
で
働
く
こ
と

は
不
安
な
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

田

中
　

資

時
　

昭

和
3
5

年

卒

コ

ロ

ナ

発

生

の

時

と

ほ

ぽ

同

じ

く

し

て

、
こ

の

２

年

間

私

は

同

質

性

肺

炎

を

患

い

闘

病

の

生

活

を

送

り

ま

し

た

．
原

因

ｓ
　

＿
　
．

＝
　

．
．ｔ
．＿
　

ｉ
＿
１

ｊ
　

ｊｓ
ｌｒ
ｌ
ｓ
Ａ
ｊ
ｔｓ
ｓ
 ｌ
＿
ｃ

―

－

・
Ｊ

″
ｊ

Ｊ

不

明

で

完

治

す

る

事

の

な

い

と

言

う

厄

介

な

肺

炎

で

す
　

Ｆ
　
　
　
　

Ｉ
Ｌ

４
ｆ
ｌ
あ
φ
　

〆
　

Ｉ

2
0
1
9
年
1
2月
中
旬
に
入
院
し
て
5
7日
目
に
退
院
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
治
療
に
は
、
ス

テ
ロ
イ
ド
系
の
薬
と
、
肺
の
中
に
い
る
カ
ビ
を
退
治
す
る

薬
、
そ
の
他
に
２
種
類
の
薬
を
服
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
い
ろ
い
ろ
な
副
作
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
治
療
の
た
め

に
は
必
要
な
薬
な
の
で
飲
み
続
け
、
徐
々
に
良
く
な
り
何
と

ｌ
ｌ
　ｊ
。ｌ
Ｉ
　
　ＩＩ

か
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間

健
康
回
復
を
目
指
し
て
心
が
け
た
こ
と

は
、『
歩
く
』
こ
と
で
し
た
。
思
え
ば
教
職
を
退

い
て
か
ら
2
1

年
間
、
歩
く
こ
と
は
自
分
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
捉
え
、
着
実
に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
病
気
に
な
る
前

に
は
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
更
に
階
段
運

動
で
体
を
鍛
え
登
山
に
も
備
え
ま
し
た
。
古
希
を
迎
え
て
か

ら
５
年
間
で
富
士
山
・
奥
穂
高
岳
・
北
岳
・
間
ノ
岳
・
槍
ヶ
岳

ミ
ー
ド

り
毎
変
、ぺ
尺
卜
圧
１

を
借
波
し
ま
し
た
。
こ

の
時

と
日
本
の
高
峻
ベ
ス
ト
五
山
を
踏
破
し
ま
し
た

メ`
　｜

。
　－

培
っ
た
気
力
、
体
力
は
今
も
有
形
無
形
に
遣
っ
て
い
て
、
病

気
の
回
復
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
妻
が
手
を
掛
け
て
作
っ
て
く
れ
る
食
事
も
健
康
回
復

の
大

き

な

要

因

で

あ

る
と

感

謝

し

て

い
ま

す

。

健

康

づ

く
り

は

、「

よ

く

食

べ

て

、
よ

く

運

動

す

る
。
」
こ

れ

に
尽

き

る

と

心
得

、
満
8
1
歳
に

な
り

ま

し

た

が
ま

だ
ま

だ
頑

張

る
所

存

で
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
元

教

員

）

Ｈ
・
Ｎ
　

平

成
2
4年

卒

私

は

コ

ロ

ナ

が

日

本

に

入

っ
て

く

る
数

ヶ

月

前

に

、
ふ
と

し

た

き

っ
か

け

で

、
自

分

で

着

物

を

着

て
み

た

い
と

思

い
ま

し

た

。
動

画

を

見

て

練

習

し

た

り

、
着

付

け

教

室

で

習

っ

た

り

し

た

こ

と

で

Ｉ

大

で

着

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、
今

は

着

物

友

達

と

一

緒

に

出

掛

け

る

事

が

と

て

も

楽

し

い

で

す

。

（

会

社

員

）

清

水
　

昭
　

昭

和
4
4

年

卒

こ

の

２

年

間

、
仕

事

も

異

業

種

交

流

も

会

議

は

、
ほ

と

ん

ど

が

オ

ン

ラ

イ

ン

開

催

に

な

り

、
懇

親

会

は

激

減

し

た

。
自

分

の

時

間

が

で

き

、
運

動

や

読

書

が

増

え

た

が

、
何

と

な

く

物

足

り

な

さ

を

感

じ

て

い

た

。

こ

の

間

も

い

く

つ

か

の

講

演

を

頼

ま

れ

「

ど

の

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

が

い

ち

ば

ん

長

寿

に

影

響

し

て

い

る

の

か

」
を

考

え

て

い

た

時

、
Ｂ
ｒ
ｉｇ

ｈ
ａ
ｍ
 

Ｙ

呂

ｎ
ｇ
 
Ｕ

ｎ
ｉｖ
ｅ
ｒ
ｓ
iｔｙ
 

Ｈ

０
１ｔ‐
」
０

５
ｔ
３
ｄ
 
Ｊ

等

の
「

普

段

の

生

活

の

中

で

の

つ

な

が

り

が

長

生

き

や

健

康

に

良

い

影

響

を

与

え

て

い

る

」
と

い

う

研

究

に

出

会

っ

た

。

地

縁

、
血

縁

、
仕

事

上

の

付

き

合

い

も

大

切

で

あ

る

が

、
同

窓

生

同

士

の

つ

な

が

り

も

社

会

と

の

つ

な

が

り

の

一

つ

で

あ

り

、
健

康

長

寿

に

繋

が

っ

て

い

る

と

得

心

し

た

。

リ

ア

ル

で

集

ま

る

こ

と

が

最

良

だ

が

、
ネ

ッ

ト

を

通

じ

て

で

も

良

い

の

で

、
こ

れ

か

ら

も

甲

府

コ

局

東

京

同

窓

会

の

縦

横

の

繋

が

り

を

大

切

に

し

て

行

き

た

い

。

参

考

文

献
　

東

洋

経
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オ

ン

ラ

イ
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『

人

の
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は

「

社

会
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の
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な

が

リ
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が
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史
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齢
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内
藤
　

浩
　

昭
和
4
1年
卒

毎
日
変
わ
り
映
え
し
な
い
ル
ー
テ
ィ
ン
を
こ
な
す
だ
け

の
生
活
。
唯
一
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
た
の
は
、
人
混
み
を

避
け
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
友
達
と
の
リ
モ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
し
た
。
人
と
会
い
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
事
は
生
活
の
中
に
は
必
須
で
あ
っ
た
と
再
確
認
し

ま
し
た
。
「
人
と
の
絆
」
を
自
由
に
確
か
め
る
事
が
出
来
な

い
悶
々
と
し
た
蜃
居
生
活
。
そ
ん
な
非
日
常
的
日
常
を
耐

え
凌
い
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
（
石
川
）
　
浩
　

昭
和
3
4年
卒

白
内
障
手
術
を
受
け

経
過
良
好

、
積
読
だ
っ
た
本

を

１
２
０
冊
読
了
。
健
康
維
持
に
自
彊
術
体
操
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
実
施
。

レ

ド

レ
　

少
し
で
も
止
め
ゴ
ル
フ
が
出
来
る
よ
う
、「
ト
リ
ム
体
操
教

室
」
に
て
シ
ニ
ア
女
性
に
交
じ
っ
て
汗
を
か
い
て
ま
す
。

鶴
田
　

駿
人
　

平
成
η
一
年
卒

昨
年
度
、
私
は
建
設
会
社
で
勤
務
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
縁
あ
っ
て
愛
知
県
に
あ
る
中
高
一
貫
校
で
高
校
生
と

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
の
学
校
特
有
の
制
度
で
、
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
会
人

が
自
ら
の
経
験
や
マ
イ
ン
ド
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
で
将

来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
寄
与
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
毎
日

生
徒
と
過
ご
す
中
で
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
学

校
行
事
が
こ
と
ご
と
く
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
私
は
や
る
せ

な
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
度
し
か
な
い
思

い

出
を
作
ろ
う
と
奔
走
す
る
生
徒
の
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。
生
徒
と
教
職
員
が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
、
体
育
祭
も
文

化
祭
も
感
染
対
策
を
考
慮
し
な
が
ら
斬
新
な
演
出
を
考
案

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
感
動
を
生
み
だ
し
て
く
れ
ま

し
た
。
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
邁
進
す
る
生
徒
に
負
け

な
い
よ
う
、
私
も
明
る
い
生
活
が
返
っ
て
く
る
日
ま
で
辛
抱

強
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
社
員
・
清
水
建
設
㈱
）

山
田
　

正
樹
　

昭
和
5
1年
卒

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
昼
飯
に
も
行
か

ｙ
ｓ
ｒ
　
Ｘ
　ＩＳ
　９
　
　
■

ず
、
飲
み

に

も

行
け

な

い
」
と

い
う

生

活

が

続

い
て

い
ま
す

。

気

が
付
け

ば
、
私
は

も
う
6
4歳
に

な

っ
て

お
り

、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン

ｋ

’十口
６

冬

ｂ

り

こ
Ｉ匠

づ

い
て

い
ま

す

。

こ

の

２

年

間

は

、

生
活
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
ま
す

ｊ
一
。一
１
　
　

１
響ｊ

「

退

職

後

何

を

す

る

か

？

ど

う

生

き

る

か

？

」
に

つ

い

て

、
必

Ｉ
　

Ｉ
ｌ
　

ｉ
ｌ

Ｆ－

Ｉ
　
　
　

・
　

〆
｀
゜
ｉ

Ｓ一
ゝ
　
／

一`
〇

死
に
答
え
を
出
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た

Ｉ

Ｗ
　
　ｌｌ
　
　
。
　・一

が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も
増
え
、
土
日
と
合
わ
せ
て
甲
府
の
実
家

に
帰
る
事
が
増
え
ま
し
た
。
や
は
り
、
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
時

代
を
過

ご
し
た
甲
府
は
、
心
落
ち
着
け
る
場
所
で
あ
り
ま

す
。
甲
府
一
高
周
辺
へ
の
散
策
や
、
強
行
遠
足
を
想
い
出
し

な
が
ら
の
野
辺
山
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を

考
え
る
絶
好
な
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
っ
こ

う
に
「
自
分
が
今
後
何
を
や
り
た
い
の
か
？
ど
う
生
き
る
の

か
？
」
を
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
想
い
返
し
て
み
る
と
、「
将
来

の
自
分
の
夢
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
一
高
時
代
の
自
分

い

つ

も

は

、
八

王

子

に

あ

る

社

員

寮

で

暮

ら

し

て

い

ま

す

ａ
　
‐
 
Ｊ
１１ａ
．
ｉ
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と

全

く

同

じ

だ

」
と

、
進

歩

の

な

い
自

分

に

、
苦

笑

い

し

て

い

る

今

日

こ

の

頃

で

あ

り

ま

す

。

（

東

日

本

旅

客

鉄

道

株

式

会

社

勤

務

）

浅

川
　

浩

一
　

平

成

元

年

卒

私

は

エ

ン

タ

ー

テ

イ

メ

ン

ト

業

界

の

仕

事

に

携

わ

っ

て

い

ま

す

。
い‥１１一
年

前

の

震

災

時

に

は
「

何

か

や

ら

な

け

れ

ば

、
頑

張

ら

な

け

れ

ば

」
と

寧

ろ

気

力

も

湧

い

だ

も

の

で

す

が

、
今

の

こ

の

騒

ぎ

の

２

年

間

は

頑

張

り

た

く

て

も

頑

張

れ

な

い

、

動

け

な

い

あ

の

時

と

は

似

て

非

な

る

状

況

で

す

。
エ

ン

タ

ー

テ

イ

メ

ン

ト

は

結

局

贅

沢

品

な

の

で

こ

う

い

う

状

況

に

は

非

常

に

弱

い

と

感

じ

ま

し

た

。

お

題

に

反

す

る

内

容

に

な

り

心

苦

し

い

で

す

。

個

人

的

に

は

こ

の

余

り

に

も

仕

事

が

で

き

な

い

期

間

で

趣

味

の

ギ

タ

ー

や

ド

ラ

ム

、
筋

ト

レ

を

頑

張

っ

た

位

で

す

か

ね
（

苦

笑

）
。

Ｙ
・
Ｋ
　

平
成
３
年
卒

山
梨
県
の
西
部
の
、
と
あ
る
街
の
教
育
委
員
会
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
そ
し
て
現
在
進
行
形
で
、
学
校
教

育
は
コ
ロ
ナ
と
い
う
目
に
見
え
な
い
大
き
な
敵
に
立
ち
向

か
い
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
守
る
戦
い
の
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、

保
護
者
・
地
域
の
心
配
を
軽
減
し
な
が
ら
、
学
校
を
運
営
し

て

い
く
こ
と

の
難
し
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
て

い
ま
す
。

日
々
で
き
る
こ
と
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
こ
の
事
態

が
好
転
し
て
い
く
こ
と
を
毎
日
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て

、
そ

ん

な

中
で

、
学
校

教

育

の
未

来
を

創

る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
い
う
施
策
が
こ
の
２
年
で

並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
施
策
の
推
進
担

当
と
し

て
、
市
内

の
小
中
学
校
で
の
一
人
一
台
端
末

の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
授
業
で
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
端
末
を
使
っ
て

学
習
す
る
初
め
て
の
授
業
を
参
観
し
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち

が
嬉
し
そ
う
に
学
ぶ
姿
を
見
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
や

苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
素
敵
な
未
来
を

創
造
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、こ
れ
か
ら
も
学
校
教

育

が
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
も
の
に

な
っ
て
い
く
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水
　

ま
り
子
　

平
成
元
年
卒

コ
ロ
ナ
禍
で
、
在
宅
時
間
が
増
え
、
新
聞
を
よ
く
読
む
よ

う
に
な
っ
た
。
卒
業
以
来
、
歌
手
と
し
て
活
動
を
つ
づ
け
て

き
た
関
係
か
ら
、
コ
ロ
ナ
自
粛
と
、
エ
ン
タ
メ
の
関
係
、
女
性

の
生
き
方
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
お
金
の
問
題
な
ど
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
に
も
目
を
向
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
5
0歳
を
過
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多
い

と
感
じ
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
の
２
年
間
だ
っ
た
。
一
高
で
身
に
付

け
た
挑
戦
す
る
精
神
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
力
い
っ
ぱ
い

命
い
っ
ぱ
い
に
生
き
て
い
き
た
い
。

塚

田
　

美

佐

子
　

平

成

元

年

卒

看

病

か

ら

介

護

へ

と

続

い

た

母

と

の

毎

日

が

私

の

内

側

を

満

た

し

豊

か

に

し

て

く

れ
た

。
人

生

の
季

節

が
巡

り
　

肉

体

と

心

が

変

わ

り

ゆ

く

母

を

知

り
　

私

を

知

り
　

愛

を

知

っ
た

。
全

て

は

最

善

の

こ

と

愛

と
光

。
そ

う

心

か
ら

想

え

る

今

と

か

け

が
え

な

い
母

と

の

毎

日

を

与

え

て

く

れ

た

こ

と

に
愛

と

感

謝

を

込

め

て

私

は

私

を

生

き

て

い
く

原

口
（

塩

沢
）
　
直

美
　

平

成
元

年

卒

一
高
を
卒
業

後
、
結
婚
し

て
甲

府
を
離
れ
て
2
5
年

。
３

人

の
子

育

て

も

ボ
チ

ボ

チ

終

え

、
今

度

は

親

の
介

護

に

入

る
矢

先

に

コ

ロ

ナ

禍

に

な

っ

た

。
高

齢

の

親

が
気

に

な

る

が

、
そ

の

親

が
「

今

は

コ

ロ

ナ

禍

で

大

変

な

時

だ

か

ら

、
来

な

く

て

い

い

よ

」
と
言

う

。
時

間

が

出

来

た

の

に

山

梨

に

、
親

の
側

に

い
け

な

い
。
そ

れ

が

切

な
く

寂

し

い
気

持
ち

に

な

っ

た

。

ま

た

昨
年

の

暮

れ

、
甲

府

同

窓

会

の

打

合

せ

の
た

め
久

々

に

同

級

生

と

一

高

で

集

う

こ

と

に

な

り

校

舎

を

訪

れ

た

。
3
5

年

前

の

校

舎

と

違

い
不

思

議

な

気

持

ち

に

も

な

っ
た

が
、

そ

れ

よ
り

も
瞬

時

に

数

十

年

会

っ

て

い
な

い
友

と

、
ま

る
で

昨

日

の

続

き

の

よ

う

に

、
戻

れ

た

こ

と

が

と

て

も

嬉

し

く

「

私

は

、
良

い
青

春

時

代

を

一

高

で

す

ご
し

た

の

だ

な

。
」
と

し

み
じ

み

感

謝

の

気

持

ち

で

胸

が

い
っ

ぱ

い
な

っ
た

。
大

と

の

つ
な

が
り

の

た

い
せ

つ

さ
も

味

わ
う

２

年

間

だ

っ
た

。

藤
原
　

麻
子
　

平
成
元
年
卒

こ
の
２
年
間
で
様
々
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。不
自
由

な
こ
と
も
増
え
ま
し
た
が
、
良
く
な
っ
た
こ
と
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
会
議
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し

た
こ
と
。
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
場
所
の
制
約
を

越

え

て

気

軽

に

話

せ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

嬉

し

い

変

化

で

し

た

。

ま

た

テ

イ

ク

ア

ウ

ト

の

充

実

。
気

に

な

っ

て

い

た

人

気

店

の

味

が

自

宅

で

楽

し

め

る

の

は

ち

ょ

っ

と

し

た

息

抜

き

に

な

り

ま

し

た

。

さ

ら

に

は

音

楽

や

舞

台

の

ラ

イ

ブ

配

信

が

増

え

た

こ

と

。
チ

ケ

ッ

ト

代

も

控

え

め

な

の

で

気

軽

に

観

る

こ

と

が

増

え

ま

し

た

ま

だ

ま

だ

先

行

き

が

不

透

明

な

状

況

で

す

が

、
少

し

で

も

「

良

か

っ

た

こ

と

」
を

探

し

て

心

穏

や

か

に

暮

ら

し

て

い

け

れ

ば

と

思

っ

て

い

ま

す

。

A
lｗ

ａ
ｙ
ｓ
 
Ｉｏ
ｏ
ｋ
 ｏ
ｎ
 
ｔ
ｈ
ｅ
 
ｂ
ｒ
ｉｇ
ｈ
ｔ
 ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 ｏ
ｆ
 ｌ
ｉｆｅ
!

小

泉
　

一

昌
　

昭

和
5
7

年

卒

2
0
1
9

年

９

月

の
S
5
6

か

ら

の

引

継

ぎ

を

経

て

、
S
5
7

東

京

同

窓

会

幹

事

の

本

格

的

な

活

動

を

開

始

し

ま

し

た

。

テ

ー

マ

を

決

め

、
各

部

会

で

の

活

動

も

ス

タ

ー

ト

し

、
主

要

行

事

で

あ

る

東

京

同

窓

会

幹

事

会

（

５

月

予

定

）
お

よ

び

東

京

同

窓

会

総

会

・
懇

親

会

（

７

月

予

定

）
を

進

め

て

行

こ

う

と

す

る

さ

な

か

、
2
0
2
0

年

４

月

、
首

都

圏

に

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

対

策

・
特

別

措

置

法

に

基

づ

き

緊

急

事

態

宣

言

が

発

令

さ

れ

た

。
そ

れ

ま

で

は

当

番

幹

事

の

打

ち

合

わ

せ

も

月

に

１

回

程

度

集

ま

っ

て

行

っ

て

い

ま

し

た

が

、
そ

れ

か

ら

は

グ

ル

ー

プ

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

通

話

に

よ

る

電

話

会

議

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、
役

員

会

に

て
2
0
2
0

年

度

の

幹

事

会

、
総

会

・
懇

親

会

は

中

止

と

な

り

、
日

新

鐘

の

記

事

・
広

告

に

ご

協

力

い

た

だ

い

た

皆

さ

ん

に

お

詫

び

を

申

し

入

れ

ま

し

た

。
結

果

、
約

１

年

間

活

動

は

休

止

し

ま

し

た

。

2
0
2
1

年

４

月

の

東

京

同

窓

会

役

員

会

の

協

議

に

よ

り

、
５

月

か

ら

再

度

、
準

備

活

動

を

再

開

し

ま

し

た

。
し

か

し

な

が

ら

幹

事

会

の

打

合

せ

は

電

話

会

議

を

継

続

せ

ざ

る

を

得

ず

、
総

会

・
講

演

会

も

限

定

し

た

人

数

の

会

場

参

加

と

オ

ン

ラ

イ

ン

視

聴

と

い

う

今

ま

で

と

違

う

形

式

で

の

開

催

を

検

討

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

で

も

何

と

か

、
７

月
1
0

日

に

東

京

同

窓

会

・
幹

事

会

、
そ

し

て

、
1
0
月
2
3

日

に

東

京

同

窓

会

総

会

・
講

演

会

を

実

施

し

ま

し

た

。
山

梨

の

同

窓

会

長

お

よ

び

校

長

先

生

か

ら

の

ビ

デ

オ

メ

ッ

セ

ー

ジ

、
ビ

デ

オ

に

よ

る

講

演

な

ど

、
今

ま

で

と

は

違

っ

た

形

の

開

催

に

は

あ

り

ま

し

た

が

無

事

終

了

し

ま

し

た

。

今

回

の

活

動

に

ご

協

力

い

た

だ

き

ま

し

た

皆

様

に

感

謝

し

、
開

催

で

き

た

こ

と

を

う

れ

し

く

思

っ

て

い

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
　

（
S
5
7
　

東

京

同

窓

会

・
幹

事

）
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－

１

‐

－

杉
山
　

岳
　
平
成
2
9年
卒

私
は
2
0
2
0

年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
は
石

油
・
天
然
ガ
ス
開
発
系
企
業
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
私
は

折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
た
年
に
入

社
し
ま
し
た
。配
属
初
日
か
ら
の
在
宅
勤
務
や
飲
み
会
の
中

止
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
軽
薄
化
。
そ
れ
に
加
え

新
型
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
経
済
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
、

原
油
市
場
も
一
時
大
暴
落
し
ま
し
た
。「
な
ん
で
こ
ん
な
年

に
入
社
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
…
…
」
と
初
め
の
頃
は
悩

む
日
々
の
連
続
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
写
真
フ
ォ
ル
ダ
を
見
て
い
る
と
強
行
遠

足
の
写
真
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
１
年
生
の
時
、
気
力
と

体
力
の
限
界
で
海
の
口
で
リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま
い
悔
や
み

ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
翌
年
か
ら
は
家
族
の
協
力
も

得
な
が
ら
周
到
に
準
備
し
、
２
、
３
年
生
の
時
は
何
と
か
完

走
で
き
ま
し
た
。

「
歩
み
続
け
た
か
ら
成
功
で
き
た
」
こ
れ
は
私
か
身
を

も
っ
て
強
行
遠
足
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
立
ち

向
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
困
難
な
局
面
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
一
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
も
の

の
、
強
行
遠
足
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
歩
み
続
け
る
こ
と
を

怠
ら
ず
、
ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
邁
進
し
ま
す
。

小
林
　

岩
魚
　

平
成
９一
年
卒

こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
、
生
活
も
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
最
初
の
方
は
仕
事
で
あ
る
Ｊ

リ
ー
グ
の
試
合
も
中
止
に
な
っ
た
り
、
チ
ー
ム
の
活
動
も
ス

ト
ッ
プ
、
友
人
に
も
気
軽
に
会
え
な
い
な
ど
、
と
て
も
ス
ト

レ
ス
の
溜
ま
る
日
々
で
し
た
。
そ
の
中
で
自
由
に
使
え
る
時

間
が
増
え
た
分
、
サ
ッ
カ
ー
の
映
像
を
見
て
研
究
し
た
り
、

今
ま
で
あ
ま
り
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
勉
強
を
し
た
り
、
本
を

読
ん
だ
り
と
自
分
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
有
意

義
に
時
間
を
使
う
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
自
分
が
そ
う
い
っ
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
中
で

も
最
前
線
で
命
を
削
っ
て
コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
、自
分
の
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
仕
事
と

し
て
毎
日
や
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
普
段
で
は
気
付
け
な
い

こ
と
を
再
認
識
で
き
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て
い
く
日
々
は
続
い
て
い

く
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
周
り
の
環
境
、
周

－

・

－

‐

－

り
に
い
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

毎
日
を
送
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
所
属
）

永
島
　

龍
太
　

平
成
2
2年
卒

私
は
生
命
保
険
会
社
の
本
社
内
勤
社
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
生
命
保
険
業
界
は
対
面
営
業
が
大
前
提
で
あ
っ

た
た
め
、
コ
ロ
ナ
で
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
れ

を
「
仕
方
が
な
い
」
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、「
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
」
を
模
索
し
、
非
対
面
の
営
業
方
法
を
考
え
、
業

界
で
最
初
に
実
現
さ
せ
る
に
至
り
ま
し
た
。
何
事
に
お
い
て

も
、
環
境
の
せ
い
に
せ
ず
に
、
置
か
れ
た
環
境
で
何
か
で
き

る
か
考
え
、
変
化
に
即
応
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
岡
（
清
水
）
　
啓
子
　

昭
和
劇
年
卒

「
リ
ラ
の
会
」
は
、二
年
前
の
３
月
Ｈ
日
に
生
ま
れ
た
1
9
6
6

年
甲
府
一
高
卒
の
女
子
七
人
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
山
梨
、
千
葉
、
東
京
在
住
。
在
学
時
か
ら
親
し
か
っ
た

人
も
初
対
面
に
近
い
人
も
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の

家
の
リ
ラ
の
木
に
因
ん
で
「
リ
ラ
の
会
」
と
名
付
け
、
色
と
り

ど
り
の
花
を
形
ど
っ
た
ア
イ
コ
ン
も
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
に
、
富
士
山
や
花

々
の
写
真
、
美
味

し
い
献
立
の
紹
介
、
旅
の
報
告
、
歌
唱
の
動
画
な
ど
の
投
稿

が
始
ま
り
、
時
に
は
読
む
の
が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
。「
リ
ラ

の
会
」
誕
生
と
前
後
し
て
生
ま
れ
た
三
人
の
幼
な
子
の
成
長

を
見
守
る
の
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
時
に
は
ビ
デ
オ
通
話
で
合
唱
も
し
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
聡
子
さ
ん
の
手
作
り
マ
ス
ク
で
す
。
障
碍

を
持
っ
た
方
や
高
齢
者
に
着
や
す

い
洋
服
を
研
究
し
て
き

た
聡
子
さ
ん
が
、
皆
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
縫
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
闘
病
中
だ
っ
た
聡
子
さ
ん
は
料
理
も
上
手
で
、

そ
の
前
向
き
な
生
き
方
に
ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
聡
子
さ
ん
の
マ
ス
ク
を
か
け
て
集
ま
る
の
が
夢

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
１
年
が
過
ぎ
、
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
は
ま
す
ま
す
盛
況
。
ま

す
ま
す
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
悲
し

い
こ
と
に
昨
年

の
夏
、
聡
子
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
火
が
消
え
た
よ
う

で
し
た
。

秋
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
踊
り
の
発
表
会
で
と
う
と
う
再

会
を
果
た
し
た
私
た
ち
は
、
初
冠
雪
の
富
士
が
見
守
る
県
立

文
学
館
前
の
丘
で
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
卒
業
後
半
世
紀
あ

ま
り
。
聡
子
さ
ん
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
半
年
。
強
行
遠
足
や
部
活
、
暖
房
無
し
の

授
業
な
ど
思
い
出
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
自
分
の
知
ら

な
か
っ
た
一
高
生
活
の
一
面
に
触
れ
る
の
も
快

い
驚
き
で

す
。
そ
し
て
今
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ぶ
り
を
聞
く
と
、
元
気

が
湧

い
て

き

ま

す

。

私

た

ち

の
絆

の

基

を

作

っ

て

く

れ

た

高

校

３

年

間

。
人

生

の

荒
波

を

乗

り

越
え

、
コ

ロ

ナ

禍

で

も

励

ま

し

合

い
悩

み

事

も

分

か

ち

合

え

る
の

は

本

当

に

幸

せ

な

こ

と

で

す

。
参

加

を

呼

び

か

け

て

く

れ

た

千

永

子

さ

ん

に

皆

で

感

謝

し

て

い

ま

す

。
こ

れ

か

ら

も

元

気

で

、
そ

れ

ぞ

れ

の
花

を

咲

か
せ

て

行

き

た

い
と

思

い

ま
す

。

志

村
　

昌

也
　

昭

和
3
5
年

卒

同

窓

会

も

忘

年

会

も

出

来

な

い
こ

の
２

年

、
メ

ー

ル
網

も

着

信

不

能

が

何

人

か

あ

り

、
音

信

の

無

い
人

も

増

え

ま

し

た

。
生

存

確

認

を
（

ガ

キ
で

や

ら

な
け

れ

ば
な

り

ま

せ

ん

。

Ｍ
・
Ｔ
　

平

成
2
9
年

卒

社

会

人

と

な

り

、
仕

事

を

頑
張

っ

て

い
ま

す

。

東

京

に

上

京

し

就
職

し

ま

し

た

が

、
コ

ロ

ナ

禍

の

た

め

な

か

な

か

友

達

に

も

会

え

な

い
状

況

で

し

た

。
昨

年

の
秋

、
久

し

ぶ
り

に

高

校

時

代

の
友

達

に

会

う

こ

と

が

で

き

、
遊

ん

で

い
る

場
所

の

近

く

に

別

の

友

達

も

住

ん
で

い

る
事

を

知

り

、

連

絡

し

て

み

た

と

こ

ろ
急

進

会

い
に

来
て

く

れ
ま

し

た
。
高

校

の

卒

業

式

ぶ
り

の
再

会

で

、
と

て

も

楽
し

い

時
間

を
過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。
私

の

事

を

覚

え

て

く

れ

て

い

た

事

、
会

い

た

い
１
・
と

言

っ

て

す

ぐ

に

来

て

く

れ

た

事

、
嬉

し

か

っ

た

で
す

！
・
あ
り

が
と

う

！
・
　
　
　
　
　
　
　

（
会

社

員

）

石
川
　

光

男
　

昭

和
4
3
年

卒

「

石
川

さ

ん
、
弦
問
先

生
を

知

っ
て

い
る
か
？
」
。
約
4
5
年

前

、

小

生

が
2
0
歳

後

半

に

国

語

の

初

任

教

員

と

し

て

勤

務

し

た

、

千

葉

県
（
現

在

、
い
す

み

市

）
の

千

葉

県

立

大

原

高

等

学

校

で

、
重

鎮

の

Ｉ

先

生
（

数

学

）
か

ら

あ

る
日

突

然

、
唐

突

に

訊

か

れ

た

。
話

を

聴

く

と

、
驚

い
た

こ

と

に

嘗

て

弦

間
正

友

先

生

が

英

語

の

教

師

と

し

て

大

原

高

校

に

勤

務

し

て

い

た

と

の
こ

と

だ

っ
た

。
そ

の

弦
間

先

生

は

私

か

一

高

３

年

生

の

時

の

英

語

の
先

生

で

あ

っ

た

。
奇

蹟

に

近

い
事

実

で

あ

る

。
当

43
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時

を

知

っ

て

い

る

美

術

の

Ｋ

先

生

、
書

道

の
Ｈ

先

生

も

後

日

、
驚

い
た

様

子

で

準

備

室

に

い

ら

っ
し

ゃ

っ

た

。「
石

川

さ

ん

、
甲

府

一

高

は

出

来

る
ん

だ

っ
て

ね

。
勉
強

が
」
と

は
Ｋ

先

生

の

言

葉

。

そ

の
こ

と

が

縁

で

数

年

前

か

ら

弦

間

先

生

と

遣

り

取

り

し

て

い

る

。
コ

ロ

ナ

禍

で

弦

間

先

生

の

卒

論

が

フ

ォ

ー

ク

ナ

ー

で

あ

っ

た

こ

と

、
漱

石

も

相

当

読

み

込

ん

で

い

ら

っ

し

や

る

こ

と

も

判

っ

た

。
現

在

、
先

生

は

川

中

島

の

老

人

ホ

ー

ム

に

い

ら

っ
し

ゃ
る

。
数

年

間

ま

で

出

荷

し

て

い
た

地

元
・
千

葉

県

産

の
玉

葱

を

今

年

か

ら

送

ろ

う

と

思

っ

て

い

る

。
１

年

生

時

の

担

任
・
神

宮

司

誠

先

生

、
２

年

生

時

の

担

任
・
川

手

千

興
先

生

、
３

年

生

時

の
担

任
・
渡

辺

弘

先

生

に

は

間

に

合

わ

な

か

っ

た

が

、
今

年

は

間

に

合

い
そ

う

で

あ

る

。

是

非

召

し

上

が

っ

て

頂

き

た

い

。
天

が

与

え

て

く

れ

た

縁

（
え

に

し

）
を

大

切

に

し

た

い
。
先

生

の

ご
健

康

を

祈

る

ば

か

り

で

あ

る

。
　
（
私

立

市

原

中

央

高

等

学

校
・
非

常

勤

講

師

）

川

手
　

一

郎
　

昭

和
4
6年

卒

コ

ロ
ナ

が
「

ダ
イ

ヤ

モ

ン

ド

ー
プ

リ

ン

セ

ス

号

」
の

船

内

で

７

０

０

人

も

の

乗

客

を

感

染

さ

せ

る

と

い
う

報

道

が

あ

っ

て

か
ら

既

に
２

年

を

経
過

し

た

。
東

京

で

は

オ

ミ

ク

ロ

ン

の

新

た

な

変

異

株

が

新

規

発

症

者

の
２

割

に

達

す

る

と

の

こ

と

。
地

元

で

の
無

尽

は

殆

ど

止

ま

っ

た

。

私

は

、
3
0
代

の

頃

か

ら

、
一

高

の
同

級
生

の
Ｉ

人

と
日

本

百

名

山

を

全

山

踏

破

す

べ
く

年

間

２

～

３

峰

を

登

頂

し

て

き

た

。
７
・
８

年

前

の

男

体

山

に

お

け

る
登

頂

後

の
下

山

中

、

大

き

な
石

を

踏

み

外

し

転

倒

打

撲

す

る
と

い
う

事

故
（
簡

単

な

滑

落

で

あ

る

）
を

経

験

し

た

。
そ

れ

以

来
８

０

０

ｍ

以

上

の

高
低

差

が

あ

る

山

に

は

登

ら

な

い
こ

と

に

し

た

。
こ

の
目

標

は

、
5
6座

を

も

っ
て

断

念

だ

。

代

わ

り

に
同

じ

同

級

生

と
目

指
し

て

い

る

の

は

、
中

山

道

の

全

踏

破

で

あ

る
。
月

に

Ｉ

回
位

の

頻

度

で

、
週
末

の

早

朝

、

普

通

電

車

で

互

い

の
自

宅

に
近

い

竜
王

駅

か

ら
乗

車
し

、
中

山

道

の

最

寄

り

駅

で

下

車

す

る

。
そ

こ

か

ら

、
５
・
６

時

間

ゆ

っ
く

り

そ

の
日

の

目

的

地

の

宿
（
し

ゅ
く

）
の

そ

ば

の

駅

ま

で
歩

く

と

い
う

も

の

だ

。
コ

ロ

ナ

禍

の
昨

年

か

ら
始

め

た

が

、
上

諏

訪

か

ら
木

曽
福

島

ま

で

の
間

は

ほ

ぽ
制

覇
し

た

。

帰

り

に

塩

尻

駅

に

下

車

す

る

。
駅

の

近

く

に

古

く

か

ら

や

っ
て

い

る

居

酒

屋

が

あ

る

。「

知
（

ち

）
春
（

は

る

）
」
と

い

う

。
芸

者

の

よ

う

な

名

前

の

店

だ

。
そ

こ

で

生

ビ

ー

ル

の

中

ジ
ョ
ッ
キ
ー
杯
を
飲
み
干
し
た
後
、
冷
蔵
庫
で
よ
く
冷
や
し

た
塩
尻
ワ
イ
ン
（
井
筒
ワ
イ
ン
ー
メ
ル
ロ
ー
の
ミ
デ
ィ
ア
ム

ボ
デ
ィ
）
１
本
を
２
人
で
空
け
る
。
乗
客
が
３
割
も
乗
ら
な

い
普
通
電
車
の
中
で
移
動
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
可

能
性
は
絶
無
だ
。
相
当
な
体
力
消
耗
の
後
、友
と
語
ら
い
な
が

ら
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
肴
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
す
る
時
間

は
、
ま
さ
に
至
福
の
時
だ
。
快
い
酔
い
の
後
の
帰
路
の
電
車
の

揺
れ
は
、
数
十
分
で
あ
れ
友
と
私
を
夢
心
地
に
誘
う
。

桑
本
　

拳
汰
　

令
和
２
年
卒

コ
ロ
ナ
に
よ
り
ズ
ー
ム
で
の
授
業
が
増
え
、
サ
ー
ク
ル
で

は
活
動
停
止
の
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
、
思
う
よ
う
な
大
学
生

活

が
送
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
友
達
作
り
に

は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
中
や
終
わ
っ
た
後

に
出
来
る
だ
け
話
す
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
（
大
学
生
）

根
岸
　
晃
芸
　
平
成
９一
年
卒

２
年
間
、
勉
学
を
頑
張
っ
た
と
か
、
努
力
し
て
何
か
を
成

し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
は
特
に
な
か
っ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
不
本
意
に
手
に
入
れ
た
時
間
を
利
用
し
て
、
昔

夢
見
て
は
い
た
が
未
熟
で
挑
戦
す
ら
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
挑
戦
し
た
。
奇
跡
的
に
夢
は
叶
い
、
今
私
は
南
極
・
昭
和
基

地
で
生
活
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
極
観
測
隊
）

神
宮
司
　

房
義
　

昭
和
3
0年
卒

高
校
時
代
は
体
が
弱
く
、
強
行
遠
足
に
参
加
で
き
た
の
は

高
２
（
1
9
5
3

年
）
の
一
回
だ
け
。
足
袋
に
草
軽
の
出
で
立

ち
だ
っ
た
。
そ
の
上
、
私
は
、
沿
道
の
台
ヶ
原
に
住
む
叔
母

（
母
の
妹
）
に
届
け
る
た
め
の
塩
ふ
り
の
生
サ
ン
マ
を
た
す

き
掛
け
に
背
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
サ
ン
マ
は
だ
ん
だ
ん
重
く

な
り
足
の
爪
は
歩
く
た
び
に
足
袋
で
押
さ
れ
悲
鳴
を
上
げ
、

途
中
の
茅
野
で
ダ
ウ
ン
。と
こ
ろ
が
こ
の
体
験
こ
そ
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
源
に
な
っ
た
。

大
学
で
は
後
輩
達
を
誘
っ
て
調
布
か
ら
甲
府
ま
で
徒
歩
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
、
あ
ま
り
に
も
無
謀
と
の
反
抗
に
あ
い

途
中
で
断
念
。日
本
テ
レ
ビ
に
入
り
4
3歳
の
夏
、
妻
の
勧
め
で

中
一
の
長
男
と
、
八
王
子
か
ら
甲
府
ま
で
の
約
百
キ
ロ
を
徒

歩
で
３
日
か
け
て
父
の
墓
参
り
を
敢
行
し
た
。
こ
の
経
緯
は

社
報
に
紹
介
し
、
そ
の
結
び
に
「
亡
き
父
の

墓
に
向
か
い
て

伝
え
た
る

は
る
ば
る
来
る

父
子
の
健
脚
」
の
短
歌
を
載
せ

た
。
そ
し
て
次
な
る
目
標
を
満
5
0歳
で
甲
府
か
ら
松
本
ま
で

の
１
０
０
にｍ
と
定
め
、
一
日
８
時
間
３
日
で
歩
く
こ
と
に
し

た
。
誕
生
日
１
９
８
６
年
４

月
2
9日
の
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト
。

韮
崎
の
桃
源
郷
を
眺
め
、
新
府
城
に
登
り
、
戦
国
時
代
に
思

い
を
は
せ
、
田
園
風
景
を
眺
め
、
短
歌
の
三
十
一
文
字
を
指

折
り
な
が
ら
歩
を
進
め
た
。「
な

ぜ
歩
く

繰
り
出
す
一
歩

ま
た
一
歩

目
指
す
目
標

近
づ
く
と
思
え

ば
」
。
携
帯
ラ
ジ

オ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
を
伝

え
て
い
た
。
そ
し
て
自
ら
が
設
立
に
関
わ
っ
た
テ
レ
ビ
信
州

の
松
本
本
社
を
訪
ね
て
こ
の
旅
を
終
え
た
。
そ
の
後
５
年
毎

に
既
に
行
っ
た
先
か
ら
歩
を
進
め
、
6
5歳
の
誕
生
日
、
日
本
海

の
糸
魚
川
に
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
培
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、７
年
前
脳
梗

塞
で
倒
れ
て
左
半
身
不
随
に
な
り
パ
ン
ツ
も
靴
下
も
一
人

で
履
け
な
い
状
態
を
、
自
ら
脱
却
す
る
自
助
具
を
開
発
す
る

バ
ネ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、手
を
使
わ
ず
に
傘
が
さ
せ
る
補
助

具
「
傘
さ
し
エ
イ
ト

ベ
ル
ト
君
」
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
、
ベ

ル
ト
君
は
2
0
2
1

年
一
1
1
1
1
1

月
特
許
庁
に
商
標
登
録
し
、
毎
日

新
聞
電
子
版
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
自
助
具
は
自
分
の

み
な
ら
ず
、
悩
め
る
多
く
の
人
の
お
役
に
も
立
て
る
と
思
う

と
、
若
き
日
の
強
行
遠
足
の
挫
折
体
験
に
感
謝
す
る
気
持
ち

で
あ
る
。

仲
田
　

道
弘
　

昭
和
5
3年
卒

「
甲
府
一
高
を
出
て
、
旧
前
店
の
十
字
路
を
左
折
し
東
に

進
む
。
美
咲
神
社
、
喜
久
乃
湯
を
過
ぎ
て
、武
田
通
り
の
交
差

点
を
直
進
。
す
ぐ
左
手
に
六
角
堂
が
あ
る
。
こ
の
先
に
今
は

亡
き
大
翁
院
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
日
本
の
ワ
イ

ン
発
祥
の
地
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
日
本
ワ
イ
ン
の
歴
史

を
、
大
学
の
授
業
で
社
会
人
に
教
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
授
業
は
す
っ
か
り
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
そ
の
代
わ
り
、

東
京
や
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
ロ
ン
ド
ン
か
ら
も
受
講
し
て
く

れ
る
方

が
い
ま
す
。
今
年
の
秋
に
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ワ

イ
ン
や
歴
史
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

（
山
梨
県
立
大
学
特
任
教
授
）

藤
巻
　

芳
文
　

昭
和
4
8年
卒

現
在
、
社
会
福
祉
法
人

い
ず
み
苗
場
の
会
の
中
の
障
害

者
支
援
施
設
で
働
い
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
の
日
中
活

動
の
場
で
す
。
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
厳
し
い
仕
事
内
容

で
す
が
、
す
で
に
働
き
始
め
て
４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
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こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
は
ど
ん
な
に
感
染
者
が

増
え
て
も
休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
か
ら
の
援

助
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
勝
手
に
休
む
わ
け
に
い
か
な

い
の
で
す
。
運
営
は
し
て
い
ま
す
が
外
部
と
の
接
触
は
な
る

べ
く
避
け
仕
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
害
と
言
っ
て
も
身
体
的
、
精
神
的
に
…
…
と
色
々

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
障
害
が
あ
る
方
の
支
援
と
と
も
に

そ
の
家
庭
に
も
寄
り
添
っ
て
支
援
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
創
設
者
の「
す
べ
て
の
人
々
は
そ
の
世
に
必
要
が

あ
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
」
と
の
理
念
に
感
動
し
て
日
々

仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

早
期
の
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大

村
　

紘

一

郎
　

昭

和
3
8
年

卒

甲

府

ゴ

ス

ペ

ル

ク

ラ

ブ

に

入

り

、
老

人

介

護

や

障

害

支

援

施

設

を

訪

問

し

て

い
ま

す

。
そ

こ

で

の

歌

と

思

い

を

Ｙ

Ｂ

Ｓ

ラ

ジ

オ

で

披

露

し

た

の

で

す

が

、
私

の

考

え

は

伝

え

き

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。
じ

ゃ

あ

と

私

の

心

に

火

が

つ

き

、
い

き

お

い

『
宮

沢

賢

治
「

銀

河

鉄

道

の

夜

」
を

読

み

解

く
Ｉ

ビ

ー
・
ジ

ェ

ン

ト

ル

マ

ン

の

種

子

に

乗

っ

て

Ｉ

』
を

書

き

上

げ

ま

し

た

。

「

宮

沢

賢

治

学

会

イ

ー
「

ト

ー

ブ

セ

ン

タ

ー

」
の

副

代

表

理

事

も

務

め

ら

れ

た

望

月

善

次

氏
（
本

校

卒

）
か

ら

は
「

ク

ラ

ー

ク

の

宗

教

的

側

面

を

継

い

だ

と

い

わ

れ

る

大

島

正

健

に

連

な

る

一

高

生

で

な

け

れ

ば

書

く

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

」
と

、
本

校

小

林

俊

一

郎

前

校

長

か

ら

は
「

素

晴

ら

し

い

執

筆

活

動

を

さ

れ

る

方

が

卒

業

生

で

あ

る

こ

と

は

、
本

校

生

徒

に

と

っ

て

大

き

な

励

み

…

、
調

査

研

究

等

に

有

効

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

く

」
と

お

言

葉

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

拙

著

は

本

校

卒

業

生

が

起

業

し

た

ア

ス

パ

ラ

社

（
Ｔ
Ｅ
）
０
５
５
‐
２
３
Ｈ

１
３
３
)
か

ら

出

版

し

ま

し

た

。
ぜ

ひ

お

読

み

く

だ

さ

い

。

祝
　

聖
之
（
ほ
う
り

せ
な
）
　
平
成
2
8年
卒

こ
の
２
年
間
は
仕
事
中
心
の
日
々
で
、
「
ど
う
し
た
ら
会

社
の
未
来
を
担
う
素
敵
な
方
を
採
用
で
き
る
か
」
ば
か
り
考

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
も
と
も
と
興
味
の
あ
っ
た
ぷ
ア
ザ
イ
ン
”
の
専

門
性
も
身
に
着
け
た
い
と
思
い
、
現
在
は
土
日
を
使
っ
て

デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
に
も
通
い
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
刺
激
的
で
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

生

活

し

に

く

い

環

境

が

続

き

ま

す

が

、

未

来

の

自

分

に

大

い

に

期

待

を

し

つ

つ

、

自

分

の
「

や

り

た

い

」
に

と

こ

と

ん

ま

っ

す

ぐ

、
貪

欲

で

あ

り

続

け

た

い

と

思

い

ま

す

！
・

（
株
式
会
誌

’口
入
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン

グ
ス
（
総
合
広
告
会

社
）
新
卒
採
用
担
当
）

勝
村
　

良
一
　

昭
和
5
3年
卒

子
会
社
で
あ
る
ア
ニ
メ
制
作
会
社
へ
の
出
向
を
最
後
に
4
0

年
間
勤
務
し
た
広
告
会
社
を
今
年
３
月
で
退
職
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
、
鹿
児
島
指
宿
、
霧
島
か
ら
別
府
、
四
国
へ
渡
っ

て
足
摺
岬
と
祖
谷
、
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
、
明
石
、
大
阪
を
経
由

し
て
南
紀
白
浜
ま
で
２
週
間
の
温
泉
巡
り
ひ
と
り
旅
を
し

て
き
ま
し
た
。

功
刀
　

悠
久
　

昭
和
3
4年
卒

２
年
前
、
た
く
さ
ん
子
犬
を
産
ま
さ
れ
た
末
に
保
護
犬
に

さ
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
（
白
、
推
定
７
歳
）
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
穏
や
か
な
性
格
で
、
躾
け
を
覚
え
る
の
も

早
く
、
近
所
で
評
判
の
可
愛

い
家
族
と
な
り
ま
し
た
。
毎
日

２
回
の
散
歩
が
と
て
も
楽
し
く
、
ね
ぎ
ら
う
つ
も
り
で
し
た

が
、
か
え
っ
て
心
癒
さ
れ
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

長
く
続
け
て
き
た
同
級
生
や
、
多
く
の
友
人
と
の
会
（
ゴ

ル
フ
、
飲
み
会
、
そ
の
他
）
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
途
切
れ
が
ち
で

す
が
、
一
日
も
早
く
平
常
に
戻
れ
る
よ
う
願
う
日
々
で
す
。

堀
口
　

修
　
昭
和
4
4年
卒

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど
う
頑
張
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
書

け
、
と
の
こ
と
で
し
た
が
、正
直
、
我
等
湘
南
同
窓
会
は
全
然

が
ん
ば
っ
て
い
ま
せ
ん
。２
年
連
続
中
止
と
な
り
、
今
年
も

ま
だ
開
催
の
め
ど
は
立
っ
て
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
我
が

幹
事
の
中
に
は
医
師
も
お
り
、
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
で
き

な
い
こ
と
も
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
世
情
を
鑑

み
た
（
Ｋ
Ｙ
と
も
い
う
、
嗚
呼
情
け
な
や
日
本
）
次
第
で
す
。

さ
て
我
が
会
は
、次
回
開
催
の
時
は
第
2
4
回
に
な
る
（
第

１
回
は
1
9
9
6

年
）
と
い
う
長

い
歴
史
を
誇
り
、
例
年
参

加
者
数
は
3
0数
名
と
、
首
都
圏
の
ロ
ー
カ
ル
同
窓
会
と
し
て

は
屈
指
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ア
ッ
ト
ー
ホ
ー
ム

な
と
こ
ろ
が
良
い
の
で
し
ょ
う
、「
湘
南
」
と
い
っ
て
も
参
加

者
は
、
遠
く
東
京
や
甲
府
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

い
ま

す
。
た
だ
今
幹
事
一
同
、
開
催
に
向
け
て
検
討
を
し
て
お

り
、
初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
時
々
ブ
ロ
グ
を

チ

ェ

ッ

ク

さ

れ

ま

す

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

検

索

↓

「

一

高

湘

南

同

窓

会

」

ｈ
ｔ
ｔｐ
:
／
／
ｉｃ
ｈ
ｉｋ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
.
l
i
ｖ
ｅ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
.ｂ
ｌｏ
ｇ

／

※

今

年

は

中

止

に

な

り

ま

し

た

。

（

湘

南

同

窓

会

幹

事

）

広
瀬
　

義
武
（
父
・
故
広
瀬
　

忠
義
　

昭
和
3
6年
卒
）

一
昨
年
８
月
、
父
は
癌
を
患
い
、
7
7歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し

た
。
生
前
、
コ
局
で
は
剣
道
に
励
ん
で
い
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
縁
も
あ
り
、
静
岡
で
教
師
と
な
っ
て
も
、
定
年
ま

で
剣
道
部
の
顧
問
と
し
て
土
日
も
な
く
生
徒
を
指
導
し
て

お
り
ま
し
た
。
一
高
剣
道
部
が
原
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

厳
し
く
も
あ
り
、
優
し
い
父
で
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
ご
報
告
と
、
少

し
で
も
父
を
思

い
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
天
国
の
父
も
喜

ぶ
の
で
は
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ

ロ
ナ
禍
、
戦
争
と
本
当
に
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

川

口
　

隼
人
　

平

成
2
5年

卒

大

学

卒
業

後

一

般

企

業

に

就

職

し

た

。
Ｕ

タ
ー

ン

就

職

し

た

理

由

は

も

ち

ろ

ん
「

地

元

愛

」

。
高

校

時

代

か

ら

地

域

密

着

型

の

典

型

ヴ
ァ

ン

フ

ォ

ー

レ

甲

府

の

ヴ
ォ

ラ

ン

テ

イ

ア

に

も

参

加

し

て

き

た

。

コ

ロ

ナ

で

入

場

者

制

限

さ

れ

よ

う

が

、
売

り

上

げ

な

ん

か

な

く

た

っ

て

、
そ

こ

に

来

て

く

れ

る

熱

い

サ

ポ

ー

タ

ー

の

た

め

な

ら

と

。
行

き

つ

い
た

先

は

山

梨

の
困

っ

て

い
る

大

を

助

け

る

た

め

の
「

便

利

屋

」
。
困

っ
て

い

る

大

を

見

る

と

い

て

も

た

っ

て

も

い

ら

れ

な

く

な

る

性

分

は

一

高

で

培

っ

た

も

の

。
こ

れ

か

ら

も

人

の
た

め

に
な

れ

る

人

生
を

、
ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

を

探

し

て

い
く

っ

も

り

だ

。

山

村
　

高

基
　

平

成
2
5
年

卒

大

学

を

卒

業

し

て

入

社

し

た

温

泉

旅

館

が
自

分

の

思

っ

て

い
た

よ

う

な

職

業

と

か

け

離

れ

て

い
た

た

め
見

切

り

を

つ

け

て

東

京

の

飲

食

業

へ

、
そ

こ

も

コ

ロ

ナ

の

影

響

で

退

職

。
そ

の

お

か

げ

で

仲

間

と

と

も

に
立

ち

上

げ
た

宅
配

会

社

が

大

ヒ

ッ

ト

。
趣

味

で

始

め
た

ヴ

ァ
ン

フ

ォ

ー
レ

甲

府
を

解

説

し

た
べ
呂

Ｈ
呂

Ｑ
も

登
録

者

数

が

激

増
中
（

笑

）
。
可

能

性

っ

て

ど
こ
に
隠

れ
て

い
る

の
か
わ

か

ら
な

い
も

ん
だ

な
～
。
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山
本
　

海
吹
　

令
和
４
年
卒

今
年
の
３
月
に
一
高
を
卒
業
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
支
配
さ

れ
た
３
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
何
も
生
ま
れ
て
く
る
わ
け

は
な
く
、将
来
の
自
分
の
可
能
性
を
伸
ば
す
に
は
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
続
け
た
３
年
で
し
た
。

そ
し
て
今
。
夢
を
形
に
す
る
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

賃

金

が
3
0年
間
上
が
ら
な
い
日
本
を
飛
び
出
し
て
、
ア
メ

リ
カ
で
一
花
咲
か
せ
て
み
る
ぞ
。
成
功
し
て
帰
っ
て
く
る

僕
の
将
来
を
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。

赤
池
　

由
佳
　

平
成
1
7年
卒

な
か
な
か
会
え
な
い
友
人
と
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
し
た
り
、

遠
く
で
行
わ
れ
る
講
習
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
た
め

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、今
あ
る
環
境
で
も
楽
し
め
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。

で
も
、
本
当
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
友
達
と
会
っ
て
話
し
た
い
。

高
井
（
安
達
）
　
正
恵
　

昭
和
6
1年
卒

大
学
卒
業
後
、
ず
っ
と
幼
稚
園
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
広
が
り
始
め
、
我
が
園
も
子
ど
も
の
安
全
を
守
り

続
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
園
長
と
共
に
職

員
で
考
え
て
き
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
で
た
時
は
休

園
と
な
り
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
動
画
配

信
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
歌
、
手
遊
び
、
体
操
、
製
作
、
リ
ト

ミ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
、
ク
イ
ズ
、
お
話
な
ど
。

２
か
月
遅
れ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
６
月
に
入
園
式
が
行

え
た
の
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
日
々

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
と
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
行
事
も
縮
小
し
た
り
中
止
と
な
っ

て
、
な
か
な
か
保
護
者
の
方
に
園
児
の
姿
を
お
見
せ
で
き
ず

に
い
る
中
、
お
ゆ
う
ぎ
会
で
は
ビ
デ
オ
業
者
に
依
頼
し
て
、

発
表
の
姿
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
お
渡
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
未
就
園
児
対
象
の
プ
レ
保
育
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ク
ラ
ス

懇
談
会
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
通
常
の
保
育
に
は
戻
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
の

２
年
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
教
育
に
有
効
活
用
し
て
い
く
勇
気
と
、

何
よ
り
も
子
ど
も
と
の
大
切
な
時
間
を
充
実
さ
せ
て
い
こ

う
と

い
う
意
識
が
強
く
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
幼
稚
園
教
諭
）

白
川
　

う
ら
ら
　

平
成
3
1年
卒

コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
週
に
Ｉ

度
、
小
規
模
な
が
ら
ピ
ア
ノ
教
室
の
後
輩
で
あ
る
地
元
の
高

校
生
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
と
ピ
ア
ノ
の
先
生
を
含
め
る
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
３

人
、
ヴ
ィ
オ
ラ
ー
人
、
ピ
ア
ノ

ー
人
の
異
色
の
五
重
奏
で
す

が
、
毎
週
の
楽
し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
学
生
）

渡
辺
（
雨
宮
）
　
た
ま
緒
　

平
成
４
年
卒

見
え
な
い
、
会
え
な
い
、
行
け
な
い
、
開
か
な
い
。
マ
ス
ク

顔
し
か
知
ら
な
い
、
ワ
ク
チ
ン
を
信
じ
な
い
（
人
も
）
、
な
い

な
い
づ
く
し
。
い
つ
に
な
る
の
か
、
ア
ク
リ
ル
板
、
検
温
、
消

毒
と
無
縁
の
日
常
は
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
日
々
。

や
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
を
見
て
、
諦
め
た
り
も
し
た
も
の

の
、
や
れ
る
を
見
つ
け
て
、
や
る
気
で
進
め
ば
、
意
外
と
で

き
る
と
感
じ
た
日
々
で
も
あ
っ
た
。

混
沌
の
不
安
に
溺
れ
る
か
、
混
沌
の
先
に
希
望
を
見
出
す

か
は
、
結
局
は
気
の
持
ち
よ
う
。
自
分
次
第
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

金
子
　

滉
克
　
平
成
3
1年
卒

一
高
で
山
岳
部
に
入
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
大
学
で

も
登
山
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
夏
は
1
0泊
1
1
1
1
J

日
の
長
期
縦
走

を
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
、
気
兼
ね
な
く
山
に
登
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
学
生
）

一
瀬
　

真
也
　

平
成
１
年
卒

コ
ロ
ナ
禍
で
子
供
た
ち
と
遠
出
や
旅
行
に
行
く
こ
と
も

で
き
ず
、
休
日
は
専
ら
公
園
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
、
山
梨
県
の
公
園
に
と
て
も
詳
し
く
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
会
社
員
）

永
井
　

博
　

昭
和
4
3年
卒

我
々
4
3年
卒
は
、
2
0
0
6
年
の
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東

京
同
窓
会
の
当
番
幹
事
を
担
い
ま
し
た
。こ
の
時
集
ま
っ
た

同
級
生
の
絆
を
繋
ぐ
た
め
、
男
女
一
緒
に
小
諸
を
目
指
す
強

行
遠
足
を
中
心
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
9

年
秋
に
は
東
京
で
、
翌
2
0
2
0

年
１
月
に
は
甲

府
で
古
稀
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に

コ

ロ

ナ

感

染

が

起

き

た

の

で

す

。
計

画

し

て

い
た

イ

ベ
ン

ト

は

中

止

、
以

来

２

年

余

、
活

動

が

す

べ

て

ス

ト

ッ

プ

し

ま

し

た

。
約
２

０

０

名

が
加

入

し

て

い

る
よ

ん

燦
会
（
4
3年

卒

の
愛

称
）
メ

ー
リ

ン

グ
リ

ス

ト

で

の
交

信

も

そ

れ
ま

で

の
1
0
％

に

落

ち
込

ん

で
し

ま

い
ま

し

た

。

そ

の
よ

う

な

時

に

、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と

い
う

ツ

ー

ル

を

知

り

ま

し

た

。
手

始

め

に

オ

ン

ラ

イ

ン
飲

み
会

を

始

め

た

と
こ

ろ
好

評

で

、
毎

月

の
行

事

と
な

っ
て

い
ま
す

。
4
3年

卒

で

は

駈

風

な

る
文

集

を

発
行

し

て

い
ま

す

。
編

集

グ
ル

ー

プ
は

山

梨

と

首

都

圏

に

散

ら

ば

っ

て

お
り

、
こ

れ

ま

で

は
メ

ー

ル
で

の
や

り

取

り
で

し

た

が
、
オ

ン
ラ

イ
ン

編

集
会

議

が
で

き

る
よ
う

に

な

り

ま
し

た
。
4
3年

卒

の
同

期

生

が
主

催

す

る
講

演

会

な

ど

も

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に

よ

る

オ

ン

ラ

イ

ン

で

行

わ

れ

る

な

ど

、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ

っ
て

絆

を

繋

げ

る
事

が
で

き

た

と

思

っ
て

い
ま

す

。

と

は

言

え

、
対

面

で

語

り

合

う

場

に

勝

る

も

の

は

な

く

、

緊

急

事

態

宣

言

や
ま

ん

延
防

止

措

置

の

解

除

と

と

も

に

、
新

宿

御

苑

の
芝

生

の
上

で

車

座

に

な

っ

て

の

ピ

ク

ニ

ッ

ク

、
高

尾

山

や

陣

馬

山

登
山

な

ど
、
少

人

数

で

の

イ

ベ
ン

ト

を

通

じ

て

絆

を

保

っ
て

き

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

は

ま

だ

ま

だ

収

ま

る
気

配

は

あ
り

ま

せ

ん

。
引

き

続

き

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を

使

っ

た

イ

ベ

ン

ト

に

よ

り

、
同

級

生

の

絆

を

つ

な

げ

て

い
き

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

（
甲

府

一

高

東
京

同

窓
会
　

学
年

幹

事

）

八
田
　

政

仁
　

昭

和
4
8
年

卒

こ

の

２

年

は

、
全

世

界

の
生

活

様
式

が

一

変
し

て
し

ま

い

ま
し

た

。
友

人

達
と

も

会
え

ず

、
喜

び

の
声

を

あ

げ

る
の

も

は

ば

か
ら

れ

、
人
混

み

を

避

け

、
た
だ

黙

々
と

お
と

な

し

く
過

ご

さ

な
け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。
リ

モ

ー
ト

な

ど

が
発

展

し

ま

し

た

が
、
や

は
り

直
接

会

う

の
と

は

雲

泥

の
差

が
あ

り

ま
す

。

私

の
生

活

も

、
２

年

の
内

４

か

月

ほ

ど

は

隔

日

の
出

勤

で

し

た

が

、
他

は

毎
日

、
埼

玉

県

草

加

市

か

ら

東

京

を

通

過

し

、

神

奈
川

県

の
川

崎

市

の

勤

務

地

ま

で

片

道

２

時

間

半

ほ

ど

か
け

て
通

勤
し

て

い
ま

す
。
結
構
混

ん
だ
電
車

に
も
乗

る
の

で
、

「
８

り
日

」
の

接

触

記

録

で

も

、「

こ

の
1
4
日

間

で

２

名

の

陽

性

者

と

の

接

触

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

」
と

表

示

さ

れ

、
ロ

グ

の

接

触

人

数

は
3
5
名

と

な

っ
て

い
ま

す

。
コ

ロ

ナ

ワ

ク
チ

ン

も

早

め

に

３

回

接

種

し

、
家

族

も

皆

、
感

染

や
濃

厚

接

触

者

に

な

ら

ず

に

す

ご

せ

て

い
ま

す

。

早

く

コ

ロ

ナ

が
落

ち

着

い
て

、
同

窓

生

の
皆

様

と

直

接
会
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え

る

の

を

楽

し

み

に

し

て

い

ま

す

。
　
　

（
現

役

会

社

員

）

山

本
　

秀

彦
　

昭

和
4
1
年

卒

ｓ

Ｄ

Ｇ
ｓ
（
ｙ
Ｄ
９

ぴ
回

寸
Ｆ

呂

Ｆ

Ｄ
ｏ
ｓ

ｒ

一
１ｒ
｛

乱

〇
Ｐ

許

｝

と

は

国

連

サ

ミ

ッ

ト

で

採

択

さ

れ

た

、「

世

界

を

変

革

す

る
　

持

続

可

能

な

開

発

の

た

め

の

２
０
３
０
年

ま

で

に

達

成

す

べ
き

目

標
1
7

項

目

」
で

す

が

、
こ

こ

で

は

、
持

続

可

能

な
「

同

窓

会

活

動

目

標

」
と

し

て

、
２

年

間

の

コ

ロ

ナ

禍

中

の

東

京

同

窓

会

活

動

サ

ポ

ー

ト

経

験

か

ら

思

っ

た

こ

と

を

述

べ

て

み

ま

す

。

少

子

高

齢

化

で

運

営

を

支

え

る

当

番

幹

事

学

年

の

人

数

は

往

時

の

半

分

以

下

、
参

加

者

は

過

半

数

が
6
0
歳

以

上

で

す

。

ウ

ィ

ズ

コ

ロ

ナ

で

は

従

来

の

様

な

３

密
（

密

集

、
密

閉

、
密

接

）
の

懇

親

会

は

開

催

で

き

ま

せ

ん

。
コ

ロ

ナ

後

も

そ

の

復

活

は

難

し

い

と

思

い

ま

す

。
で

は

持

続

可

能

な

同

窓

会

と

は

ど

の

様

に

す

れ

ば

よ

い

の

だ

ろ

う

か

。

ま

ず

、
当

番

幹

事

の

負

担

を

減

ら

す

こ

と

が

必

要

で

す

。

Ｉ

Ｔ

ツ

ー

ル

等

を

駆

使

し

、
出

来

る

だ

け

定

型

作

業

で

処

理

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

で

す

。
し

か

し

何

と

い

っ

て

も

運

営

資

金

の

調

達

で

す

。
総

会

・
懇

親

会

参

加

者

の

会

費

の

み

で

は

、
不

足

す

る

た

め

、
日

新

鐘

へ

の

協

賛

広

告

に

頼

っ

て

い

ま

す

。
こ

れ

を

会

員

の

皆

様

か

ら

の

支

援

金

で

賄

う

、
具

体

的

に

は

、
会

場

と

リ

モ

ー

ト

参

加

の

組

み

合

わ

せ

、
オ

ン

ラ

イ

ン

配

信
（

有

料

）
、
ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ
（

返

礼

は

日

新

鐘

）
等

に

て

多

く

の

人

か

ら

、
少

額

で

も

集

め

る

方

法

を

定

着

さ

せ

る

こ

と

で

解

決

し

て

ゆ

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。
こ

の

よ

う

な

方

法

は

若

い

方

は

な

じ

み

が

あ

る

の

で

、

参

加

・
協

力

が

得

ら

れ

や

す

い

と

思

い

ま

す

。

（

東

京

同

窓

会

事

務

局

長

、
甲

府

一

高

あ

お

ぞ

ら

会

事

務

局

）

小

河

原
　

正

己
　

昭

和
3
4
年

卒

平

成
2
6
年

３

月

、
思

い

が

け

ず

一

紅

会

で

、
老

い
ら

く

の

弧

悲

に

墜

ち

た

万

葉

集

に

つ

い

て

話

を

さ

せ

て

も

ら

っ

た

。

つ

ま

ん

な

い

話

で

失

礼

し

た

が

、
今

だ

っ

た

ら

も

っ

と

面

白

い

話

が
で

き

た

か

も

。

と

い

う

の

は

、
こ

の

万

葉

集

宣

伝

係

の

そ

の

後

は

波

乱

万

丈

、
ま

る

で

舞

台

劇

の

よ

う

な

展

開

を

た

ど

っ

た

。

一

紅

会

ま

で

が

第

１

幕

と

し

た

ら

、
第

２

幕

は

３

度

の

万

葉

劇

公

演

の

成

功

と

そ

の

直

後

の

万

葉

由

来

の

令

和

に

よ

る

降

っ

て

湧

い

た

よ

う

な

ブ

ー

ム

。

第

３

幕

が

、
図

に

乗

っ

て

夢

の

東

京

公

演

を

決

断

、
そ

の

後

悪

夢

の

ご

と

く

奈

落

に

墜

ち

て

中

止

。

－

！

‐

－

‐
4
S
S
J

“
S
 
U

そ

の

直

後

コ

ロ

ナ

禍

、
お

か

げ

で

ネ

ッ

ト

に

そ

の

一

部

始

終

を

連

載

。

そ

し

て

、
ま

た

懲

り

ず

に

第

４

幕

の

幕

を

開

け

よ

う

か

、
な

ど

等

、
山

あ

り

谷

あ

り

の

物

語

。

「

万

葉

集

ナ

ウ

」（
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｙ
ｕ

ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｂ
ａ
ｍ

ｕ
ｒ
ａ
.ｏ
ｒ
ｇ

）
を

ご

笑

覧

く

だ

さ

い

。
　
　
　
　
　
　

（

フ

リ

ー

・
プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

）

土

屋
　

初

海
　

昭

和
3
4

年

卒

社

交

ダ

ン

ス

を

頑

張

り

ま

し

た

。

は

た

目

に

は
「

濃

厚

接

触

の

最

た

る

も

の

」
と

見

る

方

も

あ

り

ま

し

た

が

、
し

っ

か

り

上

半

身

を

離

し

て

、
良

い

姿

勢

で

踊

り

ま

す

。
個

人

レ

ッ

ス

ン

で

、
毎

回

同

じ

先

生

と

し

か

踊

り

ま

せ

ん

の

で

、
コ

ロ

ナ

禍

の

中

で

も

休

ま

ず

レ

ッ

ス

ン

に

通

い

ま

し

た

。

は

し

め

た

動

機

？
・
7
7
歳

に

な

っ

た

時

、
今

ま

で

全

く

知

ら

な

か

っ

た

分

野

、
そ

れ

も

、
わ

が

身

に

と

っ

て

、
一

番

不

得

手

な
「

運

動

」
の

分

野

に

敢

え

て

身

を

置

き

、
残

り

僅

か

か

も

し

れ

な

い

日

々

を

有

効

利

用

し

た

か

っ

た

の

で

す

。

楽

し

い

で

す

よ

。

大

芝
　

淳
　

平

成

り
’
年

卒

コ

ロ

ナ

禍

の

中

、
２

年

間

で

何

を

頑

張

っ

た

か

と

言

う

と

「

引

越

し

」
で

す

。
ま

ず

は

家

を

買

い

引

越

し

し

ま

し

た

。
そ

の

９

か

月

後

、
転

勤

で

ま

た

引

越

し

し

ま

し

た

。
単

身

赴

任

で

一

人

だ

け

な

の

で

作

業

は

簡

単

で

し

た

が

、
家

族

と

離

れ

る

こ

と

、
コ

ロ

ナ

禍

で

、
飲

み

に

も

行

け

ず

、
モ

ヤ

モ

ヤ

し

た

日

々

を

過

ご

し

ま

し

た

。
こ

れ

も

あ

る

あ

る

で

家

を

買

っ

た

ら

転

勤

も

よ

く

聞

く

話

で

す

。
最

後

は

、
転

勤

先

で

支

店

の

移

転

が

あ

り

ま

し

た

。
支

店

の

移

転

は

、
な

か

な

か

経

験

す

る

こ

と

が

な

い

た

め

、
貴

重

な

経

験

で

大

変

で

し

た

が

や

り

切

り

、
２

年

間

で

３

回

引

越

し

し

ま

し

た

。
結

果

、
捨

て

る

勇

気

や

決

断

力

が

つ

い

た

と

思

い

ま

す

。
よ

１

く

頑

張

っ

た

と

思

い

ま

す

。
　
　
　
　
　

（

り

そ

な

銀

行

虎

ノ

門

支

店

勤

務

）

服

部
　

廉

太

郎
　

平

成

如
一
年

卒

山

梨

放

送

新

人

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

の

服

部

廉

太

郎

で

す

。

高

校

時

代

、
探

究

活

動

の

リ

ー

ダ

ー

だ

っ

た

私

は

、
東

京

で

活

躍

さ

れ

て

い

る

先

輩

を

訪

問

す

る
「

は

じ

め

ま

し

て

、
先

輩

」
を

企

画

し

、
日

新

基

金

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。
コ

ロ

ナ

禍

で

の

就

職

活

動

中

も

、
先

輩

か

ら

伺

っ

た
「
「

ン

グ

リ

ー

精

神

が

人

を

成

長

さ

せ

る

」
と

い

う

言

葉

を

思

い

出

し

、
自

分

を

奮

い

立

た

せ

ま

し

た

。

力

い

た

し

ま

す

。

種

田
（
平

島

）
　
由

梨

平

成
1
2
年

卒

コ

ロ

ナ

の

影

響

で

、
子

ど

も

の

保

育

園

の

休

園

や

登

園

自

粛

が

続

く

な

か

、
テ

レ

ワ

ー

ク

で

の

慣

れ

な

い

仕

事

に

家

事

育

児

…

…

と

、
朝

か

ら

晩

ま

で

ノ

ン

ス

ト

ッ

プ

で

動

き

続

け

る

こ

と

の

多

い
２

年

間

で

し

た

。
思

い

通

り

に

進

ま

ず

イ

ラ

イ

ラ

し

た

こ

と

も

あ

り

ま

し

た

が

、
主

人

の

協

力

や

子

ど

も

の

か

わ

い

い

笑

顔

に

励

ま

さ

れ

、
仕

事

と

家

事

育

児

の

両

立

を

頑

張

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。
当

時

は

毎

日

必

死

で

し

た

が

、
き

っ

と

こ

の

先

、
こ

ん

な

に

家

族

で

ず

っ

と

一

緒

に

過

ご

す

こ

と

も

な

い

の

か

な

と

思

う

と

、
貴

重

な

時

間

だ

っ

た

な

と

感

じ

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
公

務

員

）

堀

内
　

裕

史
　

平

成
1
2
年

卒

こ

の

２

年

間

は

ワ

ー

ク

ス

タ

イ

ル

と

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

の

著

し

い

変

化

に

ひ

た

す

ら

適

応

す

る

こ

と

に

腐

心

し

ま

し

た

。

大

学

入

学

の

タ

イ

ミ

ン

グ

で

上

京

し

、
そ

の

ま

ま

東

京

で

就

職

、
結

婚

し

、
息

子

２

人

に

も

恵

ま

れ

ま

し

た

が

、
2
0
1
9

年

末

頃

に

長

男

の

就

学

を

機

に

故

郷

へ

戻

る

こ

と

を

決

断

。
2
0
2
0

年

春

か

ら

地

元

塩

山

に

戻

り

、
卒

業

以

来

あ

ま

り

乗

っ

て

い

な

か

っ

た

車

の

運

転

を

始

め

た

り

し

な

が

ら

、
家

業

を

継

ぐ

予

定

で

し

た

が

、
間

も

な

く

新

型

コ

ロ

ナ

が

一

気

に

流

行

。

地

元

に

戻

っ

た

の

に

友

人

に

も

ろ

く

に

会

え

ず

も

ど

か

し

い

日

々

で

し

た

が

、
リ

ス

ク

ヘ

ッ

ジ

の

趣

旨

も

あ

り

東

京

の

仕

事

を

山

梨

か

ら

リ

モ

ー

ト

で

し

ば

ら

く

継

続

し

て

い

ま

し

た

。

そ

の

後

、
新

し

い

働

き

方

や

生

活

に

も

慣

れ

、
そ

ろ

そ

ろ

東

京

の

仕

事

に

も

メ

ド

を

つ

け

よ

う

と

考

え

始

め

た

矢

先

、
不

思

議

な

ご

縁

が

重

な

り

、
2
0
2
2

年

か

ら

は

な

ぜ

か

米

国

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

州

へ

移

住

し

、
日

々

四

苦

八

苦

の

連

続

で

す

が

現

地

で

な

ん

と

か

働

き

、
家

族

と

生

活

し

て

お

り

ま

す

。

出

国

に

あ

た

り

温

か

い

送

別

の

言

葉

を

く

れ

た

一

高

の

同

期

と

今

も

分

け

隔

て

な

く

繋

が

れ

て

い

る

こ

と

は

、
私

に

と

っ

て

非

常

に

大

き

な

財

産

で

あ

る

と

改

め

て

感

じ

ま

す

。

(
Ｄ
ｅ
ｌｏ
ｉｔｔｅ
 Ｔ
ａ
ｘ
 
）
」
Ｐ

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

事

務

所

勤

務

）
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中
丸子
育

い
る
の

く
と
い

ス
ト
レ

スうでて純

し

ま

す

。

がこすと
平
成
1
2年
卒

仕
事
で
す
。
２
人
の
や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
子
供
が

が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
外
に
遊
び
に
行

と
も
な
か
な
か
で
き
ず
、
子
供
も
カ
ミ
さ
ん
も

た
ま
る
だ
ろ
う
と
思
い
可
能
な
限
り
家
事
や

っ
た
つ
も
り
で
す
。

し
ま
し
て
は
、
観
光
業
に
密
接
に
関
係
し
て
い

か
ら
、
こ
の
２
年
間
は
新
商
品
開
発
や
コ
ラ
ボ

外
の
方
に
も
発
信
で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
取

た
。
皆
様
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

き
ま
す
の
で
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た

（
株
式
会
社
桔
梗
屋

代
表
取
締
役
社
長
）

上

村
（

丸

登

）
　
早

織
　

平

成
1
2
年

卒

２

年

前

、
新

型

コ

ロ

ナ

で

全

国

一

斉

休

校

に

な

り

ま

し

た

。
そ

の

時

、
長

男

は

思

春

期

に

な

り

か

け

の

小

学

５

年

生

の

終

わ

り

。
急

激

な

身

体

の

成

長

、
反

抗

期

が

訪

れ

た

時

期

で

も

あ

り

ま

す

。
そ

こ

か

ら

の

２

年

。
長

男

と

の

向

き

合

い

方

を

試

行

錯

誤

の

日

々

で

す

。
今

中

学

２

年

生

で

す

が

、
ま

だ

ま

だ

反

抗

期

は

続

い

て

い

ま

す

。

関

西

在

住
（

ダ
ウ

ン

タ

ウ

ン

の

地

元

近

く

）
な

の

で

、
息

子

の
言

葉

は

思

い

っ

き

り

テ

レ

ビ

で

聞

く

よ

う

な

関

西

弁

で

す
（
笑

）

。

「

も

う

え

え

っ

て

！
・
１
・
！
こ
「

ア

ホ

、
ボ

ケ

、
カ

ス

ー
・
Ｉ

」
な

ど

な

ど

。

め

ち

ゃ

め

ち

ゃ

こ

わ

Ｉ

い

！

！
・
Ｉ

ラ

グ

ビ

ー

し

て

い

る

時

だ

け

は

、
か

っ

こ

よ

く

て

素

敵

な

ん

で

す

け

れ

ど

…

…

。
そ

ん

な

長

男

の

反

抗

期

を

、
可

愛

い

３

歳

の

次

男

で

癒

さ

れ

な

が

ら

、
乗

り

切

ろ

う

と

思

い

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
理

学

療

法

士

）

諸

角
　

進

介
　

平

成
1
2
年

卒

長

男

の

少

年

野

球

に

精

を

出

し

ま

し

た

。
息

子

の

プ

レ

ー

す

る

姿

に

昔

の

自

分

を

重

ね

、
タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

し

た

か

の

よ

う

で

し

た

。

菊
地
　
平
薫
　
平
成
1
2年
卒

僕
が
こ
の
２
年
間
頑
張
っ
た
こ
と
は
、
子
供
の
や
り
た
い

こ
と
を
全
力
で
一
緒
に
楽
し
ん
で
あ
げ
た
こ
と
で
す
。

ト
イ
ース
ト
ー
リ
ー
の
ウ
ッ
デ
ィ
や
バ
ズ
の
声
真
似
で
過

ご
し
た
り
、
習
い
事
の
ダ
ン
ス
や
英
会
話
も
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
全
力
投
球
し
て
き
ま
し
た
。
一
時
期
は
、
ア
ニ
メ

ギ
ャ
ラ
の
声
真
似
を
し
す
ぎ
て
自
分
の
声
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
く
ら
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
4
0歳
に
し
て
2
0年
以
上
ぶ
り
に
バ
ス
ケ
を
始

め
ま
し
た
。
地
元

の
社
会
人
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
バ
ス
ケ

部
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
2
0代
を
中

心
と
し
た
バ
ス
ケ
サ
ー
ク
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
も
2
0

年
前
の
バ
ス
ケ
部
の
経
験
が
通
用
し
て

い
る
こ
と
に
高
校

時
代
の
部
活
動
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
第
二
子
を
授
か
り
３
時
間
お
き
の
授
乳

と

い
う
寝
不
足
拷
問
に
耐
え
な
が
ら
仕
事
を
こ
な
し
て
き

た
こ
と
で
す
。
夜
中
の
３
時
に
寝
て
８
時
半
に
出
勤
の
数
か

月
は
昼
間
の
睡
魔
が
拷
問
的
で
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
今
し

か
で
き
な
い
金
の
思
い
出
で
す
。

（
盛
田
甲
州
ワ
イ
ナ
リ
ー
株
式
会
社
勤
務
＠
勝
沼
町
）

八
巻
　

友
也
　
平
成
５
年
卒

５
年
前
に
結
婚
し
、
昨
年
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

独
身
時
代
を
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
謳
歌
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
妻
と
息
子
、
そ
し
て
愛
犬
の
た
め
に
人
生
を
謳
歌
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　

知
菜
　

平
成
1
6年
卒

３
月
末
ま
で
都
内
保
育
園
勤
務
で
し
た
。
社
会
情
勢
に
よ

り
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

の
成
長
は
一
時
も
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
常
に「
子
ど
も

が
ど
ん
な
経
験
を
し
た
が
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て

私
た
ち
大
人
が
ど
ん
な
願
い
を
込
め
る
の
か
」
を
念
頭
に
子

ど
も
た
ち
と
対
峙
し
て
き
ま
し
た
。
人
と
の
交
流
な
く
し
て

健
全
な
成
長
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
安
心
安
全
な
心
の
通
う
場

を
大
切
に
し
た
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

未 来 五ｒｓt

～絆という宝物を胸にがんばるじゃんけ～

ど協力くださった皆さま、友人知人のかたにお声がけくださった皆さま、

ありがとうどざいました。

続きは懇親会に繋いでいきます。
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(敬称略)
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混 迷する時代で すい:･:･:･:･:

災 畜､:･:原 発ｙ沖縄ﾐ･:･格 差j･

農業､呂財政;::近 隣 諸国:ど の

外 交:;:::;÷ら･:･:

ロシアのウクラ イナ侵攻:･:

問題 では･､:･:民 主 主義と平和

が更弧危機となり毒じ及;::

そこで 私諮 学者で:はあり ま

せんがj･ 約20 年 間のＮＰＯ:･

活 動を とおじ乙:･ そ つの理

論を勿くり ごそれを 実践じ

:本 に:し ま:じ たi，

:多く の同窓生がお読みＲ:

:なうて 下さ れば 幸いですi･ a ｍａzon にて購入可能
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沁

第62回 甲府中学・甲府一高 東京同窓会

感　 謝

長期間にわたり新型コロナウイルスの感染拡大防止や治療などに日々ご尽力

されている行政機関、医療従事者の皆様に深く敬意を表し感謝申し上げます。

また、東京同窓会の開催に向け、努力されてきた幹事学年の皆様に心から

御礼申し上げますＯ

昭 和51 年卒業 生( 東京51 会) 一同
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鶴 会社ｱﾝﾘﾐｯﾄ ・lyヤｐ

代表取締役 大洋 敬造（聯口59年卒）

プライベートと仕事を

両立し､活躍できる方を

求めています！

回　 回゙圓

回l ・

〒206-0025　 東 京 都 多 摩 市 永 山1 ↓4 プ レ ゾ ン ビ ル

ＴＥＬ : 042-355-7118 （担 当 ：小 林 ） ＦＡＸ : 042-355-7118

E-mail:inf （か ｕnlimit-j.ｃｏ.jp　HP : hltps:// ｗｗｗ.ｕnlimit-j.ｃｏ.jp/
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由梨そして全国の受験界を開拓し続ける。

甲斐tlミプ’“
二‾二 三 丿 尚 川 川 川卜1 ⊥ ﾊﾟ ｉ･ こ……
キ

。

に し4 1J ｡,!4g ヰ4771

¨I　　I
……｡,T｡,
ﾌ¬゚レノ レUI ‖‖¬

‥
丿川
ｉ
卜

同司？11立P 醍 斟 嶽 弘 霖醤 ゐi 魂ａ
as Ｍ∧RTrｅｅＥ。911sh廳 翻ａ囮 廼い軟育ｉ 苔a 天藤 畢東進ＧＨ 予備校 推薦対策予備校

甲斐tX竃高等学院 甲斐tXi 学習支援スクール ｖＲライブ講座 オンライン個別指導

ご票ｒ 芒票７で 灘雍廳雍

日本一おいしいお米ができました。

ヽ
岫 願
心 弓 二-

g昌 ｇ｀la旨
×
↑ご[ﾋE]↑

Ｇ ｏ ＡＬs 朧 朧

https://tａtｏｍｉｆａrｍ.ｍyshopify. ｃｏｍ　

国

白 雅 犬 百 二 綸 足 言7 呂 ）

医療法人 幸仁会

ﾔ緋 り牡 げ副 恥剛 ち折 奏叫 すﾌｉ゙

院 長　 須 貝　 敦 （阪口５８年卒）

昶日本整形外科学会認定　整形外科専門医

ｉ
㎜

祝
甲府中学・甲府一高東京同窓会

令和４年

東 京３８会

÷ ，　在宅介護
やさしい手甲府

ホームページ　　　　ｅ

; 鸞 プコ こ 叩

二 孚
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第６２回 甲府中学・甲府一高東京同窓会

～たて・よこ　織りなす絆～

東京四四会
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富国生命保険相互会社　〒100-0011東京都千代田区内幸町2-2-2　ｓ 03-3508-1 101(大代表)

匹 匹 －

Ｉ
Ｉ
Ｉ
」’・

ｙ

=】

卜

Ｊ

ぶどう畑の中のフレンチレストラン

キュイェット

すてきな 未来応援します

オ ー ナ ー シ ェ フ　 山 田　 真 治( ａ ５８回)

〒４０７-0174 山梨県韮崎市穂坂町三ツ沢1129 番地

ＴＥＬ ／ FA χ0551- ２３-１６５０ ＵＲＬ http://ｗｗｗIZplala.０｢.jp/Ｃｕeillettｅ/

○ スマホ､ケータイ､インターネット…

通信のことなら　

＠

－　　　－　　　---　　　　　　－
コオネ111卜ｇル ープ

フ ォネットグ レープ ＣＥ Ｏ

清 水 栄
一　

(昭 和55 年 卒)

フォネットグ ル ープ Ｃ００

上 田 昌 之

(昭 和55 年 卒)

（勁 広 一秘書-0154 （2022.7.9）

祝 第６２回 甲府中学・甲府一高東京同窓会

會 ＴＥＡＭ５７ ＴＯＫＹＯ ＋

S57 年卒東京同窓会一同
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本社一工場／〒409-3843 山梨県中央市西花輪4629

お客様相談室（受付時間9:00 ～17:00 土曜一日曜･祝日を除<）TEL.0120-089890

株式会社 はくば ＜

ｗｗｗ.hakubaku.coJp

配電盤・制御盤･ 継電器メーカー

泰 和電 気 工業 株式 会社

代表取締役会長ylJX111
敦 夫

（昭和29 年卒）

〒105-0013 東京都港区浜松町2-7-16　　　
第３小森谷ビル2F

℡03-3432-2521 FAX 03-3432-2527
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笠井クリニック
Ｋ ＡＳＡＩ　ＣＬＩＮＩＣ

院 長　 医 学 博 士 。。｡４ふ ，。，．Ｓ．
廿日本内科学会認定内科専門医

笠 井 邑 貝 夫
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弩
丿 劃 ぷT ぷ; し召 ７

一
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゛ lj 万端 淵 二1腿 冲 ｕ Ｈ

内分泌代謝科　レルギーヽ アトピー･急性･慢性f4　tl 曜ｌｌ　ＡＭ９:叩~12:ａ〕　，４
ぶ 昌

尿　 も　 れ の皮膚トラブル)……各種診療　S042-551-6611 糧生駅彊[]ハスのりぱ

㎜･ みー 。･ｒ冊711y,ｌｉｌ･二
●-htlp: 加

ｗｗ.kasai･ｄｉｎｉｃ.ｃｏ・1/昌 悶 ぽ1'

大泉はな わクリニック

院長

花 輪
滋

(昭和41年卒)

〒178-0063 東京都練馬区東大泉｜－28－フ

フォンターナ琴坂6F　

TEL(03)5933-3870

医療法人社団慈広会
前理事長 矢 崎i 告 （昭和35 年卒）

理事長・院長 三 神 俊 史 （昭和44年卒）

httｐ://ｗｗｗ.jikoｕkai.ｃｏｍ/

矢 崎 胃 腸 外 科 【診療彬1: 消化器外科･内科･肛門外科】

〒252-1113 神奈川県綾瀬市上土棚中1↓16

TEL 0467-76-6211

介 護 老 人 保 健 施 設 メ イ プ ル

〒252-1124 神奈川県綾瀬市吉岡2361-7

TEL 0467-76-8001

･-9’-ii－



ｙ

医療法人社団 松田会

り荒/11升科肛戸|医眠
･女性医師常勤　・日曜午前も診療　・入院設備有　・点滴鎮静麻酔による検査実施

院長 松 田 好 雄　　 大 高 京 子 ・松 田 大 助 ・ 山 村 冬 彦

ｒTTTT77 口 ７; こTTi

共感動画を創るテレビ集団

未来を動画で切り拓く

Ｋ Ｉ Ｍ Ｍ Ｙ ´Ｓ

Ａ Ｈ ＥＡ Ｄ

共 感 動 画 ク リ ェ イ タ ー

キ ミ ー ズ ア ヘ ッ ド 株 式 会 社

代表取締役 佐 藤 公 彦

tel:03-6432 バ)909 n仙|:info(咄ｉｍｍys.jp
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トモエソース販売元

有限会社シミズ酒販
代表取締役 清 水　 昌行( 市口58年豹

〒400-0822 山梨県 甲府市里吉 ４ －４－１６

酒販部055 － 235 － 7725 ／ 食品部055 － 232 － 1666 ／FAX 055 － 227 － 0380　

E-ma11: ｓimiｚｕ3＠altｏ.ｏｃｎ.ｎｅ.jp

httP:// ＷＷ Ｗ.SimiZU3. ＣＯｍ

隆 （昭和54年卒）

s ・11r・ｌ ・１

TRUSTED SINCE 1992

宍戸17会社ベ スト アド バイス

井　上

〒171-0022 東京都 豊島区南池袋1-16- ４ ＮＫビ ル1Ｆ

囲
T.画10120-010-492　Fj圖0120-894-492
哩) ｗｗｗ.beｓtadｖｉｃｅ.ｃｏ.jp

G7 1nfo ＠be ｓtadｖｉｃｅ.ｃｏ.jp

日本人の心に刻まれた 魅力あふれる神様たちの物語

感･

。……=……,こ,=
いI　　　

古 事 記 捨 はなし

1

:ド､ ……舞
に=･j4
お==j
癩2 万
呂j4jijS

加?441

礼帽　　追川玄耳.言兌明　名Jk春仙 魯淵画

吸Ｕ ＩＳ μ゙ ’
B5 版312 ページソフトカバー
山梨新報社刊ISBN978 耳9900752-O-0 1 ，500

円(
本体価格)

l£Cj 株式会社山梨新報社
TEL:055(237)8121 FAX:055(237)8142　　　

URL ｈttp:/り/ＷＷＷ.y-Shi叩 ＯＵ.ＣＯj p

代表取締役社長 山下
昌 彦

（昭和4 5 ti 卒）
〒160,0004 東京都 新宿 区四谷 三 丁目12 番地 フロ ン ティア 四谷5FTEI｡03 5369-3

1 20　FAX 03-5369･3600　URl, http:// ＷＷＷ.Ugtk.ＣＯJ p

○宝石・貴金属・製造仲間卸

○不動産賃貸業　アパート・マンション・貸しビル店舗

6
株 式 会 社

望　　

代表取締役社長望月正
取　締　役 望 月 聖

月
美

一一

商
(昭和58年引

会

本社：山梨県甲府市湯田二丁目19 － ９　 ＴＥＬ.055 － 237 － 0355　FAX.055 － 226 － 1670
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特定非営利活動法人 わたげの会

共同生活援助事業所　フォルティナ

共同生活援助事業所　フアミール

所fl山本 淳仁(聊口58年卒)
〒400 －0011 山梨県甲府市積翠寺町1003 番地TEL.055 －253 －2611　FAX.055 －253 －0881

……｡｡●　チラシ･ パンフレット･ 連続伝票･ 看板･ のぼり･ うちわ4j
………… Ｔ
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おいしいお魚と旨い地酒 各種宴 会承 ります。

築 地 魚 よ り

田 中 興 志 子( 昭和50 年卒)

〒105-0001 港 区 虎ノ門5,2,8 加 賀ビ ル

TEL 03-3433 －5611

東京メトロ日比谷線神谷町駅2番口徒歩1 分
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佐野工建

111 ７

総合広告代理店
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佐野(旧姓 成島) 真弓　 昭和５８年卒

〒４０９-３８４３ 山 梨県 中 央 市 西 花 輪 ４０２７-８

Ｔ ＥＬ ．０ ５ ５- ２ ７ ３- １ ２ ３ ０　 ＦＡ Ｘ ．０ ５５- ２ ７ ３- ３ ２ ５ ４

山 梨県 知 事 許 可　 給 排水 衛生 設 備工 事　 上 ・下 水 道 工 事

冷 暖 房 ・空 調 設 備 工 事　 水 廻り のリ フ ォ ーム　 土 木 工 事

ＮＰＯ ＥＣＯ-ＣｌＴＹ 特 約エ コア ー ト舗 装 指 定 工 事 店

http ｓ://ｗｗｗ.ｓａｎｏｋｏｋｅｎ.rimiy ｕ.ｃｏｍ

＼ひ は ら ク リ ニ ッ ク

日原　徹（昭和52年卒）
〒158-0094 東京都世田谷区世田谷玉川3-21-10 ドミルチエIF　

TEL 03-3708-2005

うｌｇ。？４,Ｑ

株式会社

一

り 嗚 べ
内田 末雄　 子161-oaj3車掌辱新宿ａ下鼻秦3-21-2　　

（昭和4a苓車）7E £6j －3951 －8j2S

F4x aj-jgjl-sjJI

UL りIHp:// ｓｓ.ｌｃ紅d･xｕiilｕa.cc.jp/

豊かなる人生のお手伝い

㈲ファーブル保険ガイド
深 潭　 満 ｎ ５８．。

山梨県甲府市中央２－５－２１ ＴＥＬ０５５－２２１－１ １６６

､ I I
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昭和55 年卒　専務執行役員　穴水 芳光
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DANcE scH ｏｏL
珀2-0843 東 京 都 新 宿 区 市 谷 田 町 ↓丁 目2 番 地

ラ ン ゴ ス タ ビ ル3FTe1 03

－3235-5311WebSite http ソ/ishih゙ 3dｓ ｃｅｃｏ°

ＦａＸ ０３－3260 －2133 Email info
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〇

加温加水せずに

源泉掛け流しの天然温泉です

甲 府市上石田1 －10－12　TEL

055 － 222 － 4216

堀 内 美 保 紺n58 年卒 智

林野内科医院

Ｈ 林 野 久 紀づ腿4琳）

林 野 妙 子（昭和48年卒）

〒400-0117　山梨県甲斐市西八幡2436

TEL 055－276－2816　FAX055 －276－8935

６ １

○ 弑お:東 和
一般貨物自動車運送事業･取扱事業･貸倉庫業

本社営業所

〒400-3853山梨県中巨摩郡昭和町築地新居1598 －3TEL

055-275-1080　FAX055-275-1081



太陽光発電取扱店

すが 建設

代表　一級建築士

須賀　俊夫

一 一

Ｓ ヅ Ｗ

スーバーウ凛－ルエ
ｉ

須賀建設一級建築士事務所

〒400 －0007　 甲 府 市 美 咲2-8-12　　TEL

＆FAX　055-254-7567

E- ｍａｉ卜t-t- ｓｕga ＠ ｍｘ2.∩ｎｓ.ne.jp

（ アレルギー科 バ気管食道科 販型輦随男り

j ● な か ざ わ 耳 鼻 咽 喉 科 ・

皿㎜皿㎜■=--J. ■ ㎜　－　　　 還頭 頚 部 外 科 ク リ ニ ッ クNAKAZAWA

ENT&HN Clini(二

※花粉症の方は当クリニックへ

容(055)

ミ ミ　　ハ ナ ヨ シ233
－8744(

薬袋ﾚ ﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸIF)

�月 �火 �水 �木 �金 �土

午前9:00～
12:00 �○ �○ �Ｏ �○ �○ �○
午後3:00～
6:00 �○ �○ �○ �× �○

�
へ

匁曜日午後:補聴器外来(予約制)
４ぉＨﾐ 萱H 申 ｏ-４　

容(055)E･

土曜は牛後つ:00～400tア　　　 ミ ミ　　ハ ナ ヨ シ

甲府市 飯田2-3-9(

国 際交流センター南)

ホ ー ムペ ー ジhttps ヤｎａｋａｚａｗａ-ｅｎt.cｏｍ

さい とう クリニック

回 斉藤昭人(S47尚)
〒257-0034ﾈ申奈川県秦野市大秦町1-8 トミービル3F　

TEL.0463-84-5222

禽 半 祝 第62回東京同窓会

東京47 会( 昭和47 年卒)一同

有限会社 ジ ャ パ ン ア ー ト メ モ リ ー

東京都中野区新＃1-11-8-3F te1.03-3388-8266

ｈttｐ:// ｗｗｗ.ａｒtｍｅｍｏｒｙ.ｃｏ.jｐ/

ｲ戈表ａ締役 朱 宮　 明 美 （s54 年卒）

SHOEI

Hｕｍ【】ｎ,Ｈｏｎｄｃrof↑,Ｃrｅ【】†iｖe

j二400･0014 山 梨 県甲 府 市 古 府 中 町4914-1

頑張。,た,成果が形に残る仕事です！

[ 匝 ＠ ⑩ 沖 ガ ヲ ス ｇ ｔ

〒130-0004　東京都墨田区本所4-19-3 本所吾妻橋DJ どﾙ ３Ｆ

ＴＥＬ:03-5637-748HAX:03-5637-4200

常務執行役員 本部 長 山 口　 芳 宏(S.56 卒)

美味しいお米・新鮮なお野菜を丹精込めて作ってます

ゆ ナチュラルファーム溝口
溝口 （旧 姓　 本 間） 暁美　 昭和48年卒

山梨県北杜市武川町山高

�　　　

リハビリテーションを強ｲ;している7 とを特徴と し施設です。　　

　　　　　　　

リハビリ目的の短時間利用もできます。　　

　　

機能維持・向上を目的とした短時間に集中的な個別リハビリがご利用できます。　　

　　　　

在宅復帰に向けた、３ヶ月間の短期集中リハビリがご利用できます。

�（　　　お気軽にお問合わせください。スタッフ一同お待ちしておりま。　　〕

�●･　　介護老人保健施設陥

甲 府 南 ラ イ フ ケ ア セ ン タ ー　　　

◆甲府市南地域包括支援ｾﾝﾀｰ( 甲府市委託)　　　
◆甲府南指定居宅介護支援事業所　　　

電話055-241 －3333　　　h

↑tP:Z/kofu min ｏmilife.iP

詣
刄

笑顔いっぱい･元気いっばい･あふれる心くばり　(

株) ニ
ュ ー

平 沢71　

甲府市伊勢4-34-10 TEL055 －237－9450 ㈹

カ ー ス タ レ ン タ カ ー

甲府市伊勢4-3卜I　TEL055-231-5921
セルフ＆カーヶア　湯村店・平和通り店 一貢川店

車検＆修理センター 一飯金＆塗装センター

62

あいおいニッセイ同和損保

代理店　望 月 事 務 所
望　 月　　 真 （昭和53 年制

〒400-0042　甲 府 市 高畑2-17- １２

ＴＥＬ.055 － 228 － 6677　FAX.055 － 228 － 5596



祝
第62 回東京同窓会

昭和４２年卒一同

C ｉｎｎａ ｍ ｏro11　　　20th

………｡

Ａ ｎｎｉｖｅrs ａry

……
…===Party

～いっも いっしょに～

を 開 催 中 ｊ

シナモロールと

“いつも いつしょに"を体感できる

アニバーサリーイペントを

お巣しみください♪

14

．

……j14g;?'1414?IEI

∧"jt114:4jj ……………゙ 4

当 面 の 闇､ パ ー ク 内 の キ ャ パ シ テ ィ 制 限 を す る た め､ ピ･ 一 口 う ン ド の 入 場 に は パ ス ポ ー ト( 年 間 パ ス ポ ー ト 含 む) と､ 来 場 予 約 が 必

要 と な り ま す ピ ュ ー[] ラ ン ド Ｈ Ｐ も し く は ピ ュ ー[] ラ ン ド 公 式 ア プ リ よ り｢ ピ ュ ー ロ ラ ン ド フ ァ ン ク ラ プ 丿 こ ご 登 偏 い た だ き､ 来 場 予 約

を お 願 い い た し ま す. ご 来 場 日 当 日 で も キ ャ パ シ テ ィ に 空 き が あ れ ば 来 場 予 約 い た だ け ま す ．( 当 日 パ ー ク ク ロ ー ズ90 分 前 ま で)

'- '゙ －'-"'x":"" ゛ 'l' ｀"'-" ゛""J"'- い' し"'-y-"x' ゛'y'- '゙ - ｼ ' - : - "`' /゙ " :゛". ｀'-'゛x-'-゛'゙/ ゛-ぐ ‾.---"-/'-- '゙ ‥゙ い し'､'≒ ゛--'-'-" ‥" ♂ゝ.･-..-..･. -ゝ. ' - " " ' x . " .♂'.J-"'. －:.-l ♂..♂.･

● 曾 業 ● 朗･ 休 館 日 は ホ ニ ム ベ ー ジ を ご 纏 値 く だ さ い. ｀ … ……｀゛s l゙`丿 ゛ ● 所 在 地 ご ？ ２ ０ ６- 鄭 ｉａ ８ 東 京 都 多 摩 市 落 合1,31

● こ-9111 喝 丹 ● こ つt 心 ま予 告 な ≪ 農 ● する ● き が ご 訊 耀 １.( χ 暇 年 絹 礎t)
「 多 摩 セ ン タ ー 駅｣ 下 車 徒 歩 ５ 分

ｘ ：１　　　' １ １ １１ ． ９ ． ． Ξ ●　　　　　　　 ．． ｌ　　　 ｉ･ ｉｒ　 ．

１ ７ ａ ７ ａ 昌 旨ﾀｰ

Ｔ Ｅ Ｌ
Ｏ ４ ２･ ３ ３ ９･1111　 ｗ ｗ ｗ. ｐ ｕ ｒ ｏ ｌ ａ ｎ ｄ.j ｐ

大
保
Ｊ
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険 薬

堂

局　

薬 局
どち らの 処 方１ も受 け 付 け ます

〒154-0004　東京都世田 谷区太子堂３丁目20 －７

ＴＥＬ・ＦＡＸ:03 －3411 －9115

有限会社中川看板店
〒40〔〕-0112

山 梨 県 甲 斐 市 名 取676-3　　　　TEU055)206-0353　　

FAX(055)2{}6-1184　　　

mail : ｓｉｇｎ-ｎ(９=ｎｎｓ.ｎｅ.jｐ

参 ネ ２・!11トヨ９甲 斐
“人と人 の繋がりの大 切さに感 謝”

川 副 口 宍戸
圏 辻 立 上

iＳ
山 梨県 甲 府市 朝 気3-10-21a055

－232 －5511https://

ｗｗｗ.netz-kai.coj p/　

tt９ ．ｎ ・ 小 林 達 也

株

一会
社中 村

住宅　商業店舗
新増改築･リフォーム

代表取締役 中 村 和 雄 （S604 ）

〒400-0214山梨県南アルプス市百々2101-1　　　TEL.055-280-0177
F°ＡＸ.055-280-0178

ＥＳＴ ＴＥＮＮＩＳ ＣＬＵＢ

https://ｅstclｕｂｃｏ･jp

株 式 会 社 ト ミ オ カ テ ニ ス

甲府／〒400-0822山梨県甲府市里吉3-8

八田／〒400-0202南アルプス市下高砂305
明野／干408-0204北杜市明野町上手8304

●●Ｏ＠○○＠ ●●●●

③鈴木製菓株式会社
蜃 藤

。………､:j.･ﾕj

じ

……11

万 万
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４Ｆｙ／　 多　　　　＿

11112L　4141?i¶
尹…………1 1ﾐ j
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仁 乱 二 心 轟
ご 、

－

〒400-1508 山梨県甲府市下曽根町3400-1 （山梨県食品工業団地内）

ＴＥＬ:055-266-5188（代 ）ＦＡＸ:055-266 →3681

1nfo＠sｕｚｕkiseika.ｃｏ.jp

SHINODEN　　　　

シノデン

有限会社篠 原 電 研
刊00･0048 甲府市貢川本町４－３５
ＴＥＬ ０５５(２２２)８８８５㈹
ＦＡＸ ０５５(２２２) ８８９1

ΛSS＠TS　

Ｏ

その鈍い輝きと、感触に魅せられて

融 通 の き く 鋳 物 屋

山梨県甲府市下飯田４丁目４－18TEL.055(222)902UAXO5
ｙ222)9272

不 動 産 鑑 定 評 価 ・ 建 物 状 況 調 査

株式 会社アセッツアールアンドディー

東京都新宿区信濃町12-1信濃町ＳＡＮＭＯビル8階

TEL 03-5366-0421　 〒160-0016

HP hltp ｓ://ａｓsｅtｓ-rd.jimdofrｅｅ.ｃｏｍ/

代表取締役 飯 窪 光 隆（a53 ｔ４）

不動産鑑定士 一級建築士
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門西栄一法律事務所

わい 門 西 栄 一
(昭和43 年卒)

〒160－0004東京都新宿区四谷4－3－29

伸治ビルフF

TEL 03 －5363－7283　FAX 03 －5363－7284
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〒400-0123

山 梨 県 甲 斐 市 島 上 条 １８ ７ －４

ＴＥＬ ０５５(２アフ)２０３７

ＦＡＸ０５５(２７７)６311

永

遠
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Ｉ
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高
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～ 未 来 へ の 裸 ～

Ａsk ｗhat ｗｅ ｃａｎ ｄｏ ｉｎ ＴＯ ＫＹＯ ｆｏr ｌＣ ＨＩＫＯ

昭 和 ５ ３ 年 卒 業 生( 東 京 ５ ３ 会) 一 同

潜臥

みかみ歯科医院
三 神 厚　S48 年 卒　　 三 神 智 美　S50 年 卒

〒187-0032東京都小平市小川町2-1971エッグピル2F TEL042,345-3060　　　　　　　　　http://

ｗｗｗ.mikami-ｄｅｎtal･jp

IV121 ヽ熹竃薄設
Ｋ Ｅ Ｎ Ｓ ｔ ４ Ｓ Ｕ 山梨県知事　許可（般-19）第9142 号

赤1 也 俊 樹（昭和58年令）

http://mikikensetsul.ｃｏｍ

〒400-0053 山梨県甲府市大里町1331 TEL.055-288-1692 FAX.055-288-1693

祝

第62回 甲府中学・甲府一高 東京同窓会

甲 府 一 高 湘 南 同 窓 会http://ichikosho

】ｌａｎ.liｖｅｄｏｏr.bIog/

会　長

幹事長

丹 沢 富 雄 （昭和40年卒）

堀 口　 修 ㈲和44年卒）

叫匹心?

じ11{?J;f41ﾐ5S冨 回 法
＠ぷ９心Xd足心旬

犬 ・j
詳

・

芳 園

〒４００-0026 甲府市塩部１－９－１０

ＴＥＬＦＡＸ．０５５(２５２)８０８４

代 表 榛 原 洋 一(S58 年卒)

三井歯科医院
三 井　 豊

(S58年卒)

山梨県中央市布施2101-2TEL(
０５５)２７３－2０27

心 日 本 ゴ ル フ ジ ャ ーナ リ ス ト 協 会 会長　

Yahoo に ユー ス公 式 コ メン テ ー タ ー　

ｊＡＰＡＮ　　　　　　　　　　　　　　小 川　　 朗

2 昌 雷 ごLIs Ｔ　　　　　　　　　　　(昭和53年 卒)

日 刊 ゲ ン ダ イ 毎 週 金 曜 日｢ ポ ン ド に ゴ ル フ は 面 白 い 目

ゴ ル フ･ グ ロ ー バ ル｢ 幻 の ゴ ル フ 場｣

ＧＥＷr ゴ ル フ プ ラ ス ア ル フ ァ｣

ＡＬＢＡ Ｎｅtr 名 勝 負 も の が た り｣

ウ ェ ブ サ イ ト｢ み ん な の 介 護｣　　　　　　　　 連 載 中　

｢ 終活ジャーナリストが明かす､発信力を身につける方法｣セミナー開催中　

日 本 運 動 記 者 ク ラ ブ 会 友

( 一 社) 終 活 カ ウ ン セ ラ ー 協 会 認 定 終 活 講 師

株 式 会 社 清 流 舎　 代 表 取 締 役 社 長

〒135-C016 東 京 都 江 東 区 東 陽4-12-20,511　　　　　　　

TEL&FAx　03(3646)7919

e-mail:t ｏｃｈrｏ＠ｏｕtlook.jp

● 住友不
〒163-0219　 新宿区西新宿2-6-1新宿住友ビル

中 村 芳 文( ｓ４４ｎ)

内 科・皮膚科

リハビリテーション科
睡眠時無呼吸外来

医療用光治療

皿 逗逞 謳皿

ぴ
順'■’クリニック
甲 府 市 湯 村1 －5 －19

TEL(055)251 －2121 ㈹

ＦＡＸ(055)251 －0485

院長　内　 藤　　ｲ| 参( 昭和58年卒)

64

ｌｌ 旧 囲團国図

税理士 潭
松
中
村

謙 一 郎( 回 ５３年卒)

直　 樹( 昭和５８年卒)

〒４００-００３１ 甲 府 市丸 の 内一 丁 目14 －3

TEL( ０５５)２３５-１２９６ ／ ＦＡＸ(０５５)‘２３５-1 ２８０

トータルビルメンテナンス
禦 ＡＣＴク リ エ イ テ ィ ブ オ フ ィ ス

代表・締９ 山村　周三 旧和５８年卒）

囃 京 艦 漕 げ 言言5



祝

東京三五会
昭和35年(1960年)卒業生 有志

患 れたソフyヽ ウ｡ヱ:アあ照発 ず“Ｊ４ 摺λﾉ の ブ£7婁 尽ｒ ず“

SSS::‘　　 株 式 会 社
111::。　: 二だj ・－
代 表 取 締 役 軽 石 泰 孝 （昭 和 ５０年 卒 ）

〒171-0033 東京都豊島区高田２－１８－２３ シャトー目白2F　

TEL:03-3986-0048　FAX:03-3986-5794

httpソ/ｗ　ｗｗ.ｃｏｓｍｏｅｎｅｒｇｙ.ｃｏj p/

自動車部品の製造、組立、物流

圓 株式会社鳶ま／1タタージ
代表 取 締 役 太 田　 清 士 （Ｓ５７年 卒 ）

本　 社　 〒350-1302　 埼玉県狭山市東三ツ木40 」

TEL 04-2969-1055　FAX 04-2969-1057　　　　

E-ｍａｎ:k.ｏtａ＠tａｍａｐａｃｋａｇｅ.cｏJp

御礼

2021年 年間個人視聴率に 冠王』

:ゑ弓≡
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代表取締役会長執行役員 大久保 好男
(昭和44年卒)

有 限 会 社 宮 川 レ ッ カ ー

宮　 川　 勇　 徳

Miyａｇａｗａ　　　Ｔａｋｅｎｏri

本　社　〒409-3803 山梨県中央市若宮22－13

明和税理士法人

代表社員
公認会計士／税理士
小　 林　 明 人

(昭 和53 年 卒)
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懇親会進行

広告部会

会計部会

IT部会

一紅会

甲府部会

三浦博美／志賀由美／演　悦子

佐藤公彦／跡部　亨／手塚　元

河野玲子

清水成美／矢野佳作／若尾一広

跡部　亨／赤池　修／手塚　元

金丸隆夫／駒形かおる／福田　薫

雨宮裕樹／金丸隆夫／小野　健

新谷隆之／清水成美

福田千絵／藤原千津子／宇津木吉美

吉岡ゆみ子／春山　操

山本淳仁／北美竹代／小林隆広

清水由美

日新鐘部会　 長田孝子／手塚　元／簑和田直子

塩沢知子／元木弘子

制作にご協力いただき

ありがとうございました

山梨県立甲府第一高等学校

校　長　安達　徹先生
前校長　小林俊一郎先生
総　務　内藤　浩先生
探究科　山本尉滋先生
部活動顧問の先生方
生徒の皆さん

ご執筆､ 取材にご協力くださ った皆さ ん

【昭和４４年卒】 清水昭さん／峯川文江さん

【昭和45 年卒】山下昌彦さん

【昭和53 年卒】樋口雄一さん

【昭 和 ５８ 年 卒 】 大原勝一さん／吉村幸一さん

清水昌行さん／山田真治さん

河野玲子さん／三渾日出巳さん

宇津木吉美さん

【平成8 年卒】　望月啓太さん

【平成２９年卒】 服部廉太郎さん

【東邦音楽大学大学院】斎木　薫さん

｢１００人の声｣にご協力くださった皆さん

写真協力

山梨県立甲府第一高等学校

ご執筆､ご助力くださった皆様ありがとうござい ます。

懇親会との連携企画など､部会の枠を超えた協力体制にも助けられ

ました。甲府一高の内藤浩先生(昭和55 年卒)､ 王文社の小林隆広さ

ん(昭和58 年卒)には特にお世話になりました。心より御礼申し上げ

ます。(長田)

勉学に勤しんだわけでも部活にのめり込んだわけでもなく、目立た

ず一高時代を過ごした私か思いがけず日新鐘部会のお誘いを受け、

最初は｢パソコン使えないし無理です｣と尻込みしました。

でもほんの少しでも何かお役に立てることがあるならば…とお引

受けしたおかげで､年代や分野を問わず努力･ 活躍する同窓生の姿

を知り刺激を貰えました。

出来ることが少なかったため部会の皆様にご負担お掛けしました

が､お役の一端を担えたことに感謝申し上げます。(元木)

編集作業を通じて改めて感じたのは､同窓生の一高愛です。

母校のため､同窓会のため､｢日新鐘｣のためにさまざまに協力して

くださる方が何と多いことか。

本当に｢日新鐘｣ができあがるだろうか､と不安な立ち上がりでした

が､原稿が集まり、同窓生の協力･支えを実感し､編集が進むにつれ、

良いものができるはずだ､との思いが強くなりました。

冊子の編集を初めて経験できたこと､一高愛を再確認したこと、こ

の２つがこの半年間の体験で得たものでした。(手塚)

うれしかったのは取材のお願いで突然連絡した同級生に快く協力

してもらえたこと。約40 年ぶりの近況報告がワインに関わる３人の

記事を書くことにつながりました。

｢100 人の声｣ には今年一高に入学したばかりの10代の後輩から80代

半ばの大先輩､ またニューヨークや南極からもこの2年間の思いが

届きました。原稿のやり取りでは多くの方に励ましやねぎらいの言

葉をかけていただき、日新鐘部会冥利に尽きました。

｢日新鐘｣にご協力くださった皆さまのおかげで信頼できる部会長

のもと､貴重な経験をすることができました。

心から御礼申し上げます。(簑和田)

高校時代を懐かしく思うとともに､母校の今を知ることが出来まし

た。また､同窓生の皆様が在学当時に何かを得て､それぞれの道を歩

んで来られたこと、コロナ禍でも頑張っていらっしゃることに元気

を頂きました。

｢日新鐘｣に携わり､｢一高の絆｣を感じる素敵な時間を経験すること

が出来ました。発行の運びとなり喜びもひとしおです。

ご協力を頂いた関係者､日新鐘部会の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。一助となりましたら幸いです。(塩沢)

2022甲府中学･甲府一高東京同窓会記念誌

日 新 鐘 ＶＯ1２8

発行日

発行者

編集者

印刷･製本

2022年７月９日

甲府中学･甲府一高東京同窓会

中嶋文夫(昭和46年卒)　　 －

日新鐘部会(昭和58年卒)

王文社
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甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
の
「
絆
」
つ
て
何
ず
ら

。

同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
だ
け
の
い
つ
も
の
集
ま
り
で
い
い
だ
け

。

あ
ん
こ
ろ
は
、
苦
楽
が
共
だ
か
ら
、「
絆
」
な
ん
て
あ
た
り
ま
え
っ
て
思
っ
て
ね
え
け

。

卒
業
す
る
と
、「
絆
」
も
薄
れ
て
く
る
の
は
解
っ
て
る
さ
。

た
だ
さ
、
若
い
衆
が
も
っ
と
参
加
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
く
な
る
だ
よ

。

ど
う
す
り
ゃ
い
い
か
ね
え
？

ひ
と
ま
ず
参
加
し
て
み
ち
ゃ
あ
く
れ
ん
か
ね
。

「
絆

」

も
「

ヨ

コ
」

か
ら
「

タ

テ

」

へ
も
っ
と
拡
大
し
ん
き
ゃ
い
け
ん
と
思
っ
て
る
だ
よ

。

先
輩
方
も
色
々
苦
労
し
た
と
思
う
け
ん
ど
、
お
ら
ん
と
う
は
、
そ
の
想
い
も
引
き
継
い
で

、

今
年
の
当
番
を
機
会
に
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
本
気
で
こ
の
え
れ
Ｉ
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
が

今
回
の
テ
ー
マ
つ
つ
う
訳
さ

。

同
学
年
の
「
絆
」
は
強
い
と
思
う
だ
け
ん
さ
、
同
窓
会
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
っ
て
さ
、

他

に

も

た

く

さ

ん

「
絆

」

を

作

ろ

う

じ

や

ん

け

。

そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
一
人
で
も
一
緒
に
泣
い
て

、
笑
え
る
よ
う
な
「
絆
」
が
増
え
て
、

人
生
豊
か
に
な
る
と
い
い
じ
ゃ
ん
ね
え

。

「
て
、
凄
く
な
っ
た
じ
ゃ
ん
け
川
」
つ
て
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
る
よ

。
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代表取締役会長

丹 沢　 良 治
（昭和41 年度卒）
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